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別添 １ 別添 ２

別添 ３

＜駅貼り用ポスター＞ ＜列車内中吊ポスター①＞

＜列車内中吊ポスター②＞

○駅構内・列車内のテーマ

　目が不自由な方の転落事故を防ぐため、「ひと声マナー」はじめよう。

○列車内のテーマ

　座席の利用マナー向上のため、「ひと声マナー」はじめよう。

＜資料出所：国土交通省HPより＞
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SUBWAY◎巻頭随想 3

１．はじめに
　未曾有の大震災からまもなく２年を迎えますが、本市に対しまして、多くの自治体や企業の

皆様から、引き続き人的・物的に多くのご支援を頂いておりますことに、心より御礼申し上げ

ます。

　今年は、「新次元の防災・環境都市」をコンセプトとして平成23年に策定した仙台市震災復

興計画におきまして、５年間と定めた計画期間の折り返しの年となります。

　住まいの再建 ,地域経済の活性化 ,農業再生策 ,防災対策 ,防災教育 ,エネルギー問題への対応

など ,「復興」という大きな枠の中の個別分野ごとに ,踏み込んだ展開を進めて行く段階へと移っ

てまいりました。

　そのような中、地下鉄東西線につきましては、被災された方々の集団移転候補地及び復興公

営住宅建設予定地として東西線沿線地域を選定しているなど、復興の核となる新たなまちづく

りの基盤となり、仙台都市圏全体の復興を力強く牽引していく重要事業であります。また、震

災後わずか３日で地下鉄南北線が運行を再開するなど、安全性や輸送力の面で地震災害に対す

る地下鉄の優位性をあらためて再認識したことから、災害に強い交通ネットワークの強化に

とっても、必要不可欠な交通機関であると考えております。

　復興以外の面においても、東西線は、本市の中長期的な目標である鉄道を基軸とした機能集

約型の都市構造への転換や、沿線に展開する学術文化・歴史・ビジネス・観光といった本市の

様々な機能や資源を東西線が連結することにより、文化面や産業面において新しい価値が創造

地下鉄東西線と
震災復興について

仙台市長

巻頭随想

地下鉄東西線路線図
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4

されること等、住みよいまちとしての仙台の魅力をさらに高める事業であり、平成27年度の開

業に向けて全市を挙げて取り組んでいるところです。

仙台市の交通体系の将来イメージ（「せんだい都市交通プラン」より）

東西線沿線の「荒井東土地区画整理地」内に計画中の復興公営住宅（イメージ）
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SUBWAY◎巻頭随想 5

２．地下鉄東西線建設事業の進捗状況
⑴　建設工事

　地下鉄東西線の建設につきましては、震災直後から数カ月間は建設工事が中断したものの、

現在は土木工事が最盛期を迎え、今春には全線にわたりトンネルの掘削が完了するほか、レー

ルの敷設工事、駅舎の建築工事、車両の製造等にも順次着手するなど、平成27年度の開業に向

けて着実に進めております。

⑵　駅舎及び車両のデザイン決定

　東西線全体のデザインの方向性は、学識経験者等による「仙台市高速鉄道東西線トータルデ

ザイン委員会」における検討を経て、平成19年11月に策定した「東西線デザインガイドライン」

によって定められております。このガイドラインに基づき、昨年７月には全13駅の駅舎のデザ

インを、11月には車両のデザインを決定いたしました。決定にあたりましては、前もって市民

の皆さんから仙台市や東西線、または駅周辺各地域のイメージなどについてお寄せいただいた

意見から、デザインコンセプトを組み立て、これに沿ってデザインを進めたことから、いずれ

も非常に個性に富んだ親しみの感じられるデザインとなっております。

駅舎階構築工事（青葉山駅） シールドトンネル
（六丁の目駅～荒井駅間）

竜の口橋りょうの架橋工事
（動物公園駅～青葉山駅間）
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　特に、東西線で使用する2000系車両については、「自然と調和し、伊達の歴史を未来へつなぐ」

をデザインコンセプトとしてデザインを決定しました。車両の前面は、伊達政宗公の兜の「前

立て」をイメージした意匠を施している非常に特徴的なデザインとなっており、車両側面の４

色の正方形とともに、広瀬川の清流、青葉山・田園の緑、にぎわう街が調和する「杜の都仙台」、

歴史への誇りを抱く市民とともに未来へ向けて発展する街仙台を表現しております。

３．おわりに
　本市の最重要事業である地下鉄東西線建設事業及び震災復興事業の完了時期はいずれも平成

27年度を予定しており、特に東西線については、もはやカウントダウンといえる時期にさしか

かっております。本市の未来を支え、明るい希望へとつながる東西線事業を全市一丸となって

精力的に進め、さらに、復興のその先の未来「ひとが輝く杜の都」を目指して、市民の皆さん

とともに力強く歩みを進めてまいりたいと思います。

東西線動物公園駅（イメージ）
動物公園への玄関口として、壁面に動物のモチーフ、
天井には鳥のシルエット、床面には動物の足跡を配置。

東西線国際センター駅（イメージ）
青葉山を望む場所にあり、青葉山にある仙台城跡の石
垣をイメージした重厚感のある外観。

高校生による「東西線車両デザインに関するワーク
ショップ」での発表風景

東西線2000系車両（イメージ）
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稿寄別特

はじめに

　「リニアメトロ」など、鉄道にリニアモータ（略

称「LIM」）を応用する技術の研究開発は、1962年（昭

和37年）に、（旧）国鉄の鉄道技術研究所が車輪とレー

ルの摩擦力に頼らない非粘着駆動システムの実用化

を目指したことに始まり、この研究所によるLIM

の研究開発が開始されてから本年は丁度50年にな

る。

　これがスタートとなり、日本で「リニアメトロ」

の実用化に向けて本格的な取り組みが進められたの

は昭和50年代後半であり、その後これまでに東京・

横浜・大阪・神戸・福岡の５都市６路線で運営が行

われ、さらに仙台の東西線が建設中であり、全線区

で約115kmの路線となる。

　これまでかなり急ピッチで普及が進んだのは、当

時の運輸省及び国土交通省などのご支援と関係自治

体及び開発関係者の熱意の賜物である。

　勿論リニアメトロの持つ特性が、それぞれの都市

の地勢と交通需要に適合するものであったからであ

り、今後は更に海外を含め一層の発展が期待される。

　本稿では、LIM開発50周年にあたり、「リニアメ

トロ」を中心に、その開発・発展の経過と技術開発

の内容を振り返るとともに、今後への展望について

述べることとする。

１．リニアメトロ開発の軌跡

⑴　地下鉄建設の低廉化

　日本の地下鉄建設費は、昭和50年（1975年）頃に

は、１kmあたり50～80億円であり、昭和55年代末

期には、１kmあたり200億円程度に上昇した。こ

れは、２度にわたるオイルショック等により労務費・

材料費などの上昇のほかに、用地費の高騰があり、

昭和末期には１kmあたり300～400億円になろうと

していた（図－１）。これでは増加する都市交通需要・

環境汚染への対策として、地下鉄網の整備に支障が

出るということで、「地下鉄建設の低コスト化」が

大きな研究課題となった。

　当時日本地下鉄協会では、小型地下鉄の研究を進

め、また日本鉄道技術協会（JREA）では、リニアモー

タの研究成果が出ていた（図－２）。

　その後、当時の運輸省の指導により、官・産・学

一体となって、「リニアモータ駆動小型地下鉄の実

用化研究会」が組織された。この研究会には３つの

サブ研究会があり、筆者は、「ケーススタディ研究会」

の主査を務めた。

　「安全評価研究会」は井口雅一教授、「開発・経済

研究会」は曽根悟教授がそれぞれ主査を務めて研究

を進めた（図－３）。

⑵　ケーススタディ　

　このスタディーの特徴は、地域条件・交通需要な

特 別 寄 稿

リニアメトロ
これまでの歩みと今後への展望

―LIM開発50周年を記念してー

社団法人　日本地下鉄協会　　　　
リニアメトロ研究委員会　委員長　菅原　操
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どを同一の条件として、普通地下鉄・小型地下鉄（回

転モータ駆動）・小型地下鉄（リニアモータ駆動）

の３種の地下鉄システムを比較検討した。対象の地

域として、大都市の例として大阪市を、また地方都

市として金沢市を例にとり、建設費や旅客１人当た

りの輸送コスト等を比較した（表－１）。

　その結果、リニアモータ駆動小型地下鉄は、普通

地下鉄に比べて建設費で約70％、旅客１人当たりの

輸送コストで、約80％という結論であった。このデー

タがその後のリニアモータ駆動の小型地下鉄（「リ

ニアメトロ」と略称）が進展するための基礎データ

となったものと思う。

図－１　地下鉄開業区間別（地下部）キロ当たり建設費

図－２　リニアメトロの技術開発の経緯
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稿寄別特

⑶　大阪南港における試験線　

　この研究の現地試験として、大阪南港において試

験線を設置し、そこには、急勾配・小半径曲線など

を設け、線路条件に対応する運行上の諸問題を確認

した（写真－１）。

　この試験は、多くの関係者に公開し、また試験結

果は、総合研究会にも反映された。この試験に提供

された試験車「LM－２」は、それより以前に、日

立製作所の水戸工場で試作された「LM－１」に比

べ、格段に改良されたものであった（写真－２）。

⑷　大阪市７号線、東京都12号線への適用

　大阪市７号線（鶴見緑地線）は、「国際花と緑の

博覧会（花博）」のアクセス手段として計画された。

この路線の建設は、平成２年（1990年）４月の「花

博」開幕までの開業が至上命題であった。

　そこで、大阪南港での試験走行の結果をできるだ

け活用し、実際の営業路線との条件の違いを踏まえ

LIM I M LIM I M 

12.6km 14 12.9km 14

20,000 7,500

%
154
(71)

164
(81)

201
(100)

71
(69)

78
(77)

102
(100)

%
461

(100)
482

(105)
532

(115)
376

(100)
405

(108)
468

(124)

表－１　ケーススタディの結果

図－３　リニアモータ駆動小型地下鉄の実用化研究会の体制

写真－１　大阪南港試験線

写真－２　大阪南港試験線における試作車「LM－２」

表－２　日本のリニアメトロ一覧
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て、大阪南港での試験車「LM－２」より一回り大

きい15ｍの試作車を作り、同時に回転型モータ車も

試作し試験走行が行われた。

　一方、東京都交通局では12号線（大江戸線）につ

いて、小断面トンネルを指向し、輸送需要に見合っ

た車両を導入する方針のもとに、従来の回転型モー

タ方式による車両を試作し、試験を実施していた。

その一方で、リニアモータ方式車両についても、基

礎資料を収集し、システム検討を進めていた。

　大江戸線は、運輸省などの研究成果、馬込検査場

などでの確認試験の結果などを検討し、昭和63年

（1988年）12月に車両駆動方式を「リニアモータ駆

動方式」に決定した。こうして両路線とも課題を抱

えつつも、開業に目途がついたのである（写真－３、

写真－４）。

⑸　全国リニアメトロ一覧

　大阪市７号線（長堀鶴見緑地線）・東京都12号線（大

江戸線）に続き、リニアメトロは全国的に逐次普及

している（表－２）。

　現在運営中の５都市６路線のリニアメトロはトー

タルで一日約114万人（平成23年度）を輸送し、都

市交通の一端を担い都市の発展に貢献している。

⑹　日本地下鉄協会の「リニアメトロ研究委員会」

　日本地下鉄協会は、平成元年よりほぼ毎年表題の

研究委員会を開催し、既に21回を数えた。この委員

会はリニアメトロを運営している自治体及び計画・

建設中の自治体が主要メンバーであり、リニアメト

ロの計画・建設・運営上の諸課題についての情報交

換の場として有効に機能している。

　この委員会では、リニアメトロ運営自治体から、

電力消費量、回生率、騒音対策、波状摩耗対応等の

報告があり、意見交換を行い、またリニアモータと

リアクションプレートとの間隔の問題等も議論さ

れ、実態の調査結果も報告された。

　この委員会では、必要に応じ下部研究組織を設け、

そこでの研究成果は、本委員会に報告される。

２ ．リニアメトロの技術上の特徴と
諸課題

⑴　リニアメトロの特性

　リニアメトロの特性については、改めてここに述

べる必要もないと思われるが敢えてまとめると次の

３点である。

①　急勾配走行

　回転型モータでは、車輪とレールの摩擦力が最大

の推進力であり、一般の鉄輪・鉄レールの鉄道では、

3.5％が計画上の最急勾配であるが、リニアメトロ

では、リニアモータとリアクションプレートとの間

の電磁力で車両を駆動するので、更に急勾配走行が

可能である。下り勾配でのブレーキ技術を考慮し、

最急勾配を６％とすることができる（図－４）。

②　小半径曲線走行

　通常の地下鉄においては、走行速度との関係によ

写真－３　大阪市７号線（長堀鶴見緑地線）車両 写真－４　東京都12号線 (大江戸線 )車両
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り、本線における最小曲線半径は200ｍ～250ｍ程度

で計画される。

　リニアメトロでは、車軸をステアリングできるの

で、本線上に半径100ｍの曲線を設けることができ

る（図－５）。

③　トンネル掘削断面

　リニアモータは回転型モータに比べ、形状が平坦

であり、リニアメトロは車両の床面を30cm程度低

くできる。車内の居住性も考慮し、トンネル掘削断

面積を約50％に縮小できる（図－６）。

　表－１に示すケーススタディの結果は、以上の特

性の効果を示すものである。

⑵　消費エネルギーの問題

　2004年に中国における地下鉄計画・諮 の第一人

者の施 仲衡 院士一行の調査団が来訪した。施 院士

は過去数年かけて日本のモノレールの中国への導入

の可能性を検討し、中国重慶市において、当時都市

軌道２号線のモノレールを建設中であった。2004年

の来訪は、リニアメトロの導入の検討を主目的とし

ていた。筆者は専門家を揃え調査団と討議を行った。

当時中国においても、エネルギー問題が国家的課題

であったため、議論の焦点はリニアメトロの消費電

力についてであった。

  それは、リニアモータの消費電力が普通地下鉄よ

り、約２割程度大きいという一般概念から来たもの

であった。

　地下鉄の消費電力としては、車両の駆動用電力の

ほかに、列車内照明・空調及び地下駅における照明・

空調、昇降機などの電力が必要であり、一つのデー

タによれば車両駆動用の電力は、路線全体の消費電

力の４割～６割程度になっている。車両駆動用の電

力について、エネルギー効率を高める努力は必要で

ある。　

　リニアモータと回転型モータとでは、構造上の相

違があり、エネルギー効率の向上にも限度があるが、

車両駆動用の電力より大きい分野を占めるその他の

電力については差がないと言う説明は良く理解され

図－４　急勾配設定時の利点

図－５　小半径曲線設定時の利点
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ていなかった様である。

　この課題はその後も続いた。2011年７月の重慶市

で開催された国際セミナーにおいて、日本側関係者

から日本におけるリニアメトロは、その運営実績か

ら、車両駆動用電力のほか、車内照明・換気空調及

び地下駅における照明・換気空調・昇降機等の付帯

電力を含めて分析して発表した。これらの付帯電力

は、駅の大きさや深さに関係するので、地下鉄の駅

はなるべく地表から浅い位置に設置するのがよく、

照明・換気空調・昇降機などの付帯電力と車両駆動

用の電力とを併せ比較すると、路線全体としては、

リニアメトロと普通地下鉄とでは、消費電力はほぼ

同等であることを提示した。

　2011年７月のセミナーでは、中国側もこのことを

良く理解し、リニアメトロは、中国の都市軌道の選

択肢とできることが確認された。

⑶　リニアモータのエネルギー効率の向上

　前項でも述べたように、リニアモータのエネル

ギー効率向上のためには、リニアモータとリアク

ションプレートとの間隔を縮小すべきであるという

曽根悟委員の意見もあり、研究委員会においても運

営中の路線の実績を調査するとともに、現在研究委

員会の下部組織である「リニア地下鉄軌道車両境界

領域技術検討会」において、縮小に向けた調査検討

を続けている。

⑷　レールの波状摩耗と騒音

　レールの波状摩耗については、一般の鉄道におい

ても古くからの課題であり、多くの研究があるが、

路線の状況や列車の運行条件などの多くの要因があ

ると考えられている。

　リニアメトロ研究委員会でも、各路線の運営者か

らそれぞれの路線における実態と対策の報告があ

り、意見交換がなされている。リニアメトロ路線に

は、急曲線通過のケースが多いのが特徴であると思

われる。

⑸　リンク式操舵台車の開発

　リニアメトロでは、車軸のステアリングが可能で

あったが、開発当初の台車ではまだ改良の余地が残

されていた。日本地下鉄協会は関係メーカーと協力

してリンク式操舵台車の開発を進め、福岡市交通局

の橋本車両基地構内での走行試験（写真－５）や交

通安全環境研究所の協力を得て、その機能を確認し

た。

　2009年３月には、福岡市交通局の協力を得て、深

夜、同局七隈線本線で走行試験を実施し実用化を確

かめた。リンク式操舵台車を使用すると、従来台車

に比べ、レールへの横圧力・騒音レベルを格段に減

少できることが確かめられた。さらに、安全性・耐

久性の確認も終え、平成27年度の開業に向け建設が

進む仙台市東西線への導入が予定され、今後に向け

て更なる展開が期待される。

図－６　普通地下鉄とリニアメトロのトンネル断面の比較
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⑹　独立車輪の検討

　リニアメトロは車軸のステアリングが可能である

ので、曲線進入時のアタック角の緩和は可能である

が、曲線通過時の内外側車輪の走行距離の差違から

来る車輪・レール間のスリップは免れない。リニア

メトロ研究委員会の井口副委員長は独立車輪方式を

提案しておられ、模型実験も行われたが、リンク式

の台車構造に、更に独立車輪方式を加えれば一層の

効果が期待出来よう。

３．今後への展望

　交通施設はその地域の地勢と交通需要に適合する

システムが採択されるべきものである。

　今後交通施設を設けるに当って特に望まれることは、

省エネルギー、CO2の発生抑制と高齢化対応であろう。

　「コンパクトシティ」構想が謳われて久しいが、

コンパクトな街づくりには郊外での生活と街を結ぶ

ための公共交通機関が必要である。

　自動車の分野では、ハイブリッド車、電池式など

も普及しつつあるが、高齢者への対応としては、利

用しやすい公共交通機関が必要である。

　また、そのためには、公共交通機関へのアクセス

や、乗換えに便利な設備が必要である。リニアメト

ロの急勾配・小半径曲線走行可能という特性が活用

されるべきものと思う。

　筆者等が中国・重慶市を対象にリニアメトロの適

用を検討してきたのは、重慶市は地形上起伏が大き

く（写真－６）、リニアメトロの持つ特徴を最もよ

く発揮できると考えたからであり、中国ではこのよ

うなリニアメトロの特徴を必要とする地域は数多く

あると思われる。

　中国では、都市化が進み人口100万人を超える都

市は、やがて80都市になると考えられており、都市

軌道の建設は更に進むものと思われる。

　また、東南アジアの各国での都市軌道建設のニー

ズも急速に拡大している。

　翻って、日本国内を見ると平成２年開業の大阪市

鶴見緑地線以来、現在建設中の仙台市東西線まで、

６都市７路線、延長約115kmのリニアメトロが普

及したのはかなり速いピッチであった。これは国土

交通省（以前は運輸省）のご支援のほか関係自治体

や開発関係各社の熱意の賜物であったと思う。

　ただし、現在一部路線の延伸の計画はあっても、

新規路線の計画が進まないのが現状である。建設費

の負担が厳しいことに対しては、PFIの方式を工夫

することなども一つの考え方であるが、システムと

しても急勾配走行の特性を活かして、地下部分と高

架部分を組み合わせた路線を計画し、建設費の低減

を図ることが一つの方策であろう。

　また曲線通過を一層円滑にするリンク式操舵台車

の性能の向上や独立車輪方式の実用化を進め、旅客

の快適性と保守費の縮減を図るなど検討すべき課題

は多い。

　これらの技術改良の成果は、国内で活用できるの

みならず、リニアメトロの海外進出にも必須のもの

と考える。

　さらに、日本地下鉄協会では、こうした課題に対

応するとともに、次世代に相応しい小型軽量の新シ

ステム「スマート・リニアメトロ」の開発推進にも

取り組んでおり、今後の展開が期待される。

写真－５　橋本車両基地における試験 写真－６　起伏の多い重慶市の地形
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はじめに

　公営都市高速鉄道事業は、都市部において主に通

勤・通学輸送を担う基幹的公共交通機関として重要

な役割を果たしていますが、初期投資が多額であり、

投下資本の回収に極めて長期間を要することから、

国や地方公共団体等から財政面での支援措置が講じ

られています。

  しかしながら事業の現況をみると、建設コストの

高騰に伴う資本費負担が大きなことに加え、少子・

高齢化の進展等により旅客運輸収益が見込みどおり

確保されていないことなどを要因として、多額の不

良債務を抱える等、極めて厳しい経営状況にありま

す。

　このほど総務省では、平成23年度の地方公営企業

決算状況調査の結果を取りまとめ、また、当該決算

を基に算定される「地方公共団体の財政の健全化に

関する法律」（以下「健全化法」という。）に基づく

資金不足比率の確定値についても平成24年11月30日

に公表したところです。

　本稿においては、平成23年度決算及び資金不足比

率の状況について、公営交通事業、特に都市高速鉄

道事業（いわゆる地下鉄事業）を中心にその概要を

説明するものです。なお、文中、意見にわたる部分

は私見であることをあらかじめお断りさせていただ

きます。

１　 平成23年度公営都市高速鉄道事業
の決算について

⑴　経営状況

　公営都市高速鉄道事業は、平成23年度末現在、東

京都、札幌市、仙台市、横浜市、名古屋市、京都市、

大阪市、神戸市及び福岡市の９団体で経営されてお

ります。仙台市においては、新線の建設が進められ

ており、また、福岡市においては、七隈線の延伸が

進められています。

　平成23年度末における営業キロは540kmで、前

年度（540km）と同じであり、昭和35年度末（26km）

の20.8倍、昭和40年度末（51km）の10.6倍となっ

ています。また、輸送人員は公営都市高速鉄道の整

備・拡充に伴って増加傾向にあり、平成23年度にお

いては、28億94百万人となっており、この数は昭和

35年度末の11.3倍で、我が国における鉄道輸送全体

の約13％を占めています（表１）。

①　損益収支

　損益収支の状況は表２のとおりです。

ア　純損益

　総収益（経常収益＋特別利益）は5,484億円で、

前年度（5,602億円）に比べ2.1％減少しています。

一方、総費用（経常費用＋特別損失）は5,181億円で、

前年度（5,245億円）に比べ1.2％減少しています。

この結果、全事業の純損益は、304億円の黒字となっ

ています。純利益を生じた事業数は７事業（前年度

６事業）であり、その額の合計は388億円（同457億

円）、純損失を生じた事業数は２事業（前年度３事業）

であり、その額の合計は84億円（同99億円）となっ

ています。

　また、総収支比率（総収益÷総費用）は105.9％で、

解説Ⅰ

平成23年度公営都市高速鉄道事業の
決算及び健全化法に基づく

資金不足比率について

総務省自治財政局　公営企業経営室

交通事業係長　関本　徹
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表２　損益収支の推移

表１　輸送人員等の推移
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解説Ⅰ

前年度（106.8％）に比べ0.9ポイント悪化していま

す。

イ　経常損益

　経常収益（営業収益＋営業外収益）は

5,483億円で、前年度（5,589億円）に比べ106億円、

1.9％減少しています。一方、経常費用（営業費用

＋営業外費用）は5,169億円で、支払利息の減少等

により前年度（5,221億円）に比べ51億円、1.0％減

少しています。この結果、経常損益は314億円の黒

字（前年度368億円の黒字）となっています。

　平成19年度から平成23年度の５か年の傾向を見る

と、経常収益は減少傾向であり、263億円の減少と

なっています。経常費用についても減少傾向であり、

511億円の減少となっています。したがって、経常

収益は減少傾向ですが、それを上回って経常費用が

減少しているため、いずれの年度も経常損益は黒字

であり、経常黒字額は平成19年度と比較して増加し

ています。

　経常利益が生じた事業数は７事業（前年度６事業）

であり、その額の合計は389億円（同466億円）、経

常損失を生じた事業数は２事業（前年度３事業）で

あり、その額の合計は75億円（同98億円）となって

います。

　また、経常収支比率（経常収益÷経常費用）は

106.1％（前年度107.1％）で、最も高い数値は仙台

市の120.8％となっております。しかしながら、引

き続き経常費用の節減等、経営改善を図っていく必

要があると考えられます。

②　累積欠損金・不良債務

　累積欠損金を有する事業数は８事業（前年度同数）

となっており、その額の合計は１兆9,884億円で、

前年度（２兆９億円）に比べ125億円、0.6％減少し

ています。累積欠損金比率（累積欠損金÷営業収益）

は395.7％で、前年度（396.6％）に比べ0.9ポイント

改善しています。

　累積欠損金残高の推移を見ると、平成14年度の

２兆4,546億円がピークで、それ以降は年々減少傾

向であり、平成19年度は２兆263億円であったもの

が、平成23年度には１兆9,884億円まで379億円、

1.9％減少しています。しかし、依然として多額の

残高であることに変わりはなく、仮に平成23年度の

純利益（304億円）のまま推移したものとすると、

累積欠損金の解消には約65年間を要することになり

ます。

　また、不良債務を有する事業数は７事業（前年度

同数）であり、その額の合計は826億円で、前年度（838

億円）に比べ12億円、1.4％減少しています。不良

債務比率は16.4％で、前年度（16.6％）に比べ0.2ポ

イント改善しています。

③　資本収支等

ア　全体の状況

　資本収支の状況は表３のとおりです。

表３　資本収支の推移
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　資本的支出の総額は4,922億円で、前年度（5,318

億円）に比べ395億円、7.4％減少しています。この

うち建設改良費は1,547億円で、前年度（1,599億円）

に比べ52億円、3.3％減少し、企業債償還金は3,112

億円で、前年度（3,373億円）に比べ261億円、7.7％

減少しています。

　一方、これに対する財源の総額は4,611億円であ

り、前年度（5,008億円）に比べ397億円、7.9％減

少しています。この結果、財源不足額は311億円で

あり、前年度（310億円）とほぼ同額（資本的支出

に対する割合6.3％）となっています。

　なお、財源の内訳を見ると、企業債等の外部資金

が2,625億円（資本的支出に対する割合53.3％）で、

前年度（3,235億円）に比べ610億円、18.9％減少し

ており、損益勘定留保資金等の内部資金が1,986億

円（資本的支出に対する割合40.3％）で、前年度

（1,773億円）に比べ213億円、12.0％増加しています。

イ　建設費単価

　公営都市高速鉄道の建設費単価の状況は表４のと

おりです。

　公営都市高速鉄道の１km当たり建設費単価は昭

和50年代以降急騰し、平成８年頃から12年頃までが

ピーク（292.5億円／km）となっています。地価の

高騰や利率の高さが要因と考えられ、特にこの頃ま

でに建設された路線では、資本費負担の大きさが経

営にとって大きな負担になっている例が多く見られ

ます。

ウ　建設改良に係る企業債償還金

　建設改良に係る企業債償還金の状況は表５のとお

りです。

　当該企業債の元利償還金は3,161億円で、前年度

（3,176億円）に比べ15億円、0.5％減少しています。

このうち、企業債償還元金は2,311億円で、前年度

（2,272億円）に比べ39億円、1.7％増加しており、企

業債利息は、公的資金の補償金免除繰上償還の実施

や低金利の状況が続く中で減少の方向にあり、850

億円で、前年度（904億円）に比べ54億円、6.0％減

少しています。旅客運輸収益に占める企業債元利償

還金の割合を見ると、67.1％となっており、その割

合は低下傾向ですが、依然として経営にとって大き

な負担となっていることがわかります。

④　費用構成

　経常費用の費用構成は表６のとおりです。

　これによると、減価償却費が構成比31.9％と最も

高く、次いで職員給与費が27.1％、支払利息が

16.9％となっています。

　減価償却費は1,646億円で、前年度（1,646億円）

に比べてほぼ同数、職員給与費は1,402億円で、前

表４　建設費単価の推移（１km当たり）

表５　企業債償還金の推移
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年度（1,369億円）に比べ33億円、2.4％増加してい

ます。これは、ある企業の退職者が昨年度に比べて

増加したことに伴い、退職給与費が昨年度に比べ30

億円増加したことの影響によるものです。支払利息

は872億円で、前年度（935億円）に比べ62億円、6.7％

減少しています。減価償却費と支払利息の合計が経

常費用の構成比の50％近くを占めていますが、これ

は多額の初期投資を要する事業の特色を表していま

す。

　平成19年度から平成23年度の５か年の推移を見る

と、減価償却費の割合はゆるやかな増加傾向、職員

給与費の割合はゆるやかな増加傾向、支払利息の割

合は減少傾向にあります。

　減価償却費自体は若干の減少傾向、職員給与費自

体も平成23年度の退職手当の影響を除くと減少傾向

ですが、経常経費が減少しているため、相対的に割

合が増加したものと考えられます。

⑤　旅客運輸収益に対する職員給与費の割合

　旅客運輸収益に対する職員給与費の割合は表７の

とおりです。

　業務委託の推進等により、近年低下の傾向が続い

ておりますが、平成23年度は、既に述べたとおりあ

る企業の退職給与費増加の影響で、その割合が

29.8％（旅客運輸収益4,712億円に対して職員給与

費1,402億円）となっており、前年度（28.9％）に

比べ0.9ポイント増加しています。なお、上記退職

給与費増加の影響を除くと、前年度とほぼ横ばいと

なっています。　

⑥　他会計繰入金

　公営都市高速鉄道の建設・改良にあたっては、国

表７　旅客運輸収益に対する職員給与費の割合

表６　費用構成の推移
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庫補助制度と相まって、地方公共団体の一般会計か

ら一定の出資、補助等の繰入れが行われています。

その状況は表８のとおりです。

　他会計繰入金の総額は1,321億円（繰入金比率

16.4％）で、前年度（1,395億円）に比べ74億円、5.3％

減少しています。このうち、収益的収入への繰入金

は、地下鉄事業特例債の元利償還金などが該当し、

平成23年度は411億円（繰入金比率7.5％）で、前年

度（475億円）に比べ64億円、13.4％減少しており、

資本的収入への繰入金は、建設費に対する出資及び

補助などが該当し、平成23年度は910億円（繰入金

比率35.4％）で、前年度（920億円）に比べ11億円、

1.2％減少しています。

⑵　運輸実績

　団体別の運輸実績は表９のとおりです。

　９事業全体の輸送人員は28億94百万人で、前年度

表８　他会計繰入金の推移

表９　運輸実績（団体別）
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（29億３百万人）に比べて８百万人、0.3％の減少と

なっています。しかし、４事業（横浜市、名古屋市、

京都市、福岡市）は前年度に比べて増加しておりま

す。

　９団体全体の旅客運輸収益は4,712億円で、前年

度（4,742億円）に比べ29億円、0.6％減少しています。

２　 交通事業における平成23年度決算
に基づく資金不足比率等について

⑴　資金不足比率について

　公営企業を経営する地方公共団体（組合及び地方

開発事業団を含む。）は、毎年度、公営企業会計ご

とに資金不足比率（資金の不足額の事業規模に対す

る比率）を監査委員の審査に付した上で議会に報告

し、公表しなければならないこととされています。

資金不足比率が経営健全化基準である20％以上と

なった場合には、経営健全化計画を定める必要があ

ります。

　平成23年度決算において、全国の公営企業（6,956

会計）のうち、資金不足比率が経営健全化基準以上

である会計は36会計でした。

　内訳を事業種ごとに見ると、病院事業（624会計

のうち７会計、1.1％）、観光施設事業（301会計の

うち７会計、2.3％）、と並んで、交通事業（93会計

のうち７会計、7.5％）も基準以上の会計数が多い

ですが、全会計のうち基準以上となっている割合が

高く、経営が厳しい事業であると言えます（表10）。

⑵ 　交通事業における資金不足比率が20%以上の

団体の概要

　交通事業では、７会計で資金不足比率が経営健全

化基準である20％以上となっており（表11）、基準

以上の会計を事業内容ごとに見ると、都市高速鉄道

事業では、京都市が資金不足比率57.8％と唯一基準

以上となっているほか、自動車運送事業（バス事業）

で６会計（併せて軌道事業を行っている会計を含

む。）となっています。なお、平成23年度決算では

広島県呉市の自動車運送事業が新たに資金不足比率

表10　資金不足比率が経営健全化基準以上である公営企業会計数
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が基準以上となっていますが、当該事業は平成24年

度当初に民間譲渡されており、その過程で経理上一

時的に資金不足が生じたものです。

　都市高速鉄道事業において資金不足が生じている

原因としては、一般的に建設費が高額であり、投資

の回収には長期間を要することから、需要の落ち込

み等により想定していた料金収入を下回ることなど

が考えられます。

　なお、上記事業者においては前述の経営健全化計

画を既に策定しており、これに基づき着実に経営の

健全化が図られているところです。

おわりに

　以上、平成23年度の公営都市高速鉄道事業に係る

決算及びこれに基づく資金不足比率等についての概

要を説明してきましたが、平成23年度の公営都市高

速鉄道事業の決算は、輸送人員の減少に伴う旅客運

輸収益の減少はあったものの、減価償却費及び支払

利息の減少等により、全事業合計での純損益及び経

常損益は、前年度に続いて黒字となりました。

　しかしながら、依然として多額の累積欠損金及び

不良債務を有する等、経営状況は引き続き極めて厳

しい状況下にあります。

　さらなる人口減少の進展や今後の金利動向が不透

明であること等を考えると、引き続き公営交通事業

を取り巻く環境は厳しいものと思われます。そうし

た厳しい状況の中で、公営交通事業者が地域の公共

交通機関としての役割を持続的に担っていくために

は、近年の社会経済情勢の著しい変化や厳しい経営

環境に適切に対応し、経営基盤を強化するとともに、

より厳しい見通しに基づいた事業計画の見直しを検

討していくことが必要と考えます。

　計画の策定、実施にあたっては、例えば、収入の

増加策としては、ICカードを活用した利用者サー

ビスの向上、適正な利用者負担の観点からの運賃の

見直し、遊休資産の有効活用による附帯事業等が考

えられます。また、経費の削減策としては、定員、

給与水準の継続的な見直しによる人件費の削減、安

全性を確保しながらの民間委託の拡大など民間的経

営手法の導入等が考えられます。このような経営改

善に向けた施策について検討し、継続的な経営努力

を図っていくことが引き続き求められます。

　なお、都市高速鉄道事業においては、事業規模が

大きく、経営状況が一般会計を含めた地方公共団体

全体に重要な影響を及ぼしうることを踏まえ、特に

新線・延伸建設については、必要性・需要の動向、

採算性を十分に検討するとともに、既設路線の運営

についても、利用者の需要に見合ったダイヤ編成、

沿線イベントとの連携による企画乗車券の発売、駅

ナカビジネスや広告収入等の営業外収入の確保等、

あらゆる経営改革に努めていただくことが必要と考

えられます。

　各事業者におかれては、安全性の確保に留意しつ

つ、各種の経営指標を参考として、民営を含めた他

の交通事業との相互比較等徹底した経営分析を行う

ことにより、経営上の問題点を把握し、経営の抜本

的な改善を図ることが求められています。上記のよ

うな不断の努力により、都市高速鉄道を含めた公営

交通事業者が地域や利用者から愛される地域交通機

関としての役割を担っていくことを期待していま

す。

表11　資金不足比率が経営健全化基準以上である団体名・公営企業会計名（交通事業）
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はじめ

　近年、ITを活用した新たなサービスとして、公

共交通機関で使用される乗車券への ICカードの導

入が進められており、首都圏をはじめ、近畿圏、中

部圏などの大都市を中心に多くの利用者によって使

用されています。

　ICとは、Integrated Circuitの略で集積回路を

意味しています。この IC（集積回路）をカードに

埋め込んだものが ICカードであり、従来の磁気式

カードと比べて、より多くの情報を記憶できるほか、

高度なセキュリティ機能を有するなど多くの優れた

特長を持ち、現在、鉄道やバスなどの公共交通機関

の乗車券をはじめ様々なカードに用いられていま

す。

JR東日本の ICカード乗車券「Suica」
～（平成14年度 国土交通白書資料より）～

　非接触式 ICカードを利用した自動改札のシステ

ムは、ICカード乗車券を読取り機器にタッチする

（軽く触れる）だけで情報をやり取りすることがで

きるため、改札口を通過するたびにパスケースなど

から ICカード乗車券を取り出す必要がありません。

また、ICカード乗車券には現金をチャージするこ

とができることから、乗車券の購入・精算などにお

いて直接現金を扱うような手間を省くことができま

す。しかも、鉄道会社間において ICカード乗車券

の相互利用サービスの提供がされていれば、１枚の

カードで他社路線間の乗継ぎ・乗換えをスムーズに

行うことも可能です。

　これらの点から、ICカード乗車券は磁気乗車券

と比べ、乗車券の購入・精算、列車の乗継ぎ・乗換

えなどに発生する面倒で手間な部分を軽減すること

ができるため、鉄道の利便性の向上が図れるととも

に、利用者にとっては移動時間の大幅な短縮が見込

めます。

　今後、ICカード乗車券が今後普及していくこと

で、磁気乗車券の利用頻度の減少や、改札口での処

理時間の短縮などにより、自動券売機や自動改札機

は今まで以上に多く設置する必要は無く、また磁気

乗車券のように乗車券そのものを発行・回収するこ

とも減少するため、ICカード導入後の消耗品や機器

メンテナンスコストは低く抑えられると思います。

　そのほか、ICカード乗車券に現金をチャージす

ることによって、利用者は到着駅までの運賃を知ら

なくても鉄道を利用して目的駅に着くことができる

ようになるため、近年増加傾向にある訪日外国人旅

行者の方が鉄道などの公共交通機関を利用する場合

には大変利便性の高いツールになると考えられま

す。そして、これは運賃案内などを行う駅員の方々

にとっても、窓口業務などの効率化に繋がるのでは

ないかと思われます。

　ICカード乗車券には、乗車券としての機能とは

別に、電子マネーとしてのショッピングサービス機

能が付加されているものが多くあります。特に駅内

にある自動販売機・コインロッカー・コンビニなど

では利用可能な箇所が多く、財布から小銭を出す手

間が無いこともあり利便性に優れています。最近で

解説Ⅱ

公共交通機関における
ICカード乗車券の導入について

　国土交通省鉄道局安全・業務政策室
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は、クレジットカードと一体化した ICカード乗車

券も導入されており、オートチャージ機能が付加さ

れていれば自らチャージを行う必要も無く、かつ通

常のクレジットカードとしてのショッピングサービ

スにも利用できるなど、より便利なものとなってい

ます。

　以上のような特徴を持つ ICカード乗車券は、訪

日外国人旅行者、高齢者、身体障害者の方々などを

含むすべての鉄道利用者の利便性を向上させること

ができる大変便利なツールであるとともに、鉄道会

社の負担軽減や、改札や券売機付近における鉄道利

用者の混雑緩和などにも資することとなり、今後、

鉄道の利用促進を図るためには大変重要なツールで

あると考えられます。

　このような ICカード乗車券は、平成13年11月に

JR東日本が東京近郊区間で導入した「Suica」を

契機に広まり（平成15年10月より仙台圏でも導入）、

その利便性が広く評価されて、平成15年11月には

JR西日本が京阪神エリアにおいて「ICOCA」を導

入しています。

　平成18年１月にはJR西日本の「ICOCA」と、ス

ルッとKANSAI協議会の「PiTaPa」が相互利用サー

ビスを開始し、同時期にJR東日本では携帯電話機

に「Suica」の機能などを付加した「モバイル

Suica」サービスを開始しています。

　平成19年３月には「PASMO」が導入となり、

JR東日本「Suica」との相互利用サービスも開始

しています。

　平成20年３月には、JR東日本「Suica」、JR西日

本「ICOCA」、JR東海「TOICA」のJR３社にお

いて相互利用が可能となりJR間での利便性が向上

しました。

　その後、平成21年に、札幌市交通局が「SAPICA」、

土佐電気軌道が「ですか」、JR九州が「SUGOCA」、

福岡市交通局が「はやかけん」を導入、平成22年に

富山地方鉄道が「ecomyca」を導入、平成23年に

名古屋市交通局及び名古屋鉄道などが「manaca」

を導入しています。昨年の平成24年には「manaca」

とJR東海の「TOICA」が相互利用サービスを開始

するなど、これまで数多くの鉄道事業者が ICカー

ド乗車券の導入及び相互利用サービスを進めていま

す。

交通系 ICカードの導入状況（平成15年１月現在）～（平成14年度 国土交通白書）より～
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　そして、本年の３月23日から、JR５社と首都圏、

名古屋圏、近畿圏及び九州圏の主な私鉄がそれぞれ

発行する合計10種類の ICカード乗車券の相互利用

が開始されます。

　この詳しい内容については、交通系 ICカードの

全国相互利用サービス実施事業者が、平成24年12月

18日にプレスを行っています。（下記に一部を抜粋）

交通系 ICカードの全国相互利用サービス実施事業者が行ったプレス資料より

鉄道系 ICカード乗車券の導入状況（平成24年３月末現在）～（国土交通省HP）より～
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（つづき）交通系 ICカードの全国相互利用サービス実施事業者が行ったプレス資料より

　上記のように合計10種類の ICカード乗車券の相

互利用サービスが開始されれば、鉄道会社が異なっ

ていても、利用者にとっては同じ鉄道会社の路線の

ように、全く気にせず利用できるメリットがありま

す。

　先にも述べたとおり、平成13年にJR東日本の

Suicaが導入されて以降、全国で様々な ICカード

乗車券が導入され、近年では、大都市圏だけでなく

地方中枢都市圏においても導入されるなど全国規模

で導入が進められています。

　利用者利便の向上を図るためには、ICカードの

導入だけではなく、ICカード乗車券の共通化・相

互利用を促進していくことも大変重要なことです。

　現在、交通系 ICカード乗車券には、電子マネー

機能やクレジットカード機能が付加されたものが多

くあり、交通乗車券としてだけではなく、ショッピ

ングサービスなどのビジネスにも多数利用されてい

ることから、今後も交通系 ICカードが普及・促進

していくものと考えられます。そして同時に鉄道利

用者の利便性も向上しつつ、より一層、鉄道の利用

促進が図られることを期待したいと思います。

交通系 ICカードの全国相互利用サービスの開始
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　地下鉄博物館は、多くのお客様、特に小・中学生

など若い方々に、地下鉄をより一層理解していただ

くことを願い作られました。当館は地下鉄の歴史か

ら新しい技術までを７つのコーナーに分けて「みて、

ふれて、動かして」学習できる参加型ミュージアム

です。1986（昭和61）年７月12日に東京メトロ東西

線葛西駅高架下に開館し、年間約15万人のお客様に

ご来館いただいております。また、開館以来毎年３

回の特別展を実施してきました。

　この度、世界初の地下鉄がイギリスのロンドンに

開通してから150年になること、日本の地下鉄が開

通してから85年になることを記念し、平成24年11月

20日（火）から平成25年１月14日（月）まで「地下

鉄誕生展　ロンドンの地下鉄開通から150年」展を

開催いたしましたので、その概要を紹介いたします。

地下鉄誕生展
ロンドンの地下鉄開通から150年

はじめに

　世界で最初の地下鉄は、今から150年前の1863年

１月10日（日本は江戸時代の末期）、イギリスのロ

ンドンでメトロポリタン鉄道という民間会社によっ

て開業しました。約２年間を費やして建設された地

下鉄は、開通当時は蒸気機関車により運転されてい

ました。それから150年が経過し、地下鉄は、世界

の多くの国々で、都市交通を支える重要な役割を果

たしています。

　今回の特別展では、都市の近代化や発展に大きく

寄与した地下鉄開通の歴史を紐解き、ロンドンのメ

トロポリタン鉄道の開通に尽力したチャールズ・ピ

アソンの功績、メトロポリタン鉄道の開通から64年

後の昭和２（1927）年12月30日に数々の苦難を乗り

越えて日本初の地下鉄を東京に開通させた早川徳次

の功績など、現在までの地下鉄150年の歴史、特に

人物にスポットをあて、地下鉄誕生に向けた苦難や

功績等をパネルや模型等により紹介いたしました。

写真－１　特別展全景

１ ．都市の発展に伴う交通機関の発達
と地下利用

⑴　都市における交通機関の段階的発達

　都市の交通機関は、産業革命以降、工場での大量

生産が始まり、都市に人口が集中するようになると、

人々の移動が多くなり、まず乗合馬車が、更に都市

が拡大すると都心部では路面電車が出現しました。

住民は次第に都市の郊外に住むようになり、郊外へ

行く鉄道が必要とされ建設されていきます。やがて、

道路を走る路面電車や乗合バスでは、人々を輸送し

きれなくなり、道路の地下を利用した高速大量輸送

が可能な地下鉄が建設され、地下鉄と郊外の鉄道と

の相互直通運転が開始される等交通網が発達してい

きました。

レポートⅠ

地下鉄誕生展
ロンドン地下鉄開通から150年

公益財団法人メトロ文化財団　地下鉄博物館
　　　展示課長　学芸員　米島　賢二
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⑵ 　都市における交通機関としての地下利用の開始

（テームズトンネルの建設）

　都市における交通機関の地下利用は、ロンドンの

テームズトンネルに始まります。19世紀初め、ロン

ドン市内は人や荷物の往来により、テームズ川を渡

る橋の交通は麻痺状態でした。この問題を解決する

ため、1809年、ロンドン市の委員会がテームズ川の

下にトンネルを通す案を募集しました。これにアメ

リカやイギリスで活躍した著名な技士マルク・イザ

ンバール・ブルネルは「シールド」という機械を考

案し、テームズ川のトンネル工事に応募し採用され

ました。貴族のウェリントン侯爵がこのアイディア

を援助し、政府に働きかけ、1824年２月18日テーム

ズトンネル・カンパニーが設立されました。

　その後、ブルネルはテームズ川底の地質調査を実

施し、1825年２月にテームズ川南岸のラザーハイス

で工事に着手しました。このトンネルは全長366ｍ

です。川の両岸にシャフトと呼ばれる立坑を掘り、

２つのシャフトの間を長方形のシールドで掘進し結

ぶ計画でした。

　工事は最初から困難の連続で、最初の２か月で掘

進できたのはたった4.2ｍでした。工事中、天井か

ら水が吹き出したり、爆発性のガスが発生し、作業

はなかなか進みませんでした。そして、トンネルが

反対側のシャフトに到達したのは工事着手後17年の

1842年12月でした。更に工事全体の完成は１年後の

1843年３月25日でした。テームズトンネルは1865年

に東ロンドン鉄道会社が買い取るまで、23年間歩行

者用横断道路として利用されました。このようにし

て、都市交通を緩和するための地下利用が開始され

ました。

２．世界初の地下鉄の建設

　ブルネルがテームズトンネルに着手した頃、イギ写真－２　マルク・イザンバール・ブルネル　1806-1859

図－１　ブルネルの考案したシールド

図－２　技士ブルネルにより完成したテームズトンネル
　　  London Transport Museum Collection
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リスではちょうど鉄道ブームが最高潮に達していま

した。ロンドン市内にはまだ乗合馬車以外の公共交

通機関がなく、大変混雑していました。ここではロ

ンドンの市議会議員チャールズ・ピアソンが市内の

交通混雑解消のため、世界で初めての地下鉄を開業

させるまでの努力を紹介します。

⑴　チャールズ・ピアソンが推進した地下鉄

　1840年代、ロンドンの周辺にはいくつかの鉄道が

でき、路線はロンドンの周辺部に迫っていました。

しかし、ロンドン市内は、空間的、また、資金的に

も市内に新しい路線を敷設する余地がなく、ロンド

ン中心部の混雑はひどくなる一方でした。この問題

を解決するため、鉄道の必要性を強く訴えていたの

が市議会議員チャールズ・ピアソンです。

　ピアソンは、町の人々、特に貧しい階層の市民が

安くて早い移動手段を必要としているため、1845年

から自らパンフレットを作り、地下鉄の必要性を国

会議員や有力市民に訴えました。地上にはもう鉄道

を作る余地が無いため、ブルネルによる地下利用の

考え方を取り入れ、道路下に鉄道を通し、市の周辺

部に出来上がっていた鉄道駅間を結ぶ計画を議案に

まとめロンドン市議会に提出しました。

写真－３　チャールズ・ピアソン　1793-1862
　　　　　London Transport Museum Collection

⑵　地下鉄構想に対する市民の反応

　当時、西洋人にとって「地下の利用」は、黄泉の

国に通じる鬼門というように良くないイメージが強

く残っていました。ブルネルがテームズトンネルに

着手した時にも、心配する声がたくさん上がりまし

た。このため、ピアソンは自らパンフレットを作り

配布し、地下鉄建設を訴えました。しかし、それに

対して強く反対する運動も起こりました。教会では、

集まった人々に「神を冒涜する行為だ」と唱える牧

師、また、資金的にも成功するはずがないと記事を

載せる新聞、そして地下鉄建設を協議していた委員

会でも技術的な問題を心配していました。しかし、

ピアソンは市内の混雑や労働環境を改善するために

は地下鉄しかないと地道な活動を続けました。

⑶ 　世界で初めての地下鉄会社「メトロポリタン鉄

道」

　ピアソンの努力が実り、1850年頃には、地下鉄建

設が人々に認知されてきました。そして、ピアソン

は自身で計画したキングス・クロス～ファーリント

ン間の地下鉄路線計画と、ライバル会社のノース・

メトロポリタン鉄道が作成したキングスクロス～

エッジウェア・ロードの路線計画とを併合した新し

い路線計画を議会に提出し、1854年８月、この計画

が議会で採択されました。

　併合した路線の会社名は「メトロポリタン鉄道」

と命名され、世界で初めての地下鉄会社が誕生しま

した。この鉄道の主任技士には、当時すでに著名な

技術者であったジョン・ファウラーが就任し、地下

鉄計画はついに現実のものとして動き始めました。

地下鉄計画の推進の中心だったピアソンは、メトロ

図－３　世界で初めての地下鉄・メトロポリタン鉄道路線図
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ポリタン鉄道の経営には加わりませんでしたが、そ

の後も議会とメトロポリタン鉄道の間に立ち尽力し

ました。それは、ピアソンがロンドン市の都市環境

の改善に強い使命感を抱いていたことの表れであり

ました。

⑷　地下鉄建設の資金、行政面での困難　

　メトロポリタン鉄道は、資金集めの活動を開始し

ましたが、イギリスが1853年に始まったクリミヤ戦

争に参戦したことにより深刻な不況に陥り、地下鉄

の建設は経済的に苦しくなってきました。メトロポ

リタン鉄道は、郵便局や他の輸送事業者に地下鉄の

利点を訴え、資金協力を求めましたが、不況の煽り

は厳しく、なかなか出資者は現れませんでした。

　メトロポリタン鉄道が発足してから４年経っても

資金は十分に集まらず、ピアソンは1858年12月の市

議会で、市に20万ポンドの債権を発行してもらうた

めにメトロポリタン鉄道が営業を開始した際には、

土地の使用料を市に払うこと、グレート・ノーザン

鉄道と接続し、市が計画していた新しい市場までの

輸送を行うことを条件に、市と交渉しました。市は

ピアソンの提案を受け入れ、メトロポリタン鉄道は

工事費を集めることができました。

　メトロポリタン鉄道の計画路線は、最終的にビ

ショップロード（現在のパディントン）からキング

スクロスを通り、ファーリントンストリート（現在

のファーリントン）へ至るものに修正され準備は

着々と進みました。

⑸　困難を極めた地下鉄建設

　ピアソンが最初にパンフレットを作ってから実に

14年後の1859年末、ついにロンドン市の中心地

ファーリンドンからパディントンまで、３つの鉄道

駅を結ぶ全長6.4kmの地下鉄建設工事が始まりまし

た。工事の技士達は、ロンドン市内の建物に工事に

よる被害を出さないよう苦心しましたが、教会など

大きな建造物の壁などに亀裂が入り、その修復にも

予想外の莫大な費用がかかったと言われています。

　また、工事が始まって１年半の間は大きな事故も

なく順調に進んでいましたが、1862年の初夏に、18

世紀半ばに地下に作られたフリート川のファーリン

ドン駅側の擁壁が崩壊し、工事現場内に下水が流れ

込む事故が起こりました。その復旧のため、工事が

遅れ、完成は着工から約３年後の1863年１月９日の

ことでした。

⑹　最初の区間が完成

　1863年１月10日、ついに世界で初めての地下鉄が、

ファーリンドン～パディントン駅間、全長6.4kmに

開通しました。初日には３万人の乗客が押し寄せ、

その後も連日２万６千人以上が詰めかけたそうで

す。列車は終日、朝８時から夜８時まで15分間隔で

運転されました。開業当初の列車は蒸気機関車によ

り運転され、客車はグレードによって３等級に分か

れていました。

　また、地下鉄建設を推進したピアソンは、当初か

ら貧しい労働者に地下鉄を利用してもらいたいと考

えていたので、メトロポリタン鉄道は、早朝と深夜

に労働者のための割引料金で乗車できる列車を運転

しました。これが経営陣の予想に反し多くの利益を

生むことが分かり、次第に他の鉄道会社でも同じ

サービスが始まりました。しかし、残念なことに、

ピアソンはその光景を見ることなく、地下鉄開業前

の1862年に亡くなりました。その後、市の委員会は、

写真－４　世界最初の地下鉄に使用された蒸気機関車
　　　　　London Transport Museum Collection

写真－５　世界最初の地下鉄の様子
　　　　　London Transport Museum Collection
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ロンドンの周辺に集まる主要鉄道路線の始発駅を結

ぶため、メトロポリタン線の両端を延長する形で環

状線を建設することになりました。

　このような苦難の末、世界で初めて開通した地下

鉄は、次第にヨーロッパやアメリカ合衆国等の都市

へ広がりました。地下鉄は1914（大正３）年、早川

が視察に出かけるまでにヨーロッパで10都市、アメ

リカ合衆国で５都市、その他２都市で開業しました。

３．日本初の地下鉄建設

　ロンドンの地下鉄が開通した５年後の1868年、日

本は明治時代に入り本格的な近代化の道を歩み始め

ました。1872（明治５）年は、日本で初めての鉄道

が新橋～横浜間に開通し、日本の鉄道時代の幕開け

の年となりました。東京の人口は次第に増加し、

1882（明治15）年には東京市内の新しい交通手段と

して鉄道馬車（新橋～日本橋間）が営業を開始、

1903（明治36）年には新橋～品川間で路面電車が走

り始めました。東京もロンドンと同様に市内の交通

混雑が激しくなってきました。この問題を解決する

ために努力したのが、後に日本の「地下鉄の父」と

呼ばれる早川徳次です。ここでは、早川が地下鉄を

開業させるまでの努力を紹介します。

⑴　世界の交通事情の視察　　

　1914（大正３）年８月、南満州鉄道の総裁後藤新

平の秘書や佐野鉄道・高野山鉄道の再建に携わった

早川は、鉄道経営を退いた後、欧米の港湾や鉄道に

ついて詳しく調査するため国の嘱託として視察に出

発しました。早川が最初に訪れたのはロンドンでし

た。そこで交通の状況、鉄道行政、港湾施設などの

現状調査を実施し、その素晴らしい発展に驚かされ

ました。当時ロンドンには440km以上の路面電車、

たくさんの乗合自動車が運転されていましたが、特

に驚いたのは、テームズ川底を潜って全市に地下鉄

道が敷設されていることでした。早川の興味は当初

の課題であった港湾や鉄道の研究から大都市の交通

機関の研究に転じてしまいました。

　早川はロンドン、グラスゴーの地下鉄を１年間研

究後、フランスに渡りパリの地下鉄、更にアメリカ

でニューヨークの地下鉄を研究し、1916（大正５）

年秋、２年間の欧米視察を終え帰国しました。

⑵　東京に地下鉄を

　帰国した早川は、東京もロンドンのように路面交

通が麻痺し、早晩地下鉄が必要であることを周りに

訴えました。しかし、技術者や学者達など専門家は、

東京が昔海であったため地盤が弱く、地下水位が高

いため、建設は上手くいかないだろうという意見で

した。

　早川は皆を説得するためには詳細な根拠が必要だ

と考え、銀座など交通量の多い何か所かの交差点に

立ち、ポケットに白い豆と黒い豆を入れ、交通量を

調べました。その結果、浅草～上野～銀座～新橋が

最も交通量が多い区間だとわかりました。

　次に早川は市の橋梁課で地質資料を集め、ある程

度の深さ以下は粘土と砂のしっかりした地盤である

ことを確認しました。地下水量は、道路に水を撒く

ためいたるところに設置された撒水井戸を利用して

調査し、皆が思っているよりも少ないことを突き止

めました。

⑶　早川の協力者と免許申請　

　研究調査を元に地下鉄建設の目論見書を作成した

早川は、次に協力者集めに奔走し、実業界で名声を

誇っていた澁澤榮一や根津嘉一郎らに協力を依頼し

ましたが、なかなか事業の中心となる役員を引き受

けてくれる人物には出会えませんでした。大正時代

に入ると東京では都市計画に注目する動きや、交通

写真－６　早川徳次　1881-1942
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地獄を叫ぶ声も多くなり、1917（大正６）年５月、

帝国鉄道協会と土木学会は東京市内外交通調査委員

会を設立し、交通機関の調査を開始することになり、

これに鉄道院も補助金を出し協力しました。

　早川は、このような動向から早晩地下鉄が注目さ

れるに違いないと考え、協力者の中から７人の発起

人を集め、1917（大正６）年７月18日に品川～浅草

間および上野～南千住間の免許出願を行いました。

その後、根気よく市会議員の説得や、鉄道関係者へ

の講演、ロンドンでピアソンが行ったように、パン

フレットによる宣伝活動を積極的に行いました。そ

して地下鉄建設は一般にも必要性が認められ始めま

した。1917（大正６）年12月25日、長い努力はつい

に実り、市参事会の満場一致で路線の免許申請が可

決され、1919（大正８）年11月17日免許状が国から

交付されました。

⑷　東京地下鐵道株式会社設立

　1920（大正９）年３月、東京軽便地下鐵道はライ

バル会社東京鐵道と人材力・資本力を強化するため

合併し、新たに「東京地下鐵道株式会社」を設立す

る発起人会を開催しました。新会社の発起人は197

名の大所帯となり、資金を集めるために株式の公募

を始めました。

　しかし、その矢先、第一次世界大戦による経済恐

慌が発生したため、資金はまったく集まらず、早川

は、資金調達や発起人集めに奔走し、８月末の会社

設立の期限になんとか間に合わせることができまし

た。

⑸　地下鉄建設の開始

　東京地下鐵道設立後、工事のため本格的な地質調

査を開始しました。前例のない工事に万全を期すた

め1922（大正11）年３月、技術者を欧米へ視察に送

り出しました。また、設計図は２年がかりで作成し

ました。

　しかし、東京は1923年（大正12）年９月に関東大

震災に見舞われ、市内の３分の２が焦土と化しまし

た。東京地下鐵道は、震災の影響と工事資金の問題

から、当初の新橋～浅草間を上野～浅草間に限定し

て行い、順次延長していく方針に変更しました。ま

た、ベルリン地下鉄に携わったドイツ人技士のブリ

スケ氏を招く等、準備を着々と進め、大震災から２

年後の1925（大正14）年９月27日、ついに、上野～

浅草間の起工式を実施しました。

　早川は自ら鉄杭を打ち込みました。彼が1914（大

正３）年ロンドンに渡り、日本にも地下鉄を建設す

ると決心してから11年、早川が数多くの協力者と共

に歩んだ、地下鉄建設の夢が実を結びました。

⑹　東京に日本初の地下鉄が完成

　こうして、日本初の地下鉄は早川の長年の努力に

より、工事開始から２年後の1927（昭和２）年12月

30日開業しました。初日には珍しさのためか、乗車

するために１時間もの行列ができ、午前中だけで

４万人を超える人が殺到しました。

　改札口にはターンスタイルと呼ばれる自動改札機

が設置され、車両は全鋼製でレモンイエローの明る

い塗装、打子式自動列車停止装置を備え、車内は間

接照明が使われ、乗務員は水色の制服にするなど、

これまでの交通機関とは全く違う新しい試みが大変

珍しがられ、連日多くの乗客が詰めかけました。

　こうして日本で最初の地下鉄は３分間隔で運転

し、上野～浅草間2.2ｷﾛを５分で走り始めました。

東京の地下鉄は順次延長されるとともに、大阪市も

昭和８年に地下鉄が開業しました。太平洋戦争後は

昭和32年の名古屋市をはじめ７都市で地下鉄の営業

図－５　雷門駅隧道設計図・部分

図－４　東京地下鐵道第一期線路地質調査位置図・部分
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が開始されました。

おわりに

　世界で最初の地下鉄がチャールズ・ピアソンらの

努力により、イギリスのロンドンで開業してから

150年が経過し、地下鉄は2009年現在、世界50か国

以上、150都市以上で、営業キロ約12000km、一日

約１億人の人々を輸送するまでに発展しました。ま

た、地下鉄は現在、大量交通機関としての役割の他、

二酸化炭素の排出量が乗用車の約１ /９、乗合バス

に比べ１ /３と少なく、環境に優しい交通機関とし

ても注目されています。

　日本では地下鉄路線網がほぼ完成し、新線建設は

下火となりましたが、海外では新しい路線が今でも

建設されています。地下鉄は今後も、環境に優しく、

安全で、人々に優しい公共交通機関として発展する

ものと思われます。今回の特別展ではロンドン交通

博物館、東京地下鉄株式会社等のご協力をいただき

ました。

　以上「地下鉄誕生展」の概要をご紹介いたしまし

た。地下鉄博物館は今年も多くのお客様にご来館し

ていただけるよう、特別展や楽しいイベントを実施

いたします。皆様のご来館をお待ちしています。

　

（参考文献）

東京地下鐵道史　東京地下鐵道株式會社編集・発行

 昭和９年６月20日　實業之日本社　発売

鐵道交通全書Ⅹ　地下鐵道　早川徳次著　

 昭和13年１月15日　春秋社発行

世界の地下鉄　日本地下協会編集・発行

　 2010年３月発行、制作　株式会社ぎょうせい

世界地下鉄物語　ベンソン・ボブリック著　

　　　　　　　　日高敏・田村咲智訳　

 1994年６月10日　㈱晶文社　発行

図－６　地下鉄博物館案内図

写真－７　日本で最初の地下鉄車両　東京地下鐵道1001号車
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　先日報道されたのでご記憶の方も多いと思うが、

ロンドンで世界初となる地下鉄が走ってから今年で

150年になる。この間の都市交通機関の発達は目覚

ましいものがあり、地下鉄は世界中の大都市へ広

まった。本稿では、都営交通の車両の変遷を例にし

て都市の発達とともに歩んできた都市交通の紹介を

したい。

１．はじまり

　わが国最初の電車は、明治23（1890）年、上野公

園で開催された第３回内国勧業博覧会において、東

京電燈株式会社（東京電力の前身の一つ）が米国か

ら輸入して走らせたスプレーグ式電車といわれてい

る。それは米国リッチモンド市において、世界初と

なる実用的な電気鉄道が営業を始めてからわずか２

年後のことであった。

　この電車が上野で走ったのは３か月足らずであっ

たが、その間に約30万人が体験乗車したと伝えられ

ている。その後、東京市街鉄道などを経て東京市電

気局が譲り受け、２両あった内の１両を青山車庫（現

国連大学のあたり）に保管していたが、惜しくも戦

災で焼失した。

　当時、鉄道は主に都市間の交通機関として使われ

ており、市内交通機関としては馬車鉄道のほか乗合

馬車や人力車があったが、この電車の成功もあって

各地で市内電車敷設の動きが盛んになり、明治28

（1895）年には京都で最初の営業路線が開業した。

東京では多くの企業が電気鉄道敷設の特許を得るた

めに争っていたが、明治36（1903）年８月、東京馬

車鉄道が路線を電化し、東京電車鉄道と名を替えて

営業を開始した。

馬車鉄道に続行する東京電車鉄道の試運転電車

　次いで同年９月には東京市街鉄道が、翌年12月に

は東京電気鉄道が営業を開始した。

２．創業時の電車

　東京都交通局の前身、東京市電気局の創業は明治

44（1911）年８月のことで、前出の３社が合併して

できた東京鉄道株式会社の事業をそっくり引き継ぐ

形でスタートした。すなわち線路、電車、変電所等

の設備だけでなく、従業員も引き継いだ。このとき

引き継がれた電車は合計1,054両であり、その９割

第３回内国勧業博覧会に
おいて走ったわが国最初
の電車

青山車庫に保管され
ていた頃（形式称号
はなく、記念車と呼
ばれていた。）

レポートⅡ

都電から地下鉄へ
～車両の変遷　今むかし～

東京都交通局総務部お客様サービス課
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近くが木造４輪単車で全長が８ｍ前後、定員は40名

と小型であった。当時の営業路線は99km、輸送人

員は一日平均51万人であった。東京市自体も人口約

200万人、面積も今の23区よりもかなり小さかった。

東京市電１形（現銀座４丁目交差点）

引継車両一覧

　電気局発足後に導入した車両は、増大する輸送量

に対処するため１形式の例外を除いて、より大型の

８輪ボギー車（定員66名）である。

　この時代の電車の特徴は、大部分が運転台の前に

ダッシュボードと呼ばれた腰高の衝立のみがある

オープンデッキ式で、運転は風雨を遮るもののない

中で行われていた。また、架線は＋－各１本の複線

式、ブレーキ装置も手動式（いわゆるハンドブレー

キ）だけであり、運転速度は今よりも低く抑えられ

ていた。

東京市電1001形電車（ボギー車）

３．市電の隆盛と関東大震災

　明治末期から大正中期にかけての東京は、商工業

が発展し人口の増加が続いていた。市内交通の大部

分を受け持っていた東京市電は、路線延長と車両増

備により輸送力の強化を図ったが、多額の資金を必

要とするため計画どおりには進められなかった。一

方、第一次世界大戦による好景気と利用者の激増は

輸送力の逼迫を招いたので、乗客増加への対策とし

て車体前後の昇降口に加えて中扉のある車両や、ボ

ギー車が入らない路線では連結電車（４輪単車×２）

を走らせた。

東京名物満員電車（彩色絵葉書）

東京市電１形（更新後）

　木造車体は傷みが激しく、10数年で新しい車体に

乗せ替える必要があった。その際には種々の改良を

加えており、上の写真でもオープンデッキ式の運転

台に、前窓を付けているのがわかる。

　大正12（1923）年９月１日に発生した関東大震災

により東京市電も大きな被害を受けた。中でも電車

は、職員が懸命に避退させたにもかかわらず779両

もが焼失した。東京市電は、震災の被害により全線

で運行できなくなったが、変電所など施設の復旧に

伴い発生６日目から部分的に運行を始めた。
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焼失した車両を撤去する陸軍工兵隊

　全線の復旧には９か月を要したが、この間、不足

する輸送力を補うため翌13年１月から市営バスの運

行を開始した。市電復旧後も存続し、現在の都営バ

スの礎になった。一方、被災により不足した電車を

補充するため、４輪単車の置換用として導入を始め

ていた3000形電車を大量に生産することにし、１形

式としては最も多い609両を導入した。この電車は、

戦後、200両弱が鋼体化し、昭和40年代まで活躍し

ている。

　当時、市内交通の大部分は市電が担っていたが、

この頃からバス、タクシーが増え始め、昭和に入る

と地下鉄も営業を始めて（昭和２（1927）年、東京

地下鉄道が浅草～上野間を開業）市電と激しい競争

を行うようになった。

東京市電3000形（木造）大正12年頃

　この頃から車体両端の昇降口にもドァーを付ける

ようになり、それまでのハンドブレーキから空気ブ

レーキへ転換が進み、運転速度の向上が図られた。

また、構造が複雑な架空複線式から架空単線式への

更新も大正11年から行ったが、全線が架空単線式に

なったのは戦後である。昭和５（1930）年には鋼製

車の導入を始めたが、未だ多くの木造車が残ってお

り、戦後、新造車の導入と平行して木造車の鋼体化

が進むまでこの状態が続いた。

東京市電5000形（半鋼製車）
車体の大型化により定員は100名になった。

４．交通調整と第二次世界大戦

　昭和初期の東京では、鉄軌道、バス及びタクシー

会社が乱立し、利益を求めての競争や不況の影響に

より経営が悪化していた。また、利用者からみても

事業者間の差異が大きく、利用しづらいことが問題

になっていた。そうした事情だけでなく、折から進め

られていた戦時体制構築の一環として昭和13（1938）

年には陸上交通事業調整法が定められた。その結果

旧東京市内の路面交通機関は東京市電気局へ、地下

鉄は新たに設立する帝都高速度交通営団へ統合する

ことになり、昭和17（1942）年２月、路面電車35キロ

（一部受託を含む）及び乗合バス177キロが電気局の

路線に加わった。同年４月には配電統制により兼営

していた電気供給事業を関東配電（後の東京電力）

に出資、翌年７月、都制が施行され、電気供給事業

がなくなった東京市電気局は東京都交通局と改称し、

東京市電は都電と呼ばれるようになった。

被災を避け東陽公園付近に疎開した電車（相当傷んでいる）

　第二次世界大戦中は、職員も資材も不足する中で

輸送を続け、昭和18（1943）年度には一日平均乗車
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人員が都電で最大の193万人に達した。その後、空襲

により一時は営業できる路線が30kmにまで落ち、終

戦までの損害は車両焼失602両、軌道損傷56か所等広

範囲に及んだ。

５．戦後の復興、都電は全盛期へ

　第二次世界大戦により東京は大きな痛手を受けた

が、戦後、経済の復興が進むと人口が急速に増加した。

郊外の居住人口も増加が著しく、郊外電車の発達を

促したが、都電のエリアである都心部や区部東部でも

交通需要が著しく増え、輸送力の増強が急務となった。

都電6000形（戦後最初の新造車）

　6000形は昭和22（1947）年から導入を始め、28年

までに290両を量産した。それだけでなく木造の

3000形、 4000形等を鋼体化するときに車体をほぼ同

じスタイルにしたので、遠目には区別しにくかった。

最盛期には200kmを超える路線網にこのスタイル

の電車600両余が走り回り、都電を代表する形式と

なった。電車としては、当時の標準的な技術を用い

ており、特徴といえるほどのものはない。

都電5500形（5501号車）

　5500形は、戦前にアメリカで開発された高性能路

面電車PCCカーの技術を導入して製作し、昭和29

（1954）年に導入した。遅れていた日本の路面電車

に進歩をもたらした電車である。しかし、日本の実

情に合わないところが多く（運転装置が足踏み式

等）、後に改修されている。他に同型車が６両あり、

それもPCCカーと呼ばれたが、日本式に作られた

ので本来のPCCカーは5501号車だけである。

都電7000形

　在来車とはスタイルを一新して昭和29年に登場し

た7000形は、乗り心地もよく高い評価を得た。新造

車だけではなく改造により生まれた車両もあり総数

は93両。昭和30（1955）年からは直接制御式に替え

て間接制御式の車両を導入した。昭和53（1978）年

のワンマン化に合わせて車体を更新、その後冷房化

した車両は現在も都電荒川線で活躍している。

　なお、電車の製造、改造等は、明治時代から昭和

30（1955）年頃まで局電車両工場でも行っていた。

６．都電から地下鉄へ

　昭和30年代に入ると東京は近県を含めて一層の人

口増加を続け、輸送需要が大幅に増えた。ラッシュ

時の混雑は社会問題になり、鉄道各社は輸送力の増

強に取り組んだが、都心部には国鉄を除くと地下鉄

が２路線しかなかった。都電は212kmの路線網があ

り、昭和30（1955）年には一日175万人の乗車人員が

あったものの、増えつづける交通需要には対処でき

なかったので、今後建設する地下鉄線と郊外電車と

を相互乗入れし、効率的に輸送することが望ましい

とされた。このような事情で既存の営団地下鉄に加

えて都営地下鉄も建設を始めることとなり、当時、

最も混雑していた千葉方面からのバイパスとして都

営１号線（現浅草線）から着工することになった。
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5000形（都営浅草線）

　5000形は、昭和35（1960）年12月に開業した都営

地下鉄最初の路線である１号線（現浅草線）用の車

両である。地下鉄用だが相互直通運転のため、私鉄

並みの規格を取り入れて作られ（軌間1435mmで18

ｍ車、集電方式は地下鉄では初めて第３軌条式では

なく架空線式）、京成線、京急線（後に北総線、芝

山線も）との相互直通運転を行った。

　この頃から都電は、道路混雑の影響で輸送効率が

低下して利用者が減少、一方では物価や人件費の上

昇があり財政が急速に悪化し、撤去を余儀なくされ

た。このため、昭和42（1967）年から47（1972）年

まで実施した都電撤去により、現在の都電荒川線を

除いて廃止した。

　代わって都内交通の主役になったのが地下鉄で営

団地下鉄と都営地下鉄とが急速に建設を進めた。

　昭和43年12月に開業した都営６号線（現三田線）

用にはセミステンレスの6000形（軌間1067mmで20

ｍ車）を作った。東武東上線及び東急池上線との相

互直通運転を前提とした車両であるが、東武線との

直通運転は行われず、後に東急目黒線へ直通したの

は後継の6300形になってからである。

6000形（都営三田線）

　昭和53（1978）年12月には都営新宿線（建設中の名

称は都営10号線）を開業した。同線は京王線との相互

直通運転を行うため、10-000形（軌間1372mm、20m車）

を導入した。

　この車両はCS－ATC、チョッパ制御、回生ブレー

キ等、当時の最新機器を搭載していた。

10-000形（都営新宿線）

７．地下鉄ネットワークの形成

　平成３（1991）年12月、都営12号線を開業、その

後延伸して12（2000）年12月には環状部の完成によ

り全線が開業、名称を大江戸線とした。これにより

東京の地下鉄はネットワーク化が一層進んだ。大江

戸線はトンネル断面を小型化し、リニアメトロ車両

（耐食アルミ製、軌間1435mm、16ｍ車）を採用、建

設コストを抑えた。また、ATOを装備してワンマン

運転を行っている。

12-000形（都営大江戸線）

　大正14（1925）年以来、戦争を挟んで建設を続け

てきた東京の地下鉄は、現在、13路線、延長

304.1kmである。このうち都営地下鉄は４路線、

109.0km、東京メトロは９路線、195.1kmと世界の

都市の中でも有数の規模である。乗車人員は一日平

均都営地下鉄228万人、東京メトロ622万人で往年の

都電をはるかに凌ぐ規模になった。

　この間の車両や施設の進歩は驚くほどであるが、今

後も安全性をはじめ快適性、利便性を一層高め、お客

様に心から喜んでいただけるサービスを提供し、お客

様に信頼・支持される都営交通を目指していきます。
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１．はじめに

　平成24年12月30日、東京地下鉄 銀座線は、昭和

２年12月の浅草～上野間開業から85周年を迎えた。

わずか2.2kmで開業した東京の地下鉄は、85年後の

今日、東京地下鉄（以下「東京メトロ」）と東京都

交通局（以下「東京都」）を合わせて304.1kmの路

線を擁し、年間30億人を輸送する世界有数の地下鉄

網に成長した。本稿では、東京メトロの路線を中心

に長い歴史の中で日本の地下鉄建設技術がどのよう

に進化し、発展してきたかについて時代を追って振

り返ることとしたい。

２．戦前期（昭和20年以前）

　地下の営業区間として日本で最初に開業したの

は、宮城電気鉄道（現JR仙石線）で大正14年に開

業したが、その距離は宮電仙台駅から200ｍ余りで

あった。

　日本初の本格的な地下鉄は、東京地下鉄道浅草～

上野間 2.2kmであり、「東洋初の地下鉄」と銘打っ

て華々しく開業した。

　戦前期に開業した地下鉄は、東京地下鉄道浅草～

新橋間（昭和９年）、東京高速鉄道渋谷～新橋間（昭

和14年）、大阪市交通局（以下「大阪市」）御堂筋線

梅田～天王寺間（昭和13年）、同四つ橋線大国町～

花園町間（昭和17年）の合計23.1km（営業キロ）

であり、このほかにも神戸有馬電気鉄道（現 神戸

電鉄）湊川～長田間（昭和３年）、新京阪電鉄（現 

阪急京都線）西院～大宮間（昭和６年）、京成電鉄

上野線京成上野～日暮里間（昭和８年）、阪神電鉄

阪神本線岩屋～元町間（昭和11年）、同福島～梅田

間（昭和14年）といった民鉄路線の地下区間がある。

　これらの路線の施工は、都市トンネルの代表的工

法である開削工法が標準工法として採用された。

写真－１　戦前期の杭打ち風景（銀座線）
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　この黎明期においては、路線の計画思想が当時の

設計･施工技術に大きく影響されており、施工技術

の変遷も河川や既設構造物などの障害物をかわすた

め、試行錯誤しながら技術が成長していく過程の歴

史といえる。

　戦前期における開削工法では、杭打ちはスチーム

ハンマーによる打ち込み、土留めは親杭横矢板、切

梁や中間杭には角材を用い、路面覆工も木製である。

高価な鋼材を使用したのは土留め杭と鋼矢板、路面

覆工桁程度であった。

　この時代の特殊な施工方法の事例としては、民地

下における山岳工法や軟弱地盤区間の潜函工法など

があり、前者は東京地下鉄道の神田付近や京成電鉄

の京成上野駅付近で、後者は地下鉄では日本初の工

法として大阪市の難波付近で採用された。

写真－２ 　 山岳工法で施工した民地下のトンネル（銀座線
神田付近）

３．昭和20年代

３．１　施工技術概説

　戦後の地下鉄建設は、昭和26年開業の大阪市御堂

筋線天王寺～昭和町間の延伸から始まった。東京で

は昭和29年に帝都高速度交通営団（以下「営団」）が

丸ノ内線池袋～御茶ノ水間を開業したが、施工方法

は基本的に戦前の技術を踏襲した開削工法であった。

　この時代の特筆すべき出来事はレディーミクスト

コンクリート（以下「生コンクリート」）の本格的

採用である。

　丸ノ内線は、昭和26年の土木工事着手時点から、

コンクリートは生コンクリートを採用し、鋼材とと

もに安定供給の視点から営団の支給品とした。これ

は当時朝鮮動乱で物資の調達が困難であったことも

あるが、コンクリートについては品質の均質化とい

う観点からも採用に至ったものである。

３．２　丸ノ内線 生コンクリートの採用

　丸ノ内線建設史には「ずい道の建設には各種コン

クリートを大量に必要とするが、これらを工事現場

で調整することは難しく、生コンクリート製造工場

から直接購入すれば、工事の進捗状況に合わせて必

要量を購入でき、かつ工場内でセメント、砂利、砂

などの配合比率が正確に混合され、強度の均一性を

保つ事が出来るなど経済上、技術上の利点がある」

と生コンクリートを使用した理由が述べられてお

り、「なお、生コンクリートを多量に使用し始めた

のはわが国では営団丸ノ内線建設が最初である」と

して、以降地下鉄のような大量にコンクリートを使

用する現場では、生コンクリートの使用が標準とな

り、日本全国で安定供給と品質の向上が図られるこ

ととなった。

写真－３　丸ノ内線池袋付近の生コンクリート打設
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３．３ 　丸ノ内線 トンネルの一部が露出した御茶ノ

水駅

　昭和27年に工事着手した丸ノ内線御茶ノ水駅は、

神田川沿いの台地との境目に位置し、トンネル駅舎

部分の一部が神田川左岸に露出する変形断面の駅で

ある。

　対岸は国鉄中央線御茶ノ水駅ホームで、多くの人

の目につくことから、景観との調和にも配慮したデ

ザインの駅として設計された。

　当時の工事の様子を営団OBの渡邊健氏は土木学

会誌に「地下鉄工事は昭和14年以来長い空白期間が

続いたため、現場要員はほとんど未経験者ばかりで、

筆者のような初年兵でも、最初から中堅的な業務を

担当せざるを得なかった。その上鋼材を始めとして

資材が極度に不足しており、施工業者もまた戦争の

痛手から立ち直っていないため、手持ち機械もめぼ

しいものはほとんど皆無の状態であった。（略）

　施工法は、銀座線当時の伝統的な標準開削工法が

そのまま適用された。路面覆工は９cmの松板を並

べたもので、アコーディオン覆工の異名をとるほど、

バタつき補修を要するものであった。掘削は土留め

支保工の切梁に松丸太が使われ、坑内はツルハシと

スコップとリヤカーが主体で、ごく一部でベルトコ

ンベヤーが使われている程度であった。建設機械に

いたっては、ウインチと三股とブロックが主で、ク

レーン車はまさに貴重品扱いだった。ただ一つ、わ

が国の土木分野で最初に本格的採用に踏み切った生

コンクリートだけはビンゾールの名前とともに忘れ

がたい。（略）

　（御茶ノ水駅の）掘削は、偏土圧のため山側半断

面を第一次掘削として先行させ、そこの半断面のト

ンネルを施工して、土留め擁壁の役を兼用させ、次

いで川側の第二次掘削とトンネル半断面を施工し

た。」と記しており、技術も物資も不足する中での

苦労が偲ばれるとともに、当時手探りの中で変形断

面のトンネルを施工するための工夫が述べられてい

る。

写真－５　お茶の水橋下から見た完成当時の御茶ノ水駅

４．昭和30年代

４．１　施工技術概説

　昭和30年代になると、戦後復興期から高度経済成

長期へと時代は大きく変化して、地下鉄も複数路線

の時代に入り、建設も急加速していく。

　この時期は地上の交通量が大幅に増え、自動車の

大型化と相まって路面荷重が大きくなり、既存路線

や建造物、道路などとの交差も多くなって次第に深

さも増してきた。

　建設深さが大きくなるということは、それだけ強

固な土留めが必要となるとともに、地下水との戦い

写真－４　丸ノ内線の開削工事
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も、よりシビアなものとなるため、開削工法におけ

る土留め形式も大きな発展をみた時期であった。

　営団においては、昭和39年全線開通の日比谷線ま

では親杭横矢板が標準で、親杭は相変わらずの打込

みであったが、掘削深さが大きくなった東西線以降

では断面性能が比較的大きく、遮水性に優れた柱列

式地下連続壁が採用されるようになり、当初は単軸

式オーガーで鉄筋籠を建て込む方式であった。また、

切梁や中間杭も鋼材を使用するようになり、路面覆

工も鋼製の強固な覆工板を使用するようになった。

写真－６ 　 全面的に鋼製支保工を使用した開削工事（日比
谷線）

　このほか、より剛性の高い土留めとして、地下連

続壁の嚆矢となるイコス工法を丸ノ内線方南町付近

で試験施工したほか、軟弱地盤の区間では潜函工法

を採用し、丸ノ内線内幸町付近の延長144ｍを手始

めに、日比谷線では晴海通りの日比谷駅付近で延長

279ｍにわたって路下式潜函工法を採用した。この

時期、戦前から潜函工法を施工していた大阪市でも

御堂筋線梅田駅付近において330mにわたる大規模

な潜函工事を路上で施工している。

　掘削深さが大きくなってくると、開削工法での工

事では難易度が非常に高くなる。この頃から掘削深

さの大きな区間については、開削を最小限にできる

シールド工法の採用を積極的に検討するようにな

り、深さが22mに達した丸ノ内線国会議事堂前駅

付近では昭和32年にルーフシールドを、東西線木場

駅付近工事では昭和39年に単線並列の円形シールド

を採用し、木場駅は日本初のシールド駅となった。

ちなみに地下鉄として初めて円形シールドを採用し

たのは、昭和36年工事着手の名古屋市交通局（以下

「名古屋市」）東山線の覚王山トンネル（単線並列）

である。

　日比谷線の建設では、銀座線、丸ノ内線との交差

が上野、銀座、虎ノ門、霞ケ関付近で５箇所あり、

事前にトンネルを築造してあった銀座線銀座駅と丸

ノ内線霞ケ関駅以外の３箇所は既設線を下受けして

トンネルを築造した。特に上野における銀座線との

交差は、営団として初めてのもので、鉄構框構造の

３線部を下受けする工事であり、非常に難易度の高

い工事であった。

４．２　丸ノ内線 地下鉄最初のルーフシールド

　丸ノ内線国会議事堂前駅付近では、起伏に富んだ

台地の下を非常に深い位置で通過し、開削工法での

施工が困難であることから、昭和31年に有識者によ

る「霞ケ関～赤坂間地下鉄研究会」を設けるととも

に、土質、地下水、沿線建造物等の詳細調査を実施

した。研究会において数次にわたる討論･研究を重

ねた結果、付近の建造物に与える影響が小さく、工

期が確実な点を大きく評価し、当該区間は日本の地

下鉄で初めてのシールド工法となる「ルーフシール

ド工法」を延長231mにわたって採用することと

写真－７　丸ノ内線内幸町付近の潜函工事
写真－８ 　 掘進中のルーフシールド（丸ノ内線国会議事堂

前付近）
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なった。

　このルーフシールド工法では、側壁導坑を圧気で

掘削し、貫通後排気して本坑掘削は大気中で行った。

一次覆工は移動セントルによる全断面１回打設で巻

き厚は85cmである。昭和33年１月に掘進を開始し、

１日平均1.2mを掘り進み、同年９月に到達した。

４．３　日比谷線 東京オリンピックと連続潜函施工

　日比谷線銀座～日比谷間は地質が非常に軟弱であ

ることに加え、協議の遅延から日比谷線最後の着手

区間となり、東京オリンピック開催まで、昭和37年

から約２年の工期で完成させることを絶対条件とさ

れていた。

　さらに日比谷や銀座といった当時日本一の繁華街

に位置していて、交通量が極めて多いことから、路

面交通阻害を最小限に抑えて工期を大幅に短縮する

必要があった。

　そこで函体を道路下で築造する路下式潜函工法を

採用するとともに、潜函を10m間隔で配置し、そ

の間を開削工法でつなぐ方法を採り、昼夜兼行の突

貫工事を行って、昭和39年10月の東京オリンピック

に合わせた全線開通を迎えることができた。

　ちなみに、本工事区間を含む東銀座～霞ケ関間

2.0kmは日比谷線最後の開業区間であり、前後の北

千住～東銀座間と中目黒～霞ケ関間は昭和39年７月

までに分断して開業しており、最後の東銀座～霞ケ

関間が８月に開業して日比谷線が一つにつながっ

た。

　このような開業事例は後にも先にも日比谷線のみ

であり、当時の東京オリンピックにかける社会全体

の意気込みが感じられる。

４．４　東西線 日本初のシールド駅

　木場駅付近は、年々地盤が沈下している軟弱地盤

で、５つの河川を横断し、深さも最深部で約25ｍあ

ることから、施工方法について「５号線シールドト

ンネル調査委員会」を設立して検討した結果、地質

上開削工法よりも施工が容易であることと、路面交

通や舟運、周辺構造物に与える影響が少なく、経済

的であるとの結論を得たことから、営団として初め

ての円形シールドとして昭和39年より施工すること

となった。

写真－９　日比谷付近の潜函工事（日比谷線） 写真－10　日本初のシールド駅となった東西線木場駅
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　施工区間は門前仲町～東陽町間であり、シールド

は圧気式の単線並列構造で、トンネル外径は、駅間

が6.75ｍ、駅部が7.74ｍである。中間に設けた木場

駅は日本最初のシールド駅で、駅両側の橋台基礎下

をくぐった位置にあるため、平均深さは約25ｍとな

り、シールド区間の最深部となった。なお、駅は両

端立坑部のみで上下線が連絡できる構造の単線並列

型である。

５．昭和40年代～昭和50年代

５．１　施工技術概説

　昭和40年以降の約20年は、営団が建設技術の分野

において大きく飛躍した時期であり、常に複数路線

を同時施工していた最繁忙期であった。

　この頃から社会全体で公害問題や施工期間の短

縮、省力化といった視点がクローズアップされ、騒

音・振動や地下水低下、地盤沈下などに対する環境

保全の要請、施工の機械化、路面交通の更なる増大

などの変化を背景に、低振動・低騒音施工、剛性・

遮水性の向上、施工空間の確保、重荷重対応など様々

な技術革新が図られた。

　開削工法においては、柱列式地下連続壁土留めの

多軸化や芯材の鋼材化などの効率化が図られるとと

もに、杭打ち機のほかクレーンやバックホウといっ

た建設機械自体のパワーアップや低振動、低騒音化

に努力が注がれた。

　図－１は営団～東京メトロにおける開削工法の変

遷を示したものであり、概ね昭和50年代中頃（1980

年頃）までに現在の開削工法の形態がほぼ確立され

ている。

　また、掘削深さは昭和40年以降加速的に大きくな

り、図－２に示すように、掘削深さの増大とともに、

剛性が高く遮水性能の良い鉄筋コンクリート地下連

続壁などの土留めが多く採用されるようになった。

　昭和40年から50年代は掘削深さの増大とともに

シールド工法が多用されるようになり、シールド技

術はこの時期に大きく進歩した。

　シールド工法は、前述のように昭和30年代から一

部の掘削深さの大きな区間で採用されていたが、路

面や周辺建物への影響が少ない利点を生かして積極

的に採用されるようになった。駅部においても技術

の進歩に伴い、設置位置が深い駅や河川下、起伏の

大きな地形の区間ではシールド工法を採用する例が

増えた。

　営団でも、千代田線以降シールドを採用する区間

が次第に増えていき、昭和50年代までに建設した千

代田線は全線の約２割が、有楽町線、半蔵門線では

約７割がシールド区間である。（図－３）

　シールド駅は、昭和40年代以降の東京で多くみら

図－１　営団～東京メトロ 開削工法の変遷
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図－２　駅の深さと土留め壁の形式

図－３　駅の深さと土留め壁の形式
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れる。本格的にシールド間の切り拡げを行った最初

の事例が昭和41年工事着手の千代田線新御茶ノ水駅

であり、深さは約37mである。新御茶ノ水駅はか

んざし桁方式で全面的に切り拡げを行った日本初の

メガネ型シールド駅となった。

　その後は、かんざし桁方式の駅として千代田線国

会議事堂前駅が、中間部掘削にルーフシールド方式

を採用した有楽町線と半蔵門線永田町駅、半蔵門線

三越前駅が昭和50年代までに完成しており、東京都

浅草線高輪台駅も一部を切り拡げたシールド駅とし

て昭和43年に完成している。

図－４　シールド駅と形態（その１）

　シールド工法による地下鉄トンネルの大断面化

は、昭和40年に工事着手した大阪市中央線谷町四丁

目～森之宮間の外径10.1mの複線断面シールドトン

ネルが日本初で、営団では昭和44年工事着手の千代

田線国会議事堂前～赤坂間から複線シールド（外径

9.8m）を採用した。

　シールドマシンの形式は、昭和50年頃まで開放型

の圧気シールドが主流で、営団では昭和41年工事着

手の千代田線北千住～町屋間で密閉型のブラインド

シールドを用いたが、適用できる地質が限定される

などの理由により本格的な採用には至らなかった。

　この後は、昭和43年に工事着手した近鉄難波線延

伸工事での複線断面の機械掘削式ブラインドシール

ドを採用するなど、地形･地質上の特情から試験的

要素を含んだ施工事例があったが、昭和40年代には

地下鉄トンネル工事の主流となるような新技術は無

かった。

　昭和50年代に入り、圧気や地盤改良などの補助工

法を必要としない密閉型シールドの技術革新が進

み、地下鉄のような大断面のトンネルへの適用も可

能となってきた。当時の密閉型シールドは泥水加圧

式シールドが主流で、営団では昭和53年工事着手の

有楽町線小竹向原～氷川台間で当時世界最大級とな

る直径10m級の複線断面泥水加圧式シールドを採

用し、安全で安定した掘進を実現するとともに、以

降の標準工法を確立した。

　このほか、河川横断や橋台の防護などに凍結工法

を採用したり、地上の制約条件がない場所ではグラ

ウンドアンカーによる全断面掘削を採用するなど、

開削工法の補助工法にも大きな発展をみた時期で

あった。営団では昭和41年に千代田線新御茶ノ水～

大手町間における日本橋川横断部の神田橋下から凍

結工法を採用し、全断面掘削は千代田線代々木公園

駅付近や有楽町線市ケ谷駅付近で施工した。

写真－11　複線断面の開放型圧気シールド（半蔵門線）
写真－12 　 グランドアンカーによる全断面掘削（有楽町線

市ケ谷付近）
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５．２　千代田線 メガネ型シールド駅の嚆矢

　新御茶ノ水駅は、谷と台地に挟まれた起伏に富む

地形で最深部は約37ｍであり非常に深いことから、

単線並列シールドの中間部を切り拡げて接合する

「メガネ型シールド駅」を日本で初めて採用した。

　工事は昭和41年暮れから着手し、始終端の立坑を

築造の後、昭和43年夏からシールドの掘進を開始し

た。切り拡げ工事は昭和43年の秋から始まり、約３

年の工期を費やして昭和44年夏に土木工事が完成し

た。本工事では国鉄（当時）との連絡のため、御茶

ノ水駅聖橋口付近の地下に駅施設とコンコースを設

け、これと始端立坑の地下４階を斜坑で直結し、斜

坑に４基のエスカレータを並列で設置した。このエ

スカレータは当時日本一の長さということで話題と

なった。ちなみにエスカレータの階高は約20.4ｍ、

長さは約41ｍである。

写真－13　切り拡げ工事の完了した新御茶ノ水駅（千代田線）

５．３　有楽町線 大断面泥水加圧式シールド

　有楽町線氷川台～小竹向原間は地上部が住宅密集

地であったことからシールド工法を採用することと

なった。しかし、当該地の地質は地下水が多く、

30cmを超える玉石を含む礫層と地下水流で崩れや

すい砂層が互層になっていたことから、地下水位低

下を目的としたパイロットシールドを先行させる従

来の大断面圧気シールドでは、地盤沈下、漏気、井

戸枯れ等の懸念があり、施工が困難であるとの結論

に至った。

　このことから、施工研究会を設置して約２年の歳

月をかけ検討、開発を行った結果、当時世界でも例

のない直径10ｍ級、密閉型大断面の「泥水加圧式シー

ルド」を採用することとなった。特にシールドマシ

ンのカッターディスクの支持機構では、断面の大き

さと高い泥水圧力の荷重に対する対応と、軸受け部

への土砂流入を防止するシール機構に非常な苦労が

はらわれた。

　工事は事前の十分な検討もあって大きなトラブル

もなく順調に進み、昭和53年の施工研究会設置から

約３年半の歳月を経て無事完成した。

　この後、泥水加圧式シールドは、大断面において

も安全性と安定性が評価され、標準工法として現在

まで泥土圧工法とともに各地の地下鉄トンネルに採

用されている。

写真－14 　 到達した大断面泥水加圧式シールド（有楽町線
小竹向原付近）

５．４　半蔵門線 表参道総合駅の建設

　銀座線神宮前駅は昭和47年の千代田線霞ケ関～

代々木公園間開業とともに表参道駅と改称し、千代

田線との乗換駅となった。しかし、銀座線と千代田

線は直接地下ではつながっておらず、お客様は地上

を経由した連絡を余儀なくされていた。

　昭和49年に着手した半蔵門線工事では、これを解

消するため、銀座線の駅を約180m移設して千代田

線・半蔵門線の総合連絡駅とすることとした。工事

は銀座線を縦断方向に85m下受けし、３度にわた

り銀座線の駅の移設切替を実施する複雑な工程とな

り、戦前に築造された銀座線トンネルに影響を与え

ないよう慎重に施工した。
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　約４年半の歳月をかけて完成した表参道駅は、銀

座線と半蔵門線を同一ホームで乗換え可能とすると

ともに、写真－15のように千代田線との乗り換えも

地下２階のコンコースを介してスムーズに乗換えが

できるようになった。

　その後、表参道駅では地の利と構造の良さを生か

し、平成17年には地下鉄の駅を便利に楽しく変える

EKIBENプロジェクトの一環として駅ナカの大規

模商業施設 第１号店である「Echika（エチカ）表

参道」がオープンした。なお、銀座線の旧駅ホーム

跡は今でも走行する電車内から渋谷方に見ることが

できる。

写真－15　 表参道駅（上部に銀座線と半蔵門線、下部交差
が千代田線）

６．昭和60年代～平成期

６．１　施工技術概説

　この頃から営団では、駅部は開削工法、駅間はシー

ルド工法という原則が定着し、更に深度を増した開

削工法においては、硬質地盤では効率の良い多軸式

の柱列式地下連続壁を、軟弱地盤ではより剛性の高

い鉄筋コンクリート地下連続壁を原則として採用す

るようになった。（前掲 図－２参照）

　昭和61年に工事着手した南北線では大深度地下開

発につながる各種の開削工法を施工した。後楽園駅

では鉄筋コンクリート地下連続壁と鋼製地下連続壁

を併用して深さ40mまで逆巻き工法で掘削したほ

か、後楽園～東大前間の中間換気室ではアーバンリ

ング工法の原型となるセグメント圧入工法を採用し

た。さらに、六本木一丁目駅では横断方向に標高差

10mの段差がある地形に加え、高架二層構造の首

都高速道路に近接した施工であったことから、横断

方向に26枚の控え壁兼用の地下連続壁を築造し、全

区間を27個の枡状ブロックに仕切って水中掘削を行

うことで被圧地下水と土圧の安定を図る横断地下連

続壁工法で施工した。

　シールド工法では、泥土圧シールドが技術的進歩

を遂げ、大断面に対応するようになったため、地質

による使い分けがされるようになり、営団では半蔵

門線の延伸区間において、地質が一様な粘性土の区

間３箇所で泥土圧シールドを採用した。

　このほか、シールド工法では大断面化に加えて断

面の多様化が進展し、各地でＭＦ（マルチフェイス）

シールドと呼ばれる多様なシールドが施工された。

　平成元年、世界初の多連円形シールドとしてJR

京葉線東京～八丁堀間で二連の京橋シールドが掘進

を開始した。平成３年に工事着手した大阪市長堀鶴

見緑地線の大阪ビジネスパーク駅でも世界初の三連

型泥水駅シールドによりシールド駅が築造され、東

京都大江戸線六本木駅では４心円シールドによる上

下型駅を築造した。

図－５　シールド駅と形態（その２）

　営団では、南北線建設工事において平成６年から

駅部と駅間部を連続して施工できる着脱式泥水三連

型駅シールドの開発に着手し、平成８年には当時世

界最大のマシン外径（外径14.18m）である抱き込

み式親子泥水シールドを使用して駅と駅間のトンネ
写真－16 　 枡状に仕切った横断地下連続壁工法（南北線六

本木一丁目付近）
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ルを連続施工した。

　その後は、側部先行中央揺動式の泥水三連型駅

シールドを半蔵門線清澄白河駅で採用し、三連型で

は初めてコンクリートセグメントを使用して駅部と

留置線部を築造した。

　また、南北線は、計画当初より「21世紀を指向す

る便利で快適な魅力ある地下鉄」を目指し「７号ビ

ジョン」を策定した。コンセプトは利便性の向上、

快適性の向上、ワンマン運転の実施、ホームドアの

設置、建設費･運営費の低減の５項目からなり、現

在は一般的となっているものが多いが、策定当時は

画期的な内容であり、特に鉄道線として初めての

ホームドアの標準設置は注目され、土木、建築、電

気、車両、運転、営業など社内の技術とノウハウを

結集した横断的な協力によりビジョンを達成するこ

とができた。

写真 -17 　 側部先行中央揺動式の三連型駅シールド（半蔵門
線清澄白河付近）

　その後、ホームドアは新設線では平成９年開業の

京都市交通局東西線で、平成12年には既設線として

初めて東京都三田線で採用され、近年は各地の地下

鉄や一般鉄道でも積極的に設置されるようになった

のはご存知のとおりである。

６．２　南北線 断面変化対応型シールド

　南北線の目黒～白金高輪間では、中間の白金台駅

まで複線断面で掘進した後、複線断面の親シールド

に子機を装備し、三連型の駅シールド断面に変化さ

せて中間の白金台駅部を掘進し、再び子機を切り離

して複線断面に戻すことで、異なる断面のトンネル

を連続施工する「着脱式泥水三連型駅シールド工法」

を採用した。また、白金高輪～麻布十番間でも、留

置線を含む３線部の超大断面シールドに複線シール

ドを内蔵した「抱き込み式親子泥水シールド工法」

を採用した。

　これらの「断面変化対応型シールド」を採用した

ことにより、親機の装備を最大限共有して有効利用

できるとともに、泥水シールドでは規模が大きくな

る後方設備も共有することができ、効率的な施工と

大幅なコストダウンを図ることができた。

　「抱き込み式親子泥水シールド」はマシン外径が

14.18mで当時世界最大径のシールドであった。親

子型としては現在も世界最大径である。

写真－19　世界最大の抱き込み式親子泥水シールド
　　（面板中央の着色部分が複線断面）

　その後、東京メトロでは副都心線池袋～雑司が谷

間および雑司が谷駅の単線並列トンネルにおいて親

子式シールドを２台使用した。これは、親機で駅部

を掘進後、子機の単線断面で駅間のシールドを掘進

するもので、駅部は中間に２箇所連絡横坑を設置し

た単線並列型の駅である。

６．３　副都心線 大断面複合円形シールド

　副都心線の建設では、現時点において最後の新線

建設となることから、鉄道用複線シールドトンネル

のあるべき姿を追求することとした。円形断面上下
写真－18 　 到達した着脱式泥水三連型駅シールド（南北線

白金台駅）
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部の鉄道トンネルとして利用されない空間を減らし

つつ、構造的に有利な円形断面の特性を活かした断

面形状を考案し、明治神宮前～渋谷間の駅間トンネ

ルに採用した。シールドトンネルの断面は、３つの

異なる半径の円を組み合わせた複合円形断面で、断

面積は従来の複線円形シールドよりも約10%小さ

くなり、下部の施工基面となるインバート部では約

40%の低減を図ることができた。

　これによりシールド掘進による発生土量を抑制

し、環境負荷低減を実現するとともに、地下空間の

有効利用を図ることができた。

　この複合円形断面を掘進するシールドマシンにつ

いても、掘削するスポークの先端に伸縮機構を装備

して、スポークの回転を単純回転としながら伸縮

カッターを伸縮させることで変形断面を掘進できる

機構を採用した。

写真－20 　 複線トンネルの理想形 複合円形シールド（副都
心線）

　なお、東京メトロの建設工事では、常に環境負荷

低減に配慮し、建設時に発生する建設発生土を埋戻

し材に再生する技術の開発やコンクリート塊やアス

ファルトコンクリート塊を道路復旧工事などの再生

資材として積極的に活用し、リサイクル率100％を

達成している。

７．おわりに

　地下鉄の建設においては、その時代における最善

の施工方法を選択しつつ試行錯誤を繰り返すことに

より、さらに安全で確実な施工方法を求めて技術開

発に努力を注いできた。しかしながら同じ現場とい

うものは一つもなく、経験の積み重ねが現在の技術

の礎となっている。

　昭和２年に僅か2.2ｋｍで始まった地下鉄は、85

年後の平成25年１月現在、地下の営業路線を抱える

組織が官民合わせて38社局、営業キロは約800km

にもおよび、東京～広島間に匹敵する距離となった。

　今後建設される予定の地下路線は少ないが、これ

まで培った施工技術を今後も継承し、今後経年に

よって発生する改良工事やメンテナンスなどを行う

次の世代へと繋げていくことが、これからの我々の

使命ではないかと考えている。

　末筆ながら本稿の執筆にあたり、たくさんの貴重

な資料を残して頂いた先人たちに敬意を表し、感謝

したいと思う。
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　東京大学生産技術研究所と株式会社神戸製鋼所は

共同で、ホーム上のどの位置にでも乗降口を開ける

ことができる乗降位置可変型ホーム柵“どこでも柵”

を研究・開発中である。本報では、その“どこでも

柵”の概要と開発の状況について報告する。

　なお、本件は「平成23・24年度　独立行政法人鉄

道建設・運輸施設整備支援機構　鉄道技術開発費補

助金」の交付を受けて実施されているものである。

１．ホームドア等の安全性への効果

　毎日のようにどこかの駅で、酔客・視覚障がい者

などによる痛ましい事故や自殺が起こっている。こ

の「欄干のない橋」と例えられる駅のホームにおい

て、安全対策の切り札とされているのがホームドア

や可動式ホーム柵（以降「ホームドア等」と呼ぶ）

である。ホームドア等の歴史は結構古く、日本にお

いては1981年の神戸ポートライナーが初めてで、エ

レベータのように無人自動運転を行う新交通システ

ムにおいて乗客の安全を確保するために必要な設備

として導入された。鉄軌道では、東海道山陽新幹線

の３駅を除くと、1991年の営団地下鉄南北線が最初

であり、その後2000年の交通バリアフリー法の制定

を境に、徐々に設置駅・路線が増えつつある。

　「鉄道人身事故データブック2002-2009⑺」および

「鉄道人身事故マップ⑻」のホームページによると、

2002～2009年度に起こった鉄道人身事故は全9,129

件で、そのうち約半数弱の3,997件が駅構内におい

て発生している（図１）。一方、同期間にホームド

ア等が設置されている449駅において発生した人身

事故をみると、表１のようにごくわずかの件数しか

ないことがわかる。しかも、そのほとんどは自殺に

よるものであり、人身事故の発生率は全駅平均の約

１ /15という大変低い数字である。この実績をみる

と、ホームドア等の設置によって、転落・接触とい

う誤って引き起こされる事故はほぼ０になり、立入・

自殺という意思を持った行動も実行が難しくなるた

めに相当数が抑制されて、事故件数は現状の数分の

一から数十分の一に激減することが期待できる。ち

なみに、乗降口が開閉せず開口部が残ったままの“固

定柵”を設置する駅の事故件数をみると、同様に人

身事故の抑制効果は認められるものの“車両に接触”

の３件があり、やはり完全な安全性を確保するには

至っていないことがわかる。このようにホームドア

等の設置は、ホームの安全性向上に対して大変に効

果が高いことが実証されている。

２．ホームドア等の普及が進まない理由

　このように、ホームドア等は利用者の安全確保や

交通バリアフリー政策に対応するものであり、同時

に定時運行や省力化にも貢献する。しかし、その設

置駅数は2009年度末で449駅と全体の約4.7％に過ぎ

どこでも柵Ⓡ

（乗降位置可変型ホーム柵）

図１　ホームにおける鉄道人身事故の件数
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ず（2012年３月末では519駅）、なかなか普及が進ま

ないのが現実である。その最大の理由は、種別・用

途や車両形式によって、車両長やドアの数・広さ・

位置などの異なる多種多様な車両が走る路線が多

く、乗降位置が固定されている既存のホームドア等

では対応が不可能だからである（図２）。そのため、

車両の規格が１種類に統一されていることの多い地

下鉄や新交通システムなどでは、ホームドア等の設

置が比較的進んでいる傾向にある。

　また、ホームドア等を設置した場合には、列車を

目標停止位置に正確に停止させる必要があり、運転

士の負担を考慮すると、線区全体にホームドア等を

導入する場合には“定位置停止装置”の装備が必須

である。したがって、現時点で既設路線にホームド

ア等を導入する場合には、列車側のドア位置の統一

や定位置停止装置導入のために、車両の改修・転籍・

更新などの大がかりな調整が必要になり、多大な費

用と時間がかかることとなる。

　では、車両を新造して置き換えていけばホームド

ア等の設置が進むのか、というとそう簡単な話でも

ない。例えばある路線では、主力の車長20ｍ４ドア

車だけでなく、他社線への相互直通運転用の車長18

ｍ３ドア車が運用されていて、既存のホームドア等

を設置するならば、相互直通運転という利用者に便

利なサービスを中止せざるを得なくなってしまう。

別の例では、最新型の通勤車（20ｍ４ドア車）に混

じって、ドア数の異なる車歴の古い車両が行楽列車

や通勤ライナーなどとして有効活用されている上

に、最近新造されたばかりの優等車両が20.5ｍの車

両長であり、その新車が使用されている間はドア位

置の統一は望めない状況にある。

　これらの例は、古くから複雑・高度・精緻に発達

してきた日本の鉄道システムが、利用者のニーズに

合わせ工夫して最適なサービスを提供しようと努力

してきた結果であり、誇るべきことである。既存の

ホームドア等を設置することによって、これらのき

め細かいサービスを提供できなくなってしまうこと

は、利用者にとっても鉄道事業者にとっても、大き

な損失である。

３．“どこでも柵”の概要

　前述のような既存ホームドア等の課題に対応する

べく筆者らが開発しているのが、乗降位置可変型

ホーム柵“どこでも柵”である。乗降位置を変えら

れるホームドア等は、これまでもいくつかの提案が

あるが、それらは部分的な動作機構や特定の車両パ

ターンのみに限定された対応であった。対して“ど
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表１　ホームドア等設置駅の人身事故件数（2002～2009年度）

※ 複数種の車両に対応するため、乗車位置目標の数が非常に多い

図２  あるホームの乗車位置目標
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こでも柵”は文字通りホーム上のどこでも自由に乗

降口を開けることができるものである。

１）“どこでも柵”の構成と動作

　“どこでも柵”は、腰高のホーム柵タイプで、戸

袋体の両側に１枚ずつ扉体が出入りするユニットを

基本としている（図３）。戸袋体は、ホーム端床下

に仕込まれたレールに沿って移動する機構となって

いて、このユニットが複数個一列に並んで、ホーム

全体を軌道敷から区画する。

　戸袋体は、扉体を出し入れして閉鎖状態を保ちな

がら、次列車の各ドアの停止目標位置に、列車が到

着する前までに予め移動する。各列車に対応する戸

袋体の位置の例を図４に示す。さらに、到着時には

列車の停止位置を検知し、もし列車が目標停止範囲

を超えた場合には、ただちに戸袋体を動かして、車

両ドアにホーム柵の扉位置を合わせる。

　乗降位置を自由に変更できる“どこでも柵”を導

入することには表２のような利点がある。様々な

サービスに対応した車両を、ほとんど改造せずに今

まで通り使い続けることができる。それだけではな

く、乗務員が目標停止範囲内に停車できなくても、

柵が移動して車両ドアの位置に合わせるので、定位

置停止装置を装備しなくてもホームドア等の導入が

可能である。そのため現在行われている“既存ホー

ムドア等＋定位置停止装置” で対応可能な路線につ

いても、“どこでも柵”のほうがトータルの導入コ

ストを低く抑えられる可能性があると考えている。

２）“どこでも柵”の形態

　ホーム柵タイプはホーム上部に支持する構造体が

ない場所でも設置できる一方で、上方への片持ち構

造のため横力に対して不利である。その上、本方式

では既存ホーム柵のように戸袋体をホームに固定す

ることができない。そこで、裾広がりの三角形に近

い断面とすることで、底面の幅を大きくとって踏ん

張りを効かせ、駆動機構を空間的に余裕のある戸袋

体下部に設置して重心を下げることで安定性のよい

形態としている（図３参照）。また、三角形の断面

形状は、車両の横揺れ・カントによる傾き・裾絞り

にも相性のよい形状である。

　その他、扉体を戸袋体より若干小さいだけの相似

形とし、戸袋体・扉体ともホーム端に合わせて設置

することで、ホーム柵と車体の間に人間の立つ余地

をなくしている。そのため乗車できなかった乗客は

扉体による戸挟みで検知されるので、従来のような

取り残し検知のセンサーを簡素化または省略できる

可能性がある。

　なお、“どこでも柵”はホーム端から400mmのス

ペースに収まり、ホームの有効幅員は既存の可動式

ホーム柵と変わらない。

３）“どこでも柵”の安全性・受容性

　“どこでも柵”はこれまでにない動き方をするも

のであり、利用者に対する安全性や受容性について

も検討する必要がある。“どこでも柵”は、事前に

車両・施設紹介

※戸袋体の両側に１枚ずつ扉体が出入りする

図３　どこでも柵の基本ユニット

20 18
10 11

表２　“どこでも柵”導入の利点

図４　どこでも柵の基本的な配置と動き方の例
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運行情報が得られれば、列車が入線する前に予め開

口位置に移動しておくことができる。その際、利用

客は移動速度が速すぎると怖くなって距離をとって

しまい、ホームの有効幅が小さくなってしまうこと

が予想される。逆にゆっくりすぎるとホーム柵が動

いていることに気がつかず、寄りかかったり酔って

しまったりする可能性がある。つまり、動いている

ことが意識でき、かつ恐怖感を感じないような速度

が、安全上かつ機能上望ましいと考えられる。適切

な速度であれば、戸袋体が動くことを知らせる警告

ランプや警告音の付加も不要とすることも期待でき

る。そこで、実物大のモックアップ模型で移動速度

に対する印象評価実験を行ったところ、40～

80mm/ｓ程度が適切な速度と示唆される結果を得

ている（図５）。これは２分間隔の高頻度運行でも

次列車に対応できる速度である。

　一方で、いくら適切な速度にしたり、注意を喚起

しても、目眩や酒酔いなどによって無意識状態に

陥ってホーム柵に接触することは確実にある。その

ため、接触しても安全が保たれるように、巻きこみ

防止など起こりうる事態を想定して対策を施すよう

に考えている。

　なお、非常時に線路側からホーム内側に脱出する

場合などには、柵に付いている引手を引くとロック

が解除されて、引戸のように人の力で柵を移動させ

ることができるようになっている。

４．開発スケジュールと要素技術試作機

　表３にあるように、“どこでも柵”の開発研究は、

2008年から開始され、基本的な構想を固めたのち、

まずモックアップ模型等を用いながら、利用者や鉄

道事業者に対する安全性・受容性について検討を

行った。それらの研究成果をもとに、2011年度から

は国の鉄道技術開発費補助金の交付を受け、実機を

製作するための各要素技術の開発と確認を行う要素

技術試作機の製作・試験を行ってきた。

　要素技術試作機（図６・図７・表４）は、２ユニッ

ト分が製作されている。戸袋体の幅1,400mm、扉

体の出幅は1,100mmに設定した。高さは1,300mm

である。動作が目視できるように外板は透過性を確

保し、直線と曲線（160Ｒ）の走路を走行させた。

動作試験の結果、駆動系・センサー系など各種の動

作について大きな問題がないことが確認でき、2012

年秋には80万回に及ぶ長期耐久試験が無事完了し

た。そこで、東京大学生産技術研究所千葉実験所に

移設し、11月９日の実験所の公開に合わせて、一般
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図５　モックアップによる移動速度評価の様子

表３　“どこでも柵”の開発スケジュール

図６　“どこでも柵”要素技術試作機　全景
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公開を行った。

　開発においては着想段階から一貫して、駆動機構

や制御機構などに既に確立されている技術を利用す

るなど確実で早い手段を選択し、シンプルであるこ

とを心がけてできる限り小さく軽いものを作ること

を目指している。４年目の現在2012年度には、実際

のホームに設置してフィールド試験を行うための第

二次試作機の設計・製作・試験を行っている。さら

なる軽量化とコストスタディとともに、設置工事の

課題・運用での課題を洗い出し解決していく予定で

ある。また、各種センサーの開発、想定されるあら

ゆるドア配置に対応した構成手法と制御アルゴリズ

ムの開発、安全性への評価なども同時に行っていく。

最終的には、2013年度中の商品化が目標である。

　最後になるが、“どこでも柵”は、これまでホー

ムドア等の設置が難しかった多くの駅に、安全・安

心を提供することできるものである。また同時に、

現在当たり前に実現している多様な車両による目的

に応じた運行形態を継続し、さらに将来の新しい車

両・運行形態への自由度を確保しておくことのでき

るものでもある。“どこでも柵”が実用化されるこ

とは、より利便性と快適性の高い鉄道システムの発

展に寄与するものであると確信している。今後とも、

私たちの開発に応援を頂けると幸いである。
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横浜市交通局イメージキャラクターに
突撃インタビューを敢行！！

○お名前は？
　　「はまりん」です。

○誕生日はいつですか？
　　平成10年10月10日です。

○名前の由来は？
　 　「はま」はよこはま・浜っ子、「りん」は市バス・地下鉄

の車輪、「まりん」は横浜の象徴でもある海。これらを合わ

せて、名付けてもらいました。生まれた時に公募して、市

民の方につけてもらったんです。みなとヨコハマを走る市

バス・地下鉄のイメージキャラクターとしてぴったりの名

前なので、とても気に入っています。

○普段、どんなお仕事をしているのですか？
　 　市営バスや市営地下鉄が走っている地域のお祭りなどに

招待されたら遊びに　行って、“信頼を心で運ぶ市バス・地

下鉄”のPRをするのが仕事です。お会いする皆さんがぼく

に親しみを持ってくれて、市バスや地下鉄にもっと乗って

もらえるように頑張っています！ぼくが行くとみんな喜ん

でくれるのでとってもやりがいがあります！今年（2012年）

は、上永谷車両基地で「はまりんフェスタ in上永谷」を開

催して１万人ものたくさんのファンの方やお客様にお会い

できたり、滋賀県まで出張してゆるキャラ祭りにも参加で

きたり、とっても楽しい１年でした！

○はまりんのグッズってあるんですか？
　 　はい。色々なグッズがありますよ！市営地下鉄の主要駅

にある「はまりんコンビニ」や横浜市電保存館のほかに、

WEBでの通信販売もしていま

す。横浜市交通局のホームペー

ジにリンクがありますので、

ぜひ覗いてみてください！

○最後に何か一言お願いします。
　 　横浜に来たらぼくも大好き

な市営バス・地下鉄に乗って、

みなとヨコハマを満喫して

いってください！！

子どもたちから大人まで、みんなの人気者。

　都くんと京ちゃんは、平成９年10月12日の地下鉄東

西線開業を記念して、地下鉄・市バスをより一層お客

様に親しんでいただけるよう制作しました。

　平成９年５月にキャラクターと愛称を募集し、全国

から多数のご応募をいただいた中から審査を行い、同

年８月に決定しました。

　都くんは、地下を走る「モグラ」をモチーフに、地

下鉄車両と運転士に見立てたものです。

　京ちゃんは、京都市の花の一つである「ツバキ」の

飾りを付けた市バスをデザインしたもので、両手を広

げてお客様に挨拶をしています。

　都くんと京ちゃんは、交通局の各種パンフレットや

広報資料、乗車券カードの図柄などに幅広く活躍して

います。

　また、平成22年10月には、未来のお客様となる子ど

もたちに、地下鉄・市バスをより身近に感じていただ

地下鉄　　

『ゆる  
　　　　

横浜市交通局
イメージキャラクター

『はまりん』   　

京都市交通
局

　地下鉄マス
コット 市バスマスコッ

ト  　

　　キャラクタ
ー キャラクター 

 　　

『都
みやこ

くん』　『京
きょう

ちゃん』

　

はまりんグッズも好評発売中！ 
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神戸市営地下鉄の「ゆうちゃん」です！
恥ずかしがりやだから、会いに来てね！

《誕生》
　 　神戸市営地下鉄のイメージアップを図り、お客様に親しみを

もってご利用いただけるキャラクターとして、平成13年７月７

日、地下鉄海岸線開業と共にデビューを果たしました。

《プロフィール》
　【名前の由来】　 地下鉄西神・山手線の愛称“みどりのUラ

イン”から「ゆうちゃん」と命名

　【生 年 月 日】　平成13年７月７日

　【お　仕　事】　 神戸市営地下鉄のイメージアップを図り、お

客様に親しみをもってご利用いただくこと

　【性格・趣味など】　 男の子、恥ずかしがりや（ときどき表

に出て遊びます）。

　　　　　　　　　　趣味はどうくつ探検。

　【と も だ ち】　やんちゃでおちゃめな「ばっしー君」

《活用方法》
　　交通局のPR紙や乗車券、ノベルティに活用しています。

　 　また、着ぐるみとして、交通フェスティバルなど交通局

主催のイベントや神戸まつりなど神戸市関連のイベントで

活躍しています。最近では地下鉄のPRをさせていただける

ならと、恥ずかしがりやの性格をおして｢ホットペッパー｣

でグルメリポートを行うなど民間でも活躍しています。

き、興味や親し

みを持ってもら

うため、都くん・

京ちゃんの着ぐ

るみを製作しま

した。交通局の

イベントのみな

らず、地域や行

政などのイベン

トでも積極的に

地下鉄・市バス

のPRを行って

います。

京都市の「都くん」「京ちゃん」です！

 
　　　　　　

キャラ』
　都市伝説

神戸
市営
地下
鉄

イメ
ージ
キャ
ラク
ター

『ゆ
うち
ゃん
』

海岸線開業10周年記念式典にて 着ぐるみ
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　練馬区北部に位置する光が丘団地の入居が始まっ

て以来、今年の春でちょうど30年が経過する。光が

丘団地中心部にある光が丘駅は都営大江戸線の始発

駅で、中野坂上、新宿、青山一丁目、六本木、麻布

十番、大門、汐留などと直結し、交通の利便性が優

れているほか、団地の北燐に広がる広大な都立光が

丘公園や団地内に点在する中小公園などにより、緑

豊かな住環境をつくり上げている。しかし、30年前

に入居が始まった昭和58年（1983年）の３月当時は、

団地内に地下鉄駅はもちろんのことバス路線もな

く、住民は歩いて30分近くかかる最寄りの駅である

東武東上線の成増駅に行くには、自転車やオートバ

イに頼らざるを得ず、まるで陸の孤島のようだった。

入居当時は通勤・買い物に苦労

　わたしの一家が上北沢にあった社宅から光が丘に

引っ越してきたのはこの年の５月。わたしは仕事が

忙しく、住宅探しは専ら妻が担当し、妻の友人と都

内の物件をいくつか見て歩き、いろいろと調べた結

果、住宅・都市整備公団（現在の都市再生機構）の

分譲住宅が気に入り、この団地に決めた。光が丘団

地は住宅・都市整備公団が東京都、都住宅供給公社

と協力して建設したもので、分譲住宅と賃貸住宅で

構成されている。当初の計画では分譲住宅が多かっ

たが、その後、賃貸住宅の割合が増やされ、賃貸住

宅の戸数が増加した。

　公団の募集パンフレットには「都内最大の公園団

地」と記載され、緑豊かな環境と将来の地下鉄路線

建設による高い利便性が強調されていた。ただし、

５月に入居した当時はバス路線もない上、商店街も

整備されておらず、仮設の商店街と周辺地域の小規

模な既存商店街があるだけだった。当時の光が丘地

区はわたしたち一家が入居した公団の分譲住宅と都

営住宅、巨大な清掃工事だけ。しかも、あちこちで

住宅団地の建設が並行して進められていたことか

光が丘公園・芝生広場① 光が丘公園・芝生広場②

◎入居開始から30年経過した
光が丘団地　　　　　　

＝緑広がる住環境―大江戸線の始発駅＝

ジャーナリスト　大野 博良
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ら、トラックが頻繁に行き交い、挨っぽい荒野の中

にぽつんと団地だけが場違いの様に存在するだけ

だった。

　また、夜になると、周辺の道路が暴走族の格好の

レース場と化し、うるさくてしようがなかったが、

警察に何度110番してもほとんど何もしてくれな

かった。その後、何年かして、光が丘地区に警察署

ができ、暴走族の跳梁跋扈はようやくおさまった。

　息子たちは小学生と幼稚園の年長だったが、長男

の通った小学校は団地とは道一本を隔てただけの真

向かいにあった。当時の光が丘公園もまだ建設途上

で、なにもなかったが、広大な芝生広場は子供たち

にとっては自由に走り回れる別天地だったようだ。

わたしはといえば、スクーターで東上線成増駅に向

かい、そこの自転車・スクーター預かり所にスクー

ターを置いて日比谷公園にあった会社まで通ってい

た。

急速に整備された住環境と交通網

　この30年、光が丘に住んでいると、光が丘地区の

住宅・公園整備は綿密な計画に基づき、長期的な視

野に立って進められてきたことが分かる。その面で

光が丘の団地と公園の整備計画は優れた都市計画の

モデルと位置付けることができよう。ホテルと公園

専用の大駐車場の場所が計画とは異なった場所に建

設されたのを除けば、ほぼ計画通りに進められてき

たといえよう。

　妻は買い物が不便だったにもかかわらず、この団

地には満足していたようで、自転車で成増や下赤塚

の商店街にまで買い物に出かけていた。成増まで出

ると池袋まで簡単に行くことができたため、それほ

どの不便は感じていなかった。

　なにもかも手探り状態でスタートした光が丘の生

活も６月に入ると、地下鉄有楽町線が営団成増駅（地

下鉄成増駅）まで延伸されたため、わたしは通勤ルー

トを東武東上線・地下鉄丸の内線経由から有楽町線

に切り替えた。さらに翌年には待望のバス路線が開

通し、バス停が団地の向かいにできたことから、通

勤や買い物に当たっての利便性は向上した。バスの

本数も比較的多く、成増駅の商店街に気軽に買い物

に行くことができるようになった。

　入居当時はだだっ広い草原が広がっていた光が丘

公園にはその後、体育館、図書館、テニスコート、

野球場、バードサンクチュアリなどが整備され、公

園全体も緑が多くなった。光が丘公園のキャッチフ

レーズは「日比谷公園の４倍の広さ」というものだ

が、実際、これだけまとまった緑地は都区内では珍

しいといえよう。この光が丘公園は光が丘地区だけ

ではなく周辺地域の住民にとってますます身近な存

在になりつつあり、この地域を代表する大規模公園

としての風格が出てきている。

　他方、交通網の整備も都営大江戸線（旧12号線）

の開通で劇的に改善された。大江戸線はまず、光が

丘と練馬間が平成３年に部分開通し、池袋に練馬経

由でも行くことができるようになった。光が丘駅は

始発駅なので必ず座ることができたのは通勤の苦労

軽減に大いに役立った。大江戸線はその後、新宿、

国立競技場へと次々と延伸され、平成12年（2000年）

12月には全線開通にこぎ着けた。

光が丘公園・光のアーチ 練馬光が丘病院
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　大江戸線は現在、ホームドアの設置が進められて

おり、平成25年度中に完了することになっており、

ホームからの転落事故が激減すると期待されてい

る。

　さらに、光が丘地区は川越街道、環状８号線、目

白通り、関越・外環自動車道にも近く、全体として

道路交通の便にも恵まれている。

戦時中は首都圏防空戦闘機の飛行場だった

　光が丘団地と公園を合わせた地帯は広大なものだ

が、戦前は水田と畑が広がる典型的な東京の郊外の

農業地域だった。ところが、太平洋戦争勃発後の昭

和17年に米軍が空母「ホーネット」から発進させた

ドーリットル中佐率いるB25爆撃隊で東京を抜き打

ち的に初空襲した後、急遽、首都圏の防空戦闘機の

基地を整備する必要性が痛感され、昭和18年に農地

を強制買収する形で成増飛行場が建設された。成増

飛行場の滑走路は幅60メートル、長さ1200メートル

で、光が丘地区を南北に貫いていた。

　当時の成増飛行場には滑走路のほか、誘導路、駐

機場、兵舎、対空砲陣地、戦闘指揮所、戦闘機の掩

体壕などが設置された。ただ、成増飛行場が首都圏

防空戦闘機基地として使用された期間はあまり長く

はなかった。戦後は米軍に接収され、昭和23年には

米空軍の家族宿舎「グラントハイツ」となったが、

昭和48年に日本側に返還され、跡地に住宅団地と公

園が整備された。つまり、グラントハイツの北半分

が公園に、残る南半分が団地になったわけだ。光が

丘地区のタウン情報誌によると、光が丘団地は平成

21年２月現在、２万9565人（１万2348戸）が住んで

いる。

光が丘団地全景ふれあいの径（いちょう並木）

光が丘団地中心部清掃工場の大煙突
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保安検査が強化された地下鉄MRT
（図－１）

　再びBTS（Bangkok Mass Transit System＝

高架の都市鉄道）のチョンノンシー駅に歩いて戻り、

９時10分発の電車で隣のサラディーン駅に向かう。

運賃は15バーツ（約40円）である。車内はかなり混

雑している。９時12分に到着。

　ここにも地下鉄MRT（Mass Rapid Transit＝

都市高速鉄道）への乗り換え通路が作られており、

５分ほどでMRTのシーロム駅（地下駅）に到着す

る。以前は、いったん下の歩道までおりて歩かなく

てはならなかったが、歩きやすく便利になっている。

だが、蒸し暑さで上半身が汗びっしょりになる。

　MRT（ブルーライン）のシーロム駅に入ると、

冷房がよくきいて気持ちがいい。自動改札機近くの

自動券売機で円形プラスチック製の ICトークンを

買う。タッチ=パネル式の自動券売機の路線図上の

駅名（行き先）に触れると、金額が表示され、硬貨

または紙幣を投入すると、ICトークンが出てくる。

BTSで使用しているものとは違う自動券売機で、

紙幣が使えるのが有難い。（写真－33）

　そのあと門形の金属探知装置をくぐり、男性係員

が手荷物（カバン）の中を懐中電灯で調べる保安検

査（注７）を受ける。以前はなかったと思うが、爆

弾テロ対策のために実施しているのだろう。

　自動改札機を通って、地下３階の西行きホームに

エスカレーターでおりてゆく。このシーロム駅は、

東行きホーム（地下２階）と西行きホーム（地下３

図－１　バンコクの都市鉄道網
出典：『鉄道ジャーナル』（2012年１月号）

（注７）デリーやマニラのメトロ（都市鉄道）でも同様の保安検査を実施している。

写真－33　 MRTシーロム駅の自動券売機。硬貨も紙幣も使
用できる。操作の順番が、「１」、「２」、「３」と
書いてある。（2011年８月６日）

世界あちこち探訪記

第56回　バンコクの都市鉄道
　　　　乗り歩き（その３）

秋山 芳弘
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階）が、上下２層になっている。（写真－34、写真

－35）

　バンコクMRTの地下駅にはすべてホーム=ドア

が設置されているので、電車の外観写真は車両基地

でしか撮れない。やってきた西行きの電車に乗り、

９時34分に発車。BTSほど込んでいない。２駅目

のホアランポーン駅には９時38分に到着する。（写

真－36、写真－37）

大勢の旅行客で賑わうホアランポーン駅

　バンコクの中央駅であるホアランポーン駅は、バ

ンコクに乗るたびに訪れることにしている。駅舎の

正面には国王の肖像画が飾られ、タイの国旗や黄

色・青色の旗がはためいている。その前を黄色いトゥ

クトゥク（三輪タクシー）が走るのはいかにもタイ

らしい。だが、見た限りではトゥクトゥクの数より

も一般タクシーの方がかなり多くなってきている。

（写真－38）

　カマボコ状の駅本屋の中に入ると、多くの待合座

席がある大
コンコース

広間の中央では本の特別販売を行なって

いる。大勢の人が待ち、大きな荷物を持った旅行客

が行き交い、半円形の上家に案内放送が反響する。

いかにもターミナルらしい駅だ。（写真－39）

　12番線まである頭端式の低床ホームに行くと、

ディーゼル機関車牽引の客車列車や気動車（DMU

＝Diesel Multiple Unit）が発着し、多くのタイ

人がホームを歩いている。いつものようにホームと

写真－34　 MRTシーロム駅の自動改札機。ICトークンをか
ざして通過する。（2011年８月６日）

写真－35　 MRTシーロム駅のホーム案内はタイ語とイギリ
ス語で表示されている。この駅は単線の上下２
層構造になっている。（2011年８月６日）

写真－36　 MRT（ブルーライン）の地下駅にはすべてホー
ム=ドアが設置されている。（シーロム駅。2011
年８月６日）

写真－37　 MRTの車内。座席は１席ずつ仕切られたロン
グ=シートになっている。（ホアランポーン駅。
2011年８月６日）
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列車を一通り見ておく。列車の出発時には、駅員が

釣り鐘をたたき、カーン、カーン、カーンと大きな

音が鳴り響く。６番線には、10時10分発チャチェー

ンサオ行きの客車列車（ディーゼル機関車１両+客

車５両）が停車し、冷房がないので窓を全開にして

いる。あるホームでは、男女４人がサボ（行き先表

示板）を水で洗って汚れを落としていた。ホームの

売店では飲料水や軽食類を売り、屋台ではソーセー

ジのような肉類を焼いている。食べてみたかったが、

時間が余り残っていないので、次の目的地SARL

（Suvarnabhumi Airport Rail Link＝ ス ワ ン ナ

プーム空港連絡鉄道）のマッカサン駅に行くことに

する。（写真－40、写真－41、写真－42、写真－

43）

空港連絡鉄道を走る普通（City Line）
電車

　ホアランポーン駅からMRTへの地下通路におり

る。通路の側壁には、地下鉄工事の様子や昔のバン

コクの都市交通機関（路面電車やバスなど）の歴史

的な写真が展示してある。また、この地下鉄が日本

の円借款で建設されたことを知らせ碑板（タイ語と

日本語・イギリス語）も壁に設置されている。（写

真－44）

写真－40　 ホアランポーン駅６番線の列車出発案内。この
列車は10時10分発のバンコク東部チャチェーン
サオ行きである。（2011年８月６日）

写真－38　 バンコクの中央駅であるホアランポーン駅の正
面。国王の肖像画が飾られ、タイの国旗がはた
めいている。（北を見る。2011年８月６日）

写真－39　 ホアランポーン駅の大広間（コンコース）には
列車を待つ人たちの椅子がたくさん並んでいる。
ここにも正面に国王の肖像画がある。この日は
本の特売（左）をしていた。（2011年８月６日）

写真－41　 ホアランポーン駅のホームでは、男女４人が汚
れたサボを水洗いしていた。（2011年８月６日）
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　MRTホアランポーン駅の自動券売機でペチャブ

リ駅までの ICトークンを29バーツ（約75円）で購入。

ここでも保安検査を受けて地下ホームへ。３両編成

のMRT電車の混雑は以前と同じくらいに感じる

が、土曜日の午前中なので、平日はもっと多いだろ

う。約15分の乗車で10時42分にペチャブリ駅に到着。

（写真－45）

　ここから地上に出ると、空港連絡鉄道のマッカサ

ン駅（高架駅）が目の前に見える。そこまで炎天下

を５分ほど歩く。巨大な駅舎に入ると、冷房がよく

きいていて、暑いバンコクでは最大のサービスであ

る。マッカサン駅には、空港と同じチェックイン機

能があるが、確認する時間はなかった。（写真－

46）

　ここでも急行と普通の乗降口は分かれており、空

港方面の２駅先のホアマーク駅までの普通（City 

Line）用の円形プラスチック製 ICトークンを20

バーツ（約50円）で購入し、ホームにあがる。マッ

カサン駅の構造は２面４線で、同一ホームの西側を

急行、東側を普通が使用しており、その間は壁で仕

切られている。また急行用ホーム部分にはホーム=

ドアが設置されている。待っていると、パヤタイ駅

発の急行が高速で空港に向けてホームを通過する。

　11時８分発の普通電車に乗車。運賃が安いせいか、

大勢の空港客が利用していて満員だ。急行と同じ車

両を使用しているが、座席はロング=シートを採用

写真－45　 MRTの車内。土曜日の午前中なのでそれほど混
雑していない。（ホアランポーン駅→ペチャブリ
駅間。2011年８月６日）

写真－42　  ホアランポーン駅に停車中のディーゼル機関車
牽引の旅客列車（右）と気動車（左）。（南を見る。
2011年８月６日）

写真－43　 ホアランポーン駅の構内案内図。頭端式ターミ
ナルのホアランポーン駅には12番線まである。

（2011年８月６日）

写真－44　 バンコクのMRTが日本の資金援助により建設され
たことを知らせる碑板。（2011年８月６日）
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している。そろそろ空港に戻る時間が気になってき

たので、ホアマーク駅まで行かずに、隣のラームカ

ムヘン駅で下車。ラームカムヘン駅から普通電車で

空港に戻ることも考えたが、やはり急行で一気に空

港に行きたいので、パヤタイ駅へ向かうことにした。

運賃は25バーツ（約65円）（写真－47）

　ラームカムヘン駅の西行きホームにあがり、空港

に向かう急行や普通電車の写真を撮っていたら、駅

の男性警備員からタイ語で注意された。たぶん、通

過列車が高速で走行するのでホームの端は危険だと

言ったのだと思う。ここも駅の照明が昼間はついて

おらず、薄暗い。（写真－48）

　11時50分、ラームカムヘン駅を普通電車は出発。

車内は空港からの航空機利用客が大勢乗っており、

通路もいっぱいである。少し時間がかかっても安い

のと、運行頻度が多いためであろう。車内の案内放

送は、女性のテープ音声によりイギリス語・タイ語

の順に流れる。バンコク都心部の高層ビル群を眺め

ながら11時58分にパヤタイ駅に到着。このパヤタイ

駅は相対式の２面２線で、南側のホームを急行、北

側のホームを普通が使用する構造になっている。

　これですべての調査予定を消化し、スワンナプー

ム国際空港へ急行で戻ることにした。だが、ちょう

ど12時に急行が発車したばかりだったので30分待た

ざるを得なかった。羽田空港への帰国便は14時20分

発のタイ航空（TG）660便だったので、２時間前に

は空港に着けないが何とかなるだろうと思い、パヤ

タイ駅の中にある椅子に座って待つ。

　急行が到着したあと、12時20分にホームにあがる

ことができ、乗車する。５分遅れの12時35分に出発。

空港の手前で少し停車したため12時54分にスワンナ

プーム国際空港に到着した。このあと、預けておい

たスーツケースを100バーツ（約260円）払って引き

取り、４階の出発カウンターで手続きをし、予定通

りTG660便に搭乗して帰国した。（写真－49、写真

－50、写真－51、写真－52）

便利になったバンコクの都市鉄道

　かつてのバンコクは、慢性的かつ絶望的な自動車

渋滞のため世界最悪の都市交通とも言われた。どこ

に行くにも大渋滞を覚悟しなくてはならず、到着時

間が読めなかった。その改善策として都市鉄道の建

写真－46　 空港連絡鉄道（SARL）のマッカサン駅。２面４
線の高架駅である。（西を見る。2011年８月６日）

写真－47　 空港連絡鉄道（SARL）の普通（City Line）は、
運賃が安いせいかよく利用されている。（マッカ
サン駅→ラームカムヘン駅間。2011年８月６日）

写真－48　 空港連絡鉄道（SARL）のラームカムヘン駅に停
車するパヤタイ駅行き普通（City Line）電車。（東
を見る。2011年８月６日）
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設が今から20年以上前に計画され、1992年２月にバ

ンコクで都市鉄道セミナーが開催された時、私も「地

下鉄の建設費・運営費低減策」について発表した。

　その後、2000年には、都市交通の改善を目的とし

たバンコク首都圏鉄道マスター=プラン（総合計画）

策定作業があり、バンコクで３か月弱働いた。その

ときの鉄道マスター=プランの目玉のひとつが、ス

ワンナプーム国際空港（当時は「SBIA=第２バン

コク国際空港」と呼んでいた）と都心とを結ぶ空港

連絡鉄道であった。それ以外にBTSの延伸や地下

鉄の新設なども計画に盛り込んだ。こうして完成し

たバンコク首都圏鉄道マスター=プランはタイ政府

に提出された。

　今回、バンコクの都市鉄道に乗車してみて、当時

決めた計画が着実に実施され、大勢のタイの人たち

が利用しているのを見ると、鉄道技術者として嬉し

く思う。また、わずか８時間ほどでもバンコクの主

要地区を何か所も訪れることができ、しかも渋滞の

精神的ストレスはまったくなかった。都市鉄道が整

備されると、都市交通がここまで改善されるのかを、

バンコクの事例を通して改めて痛感した。

 （2013年１月６日記）

写真－49　 バンコクの都心部に建ち並ぶ高層ビル群。（東を
見る。2011年８月６日）

写真－50　 急行（Express）に設置されている多目的トイ
レと跳ね上げ式の座席。（2011年８月６日）

写真－51　 スワンナプーム国際空港の搭乗口への通路。（東
を見る。2011年８月６日）

写真－52　 バンコク発14時20分の羽田行きタイ航空（TG）
660便。（2011年８月６日）
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Ｓ　6-20　SUBWAY 148号　初校　６月21日

１．はじめに

　今年の秋、日本の総氏神・伊勢神宮で「第六十二

回神宮式年遷宮」が行われます。式年遷宮とは20年

に一度、社殿を新しく造り替え、神様の衣服や調度

品である御装束神宝もすべて新調して、神様に新宮

へとお遷りいただく伊勢神宮最大・最重要の神事で、

国家の永遠の平安を祈ります。

　飛鳥時代に天武天皇が定め、次の持統天皇が第１

回目のご遷宮を行って以来、1300年もの間、連綿と

繰り返されてきました。

　この伊勢神宮の鎮座する伊勢志摩は、当社沿線の

最重要観光エリアです。今回の沿線散策では、当社

と伊勢神宮の関わりや、式年遷宮に向けての当社の

取り組み、伊勢志摩をめぐる企画乗車券、伊勢志摩

の魅力あふれる観光スポットなどをご紹介します。

２ ．伊勢神宮の歴史と参宮街道に沿っ

た当社の路線

　古くから「お伊勢さん」と親しまれている伊勢神

宮は、正式には「神宮」といい、皇大神宮（内宮）

と豊受大神宮（外宮）を中心とする125の宮社から

なっています。内宮正宮のご祭神・天照大御神（あ

まてらすおおみかみ）が鎮座されたのは約2000年前。

その約500年後、外宮のご祭神である豊受大御神（と

ようけのおおみかみ）を呼び寄せられました。天照

大御神のご鎮座以来、伊勢神宮は“日本人の心のふ

るさと”として、変わらぬ姿でそこにあります。

　一般庶民のお伊勢参りがさかんになったのは、江

戸時代のことです。人々は「お伊勢さん」に憧れ、

全国から歩いて伊勢をめざしました。伊勢神宮への

参拝道は「伊勢参宮街道」と呼ばれ、大いににぎわ

いました。

　そんな街道のひとつ、東海道から日永の追分（四

日市市）を分岐点に伊勢へと南下した街道は、現在

の近鉄名古屋線、山田線にほぼ沿っています。また、

西からは青山峠を越えて伊勢へと至る街道があり、

その道に寄り添うように、現在の近鉄大阪線がのび

ています。

　旅が徒歩から鉄道へと変わった今、かつての参宮

街道の役割を担うのが当社線です。お伊勢参りのお

客様を日々、伊勢へとご案内しています。

伊勢神宮内宮宇治橋

平成25年秋「第六十二回神宮式年遷宮」
新しい観光特急で平成のお伊勢参りへ

近畿日本鉄道　営業企画部（宣伝）

川上　強志

● ● ● ● ●
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東松戸 ゆいの花公園

３ ．神宮式年遷宮に合わせて、３月21日

（木）、観光特急「しまかぜ」を運行開始

観光特急「しまかぜ」

　近鉄では、今年秋に行われる「第六十二回神宮式

年遷宮」に合わせて、大阪・名古屋と伊勢志摩を結

ぶ観光特急「しまかぜ」の運行を開始します。

　６両編成の車両は、伊勢志摩の晴れやかな空をイ

メージして、ブルーを基調にカラーリング。車内の

シートは、すべてデラックスカー仕様の３列配置で、

座席の前後間隔は私鉄最大の125cmを確保しまし

た。シートには本革を使用し、ふくらはぎを支える

電動レッグレストを装備しているほか、背もたれに

鉄道車両として初めてエアクッションを設置。腰部

の堅さを調整するランバーサポート機能やリラク

ゼーション機能も備えています。

和風個室（３～４人用）

　また、サロン席、和風個室、洋風個室を選べるグ

ループ席や、沿線の名産品を使用した軽食が楽しめ

るカフェ車両もあります。さらに専属アテンダント

によるきめ細かなサービスで、上質のくつろぎとと

もに伊勢志摩へのプレミアムな旅をお客様にご提供

します。

４ ．ご遷宮ムードを盛り上げる写真

展などを展開

　新しい観光特急のほかにも、近鉄では、沿線のお

客様に伊勢神宮と式年遷宮について広く知っていた

だき、ご遷宮ムードを盛り上げるため、昨年からご

遷宮をテーマとした写真展を展開しています。

　広告・ファッションフォトの第一人者で、伊勢神

宮の奉納写真家でもある宮澤正明氏の作品を集めた

写真展「伊勢神話への旅」を、近鉄主要駅などで開

催し、氏独自の視点で切り取られた伊勢神宮の神秘

的な風景をたくさんのお客様にご観覧いただきまし

た。また、宮澤氏の写真を使用したポスターを掲出

するステーションフォトギャラリーも、近鉄主要駅

で展開しています。

３列プレミアムシート

洋風個室（３～４人用）
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５ ．伊勢・鳥羽・志摩スーパーパスポート

“まわりゃんせ”を２月１日（金）から発売

まわりゃんせ

　伊勢・鳥羽・志摩スーパーパスポート“まわりゃ

んせ”は、その名の通り、伊勢志摩をおトクにまわ

ることができる大変便利なきっぷです。近鉄では、

2013年度版を２月１日（金）から発売します。

⑴　発売期間

　平成25年２月１日（金）～平成26年３月31日（月）

⑵　ご利用期間

　平成25年３月１日（金）～平成26年５月３日（祝）

⑶　発売金額　おとな9,500円・こども5,200円

⑷　セット内容

　・ 発駅から伊勢志摩までの往復乗車券＋往復特急

券

　・ 伊勢志摩エリアで近鉄電車・特急、バス、船が

乗り放題

　・ 伊勢志摩エリアの29の観光施設に入場・入館

OK

　・ 手荷物無料配送、ニッポンレンタカー約30％割

引、温泉日帰り入浴割引などおトクな特典

　・ 伊勢神宮内宮と伊勢志摩近鉄リゾート各ホテル

を結ぶバス「パールシャトル」に乗車OK（片

道１回・事前予約制）

ステーションフォトギャラリー

宮澤正明氏写真展
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⑸　発売場所

　近鉄主要駅（伊勢中川以西・以北の特急券うりば

のある駅）、阪神三宮駅、近畿日本ツーリストグルー

プ、JTB・日本旅行各グループ　ほか

　先にご紹介した観光特急「しまかぜ」には、“ま

わりゃんせ”にプラス700円～1,000円でご乗車いた

だけます。また、オプションとして、プラス5,300

円で、人気の観光スポットをめぐる観光タクシー１

台（４名まで）をご利用いただくこともできます。

６．伊勢志摩の魅力あふれる観光スポット

　気候が温暖で、美しい海に抱かれた伊勢志摩には、

魅力あふれるスポットがたくさんあります。今回お

すすめしたいのは、志摩エリア。志摩の観光につい

て、下記にご紹介します。

⑴　志摩スペイン村パルケエスパーニャ

　　（鵜方駅→直通バス約13分）

　スペインをテーマとしたテーマパーク。３月１日

（金）からは、新アトラクション＆新エンターテイ

メントが一気に登場します。「フェリスクルーズ」

はボートに乗って、伝説の楽園・フェリス島をゆっ

たりめぐるアトラクション。ほかにも、実際にスペ

インを訪れているような気分になれるカンブロン劇

場の新作映像ソフト「スペイン世界遺産紀行～中世

へのいざない～」や、新ストリートミュージカル「エ

ンシエロ！」、新演出のフラメンコショー「フラメ

ンコライフ」などで、スパニッシュな体験をたっぷ

り楽しめます。

新アトラクション「フェリスクルーズ」

⑵　志摩マリンランド（賢島駅下車徒歩約２分）

　海の生きものを身近に感じられる水族館です。

ゲートを入ると、かわいいペンギンたちが迎えてく

れます。このペンギンとふれあって記念撮影もでき

る「ペンギンタッチ」（土・日・祝日と春休み、ゴー

ルデンウィーク、夏休み）が大人気。また、大きな

体でのんびりと泳ぐマンボウにも癒されます。

志摩マリンランド

⑶　賢島エスパーニャクルーズ

　　（賢島駅下車徒歩約２分）

　スペイン大航海時代の帆船型遊覧船に乗って、リ

アス式海岸のあご湾をめぐります。入り組んだ優美

な海岸線や緑の島々を間近に眺めながら、爽やかな

潮風に吹かれる１周約50分の船旅です。途中寄港す

る真珠モデル工場では、真珠の母貝・アコヤ貝への

核入れ作業が見学できます。

賢島エスパーニャクルーズ「エスペランサ」

⑷　伊勢志摩近鉄リゾート／伊勢志摩温泉

　伊勢志摩は良質の天然温泉が沸き出す温泉どこ

ろ。なかでも志摩市内に点在する「伊勢志摩温泉」は、

それぞれが異なる自家源泉を持ち、その泉質もさま
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ざまです。海を目の前に望む露天風呂など、伊勢志

摩ならではのロケーションも自慢のひとつ。当社グ

ループの宿泊施設である伊勢志摩近鉄リゾートに

は、「伊勢志摩温泉」を楽しめる３施設を含め、全

部で６つの宿泊施設があります。

　また、３月１日からは、伊勢神宮内宮と伊勢志摩

近鉄リゾート各ホテルを結ぶ直行バス「パールシャ

トル」を運行。（片道：500円、事前予約制）伊勢と

志摩がさらに近くなります。

●志摩観光ホテル クラシック

　（賢島駅下車徒歩約５分、シャトルバス２分）

　皇室や国内外の賓客をゲストに迎えてきた歴史あ

るホテル。「黒鮑ステーキ」や「伊勢海老のクリー

ムスープ」はホテルの代名詞ともいえる料理です。

●志摩観光ホテル ベイスイート

　（賢島駅下車徒歩約10分、送迎車３分）

　全客室が広さ100㎡以上のスイートルームです。

最上階のレストラン「ラ・メール」では、伝統の中

に最新の技法を取り入れた海の幸フレンチが味わえ

ます。

●プライムリゾート賢島

　（賢島駅→シャトルバス約７分）

　白壁やオレンジ瓦など、スパニッシュスタイルで

デザインされた地中海風リゾートホテル。ミネラル

たっぷりで体にやさしい“水のフランス料理”が人

気です。

●賢島宝生苑

　（賢島駅→シャトルバス約３分）

　あご湾に面した和風リゾート。庭園露天風呂「朝

なぎの湯・夕なぎの湯」は手が届きそうなほど近く

に海が眺められます。また、“美人の湯”としても

評判。

●ホテル近鉄 アクアヴィラ伊勢志摩

　（賢島駅→シャトルバス約25分）

　緑豊かなともやま公園の高台に建つリゾートホテ

ルです。伊勢志摩温泉「ともやまの湯」や温浴施設

「アクアパレス」で癒しのひとときを過ごせます。

●ホテル志摩スペイン村

　（鵜方駅→直通バス約13分）

　パルケエスパーニャに隣接した白亜のリゾートホ

テルです。伊勢志摩温泉「ひまわりの湯」の露天風

呂からは、波静かな伊雑ノ浦（いぞうのうら）を一

望できます。

７．おわりに

　伊勢神宮の式年遷宮が行われる平成25年は、20年

に一度しかない特別な年です。この式年遷宮に合わ

せて、より多くの方に伊勢志摩を訪れていただける

よう、当社ではさまざまな取り組みを行っています。

　新しい観光特急「しまかぜ」や伊勢・鳥羽・志摩

スーパーパスポート“まわりゃんぜ”をご利用いた

だき、この機会にぜひ、伊勢志摩へお越しください。

賢島宝生苑「夕なぎの湯」

ホテル近鉄　アクアヴィラ伊勢志摩「ともやまの湯」

ホテル志摩スペイン村「ひまわりの湯」
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１．はじめに

⑴　本稿のねらい

　本稿は、国土交通省の地下鉄整備補助制度のあら

ましを、同省の委託を受けて、補助金の交付を実際

に行う独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機

構（以下「同機構」という。）が定める取扱要領に沿っ

て紹介しようとするものである。本稿の内容は、同

省及び同機構の見解ではなく、あくまで筆者の見解

であることをお断りする。

⑵　地下鉄整備補助制度の独特の仕組み

　同省の地下鉄整備補助は、国土交通大臣（以下「大

臣」という。）が地下鉄事業者に直接補助金を交付

するのではなく、大臣が同機構を通じて地下鉄事業

者に補助金を交付するという仕組みになっている。

この点で一般的な補助制度と仕組みが異なる。即ち、

補助金の交付申請、工事の実績報告、概算払いの請

求などは、地下鉄事業者が同機構に対して行い、同

機構は、各地下鉄事業者から出てきた申請等を取り

まとめ、全事業者分を大臣に申請、請求する。また、

補助金の交付決定通知、額の確定通知、概算払いな

どは、大臣が全事業者分をまとめて同機構に対して

行い、各地下鉄事業者は、同機構から交付決定通知

等を受ける。つまり、地下鉄補助金については、そ

の交付事務を大臣が同機構に全面的に委託する仕組

みとなっており、地下鉄事業者と大臣が直接に請求

や通知をすることは、例外的な場合を除いて無い。

（図１）

　このため、地下鉄事業者が順守を求められるのは、

同機構が定めている次の取扱要領及び運用方針であ

る。従って、本稿は、同省の地下鉄整備補助制度の

あらましを同機構の取扱要領及び運用方針に沿って

紹介する。

○ 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構地

図１　地下鉄事業者と鉄道・運輸機構と国土交通大臣の関係

国土交通省の
地下鉄整備補助制度のあらまし

社団法人　日本地下鉄協会　理事長

　武林　郁二
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講座

下高速鉄道整備事業費補助取扱要領（制定：平成

15年機構規程第122号、第２次改正：平成22年機

構規程第40号）（以下「要領」という。）

○ 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構地

下高速鉄道整備事業費補助取扱要領に関する運用

方針（制定：平成15年機構規程第123号、第２次

改正：平成22年機構規程第41号）（以下「運用方針」

という。）

　（注） この要領及び運用方針は、同機構のホーム

ページの「業務案内＞鉄道の助成＞関係法

令・規程等＞地下高速鉄道整備事業費補助」

に掲載されている。

　 　なお、同省は、大臣から同機構への補助金の交

付等について、次の交付要綱等を定めており、上

記の同機構の要領及び運用方針は、この交付要綱

等に沿ったものとなっている。

○ 地下高速鉄道整備事業費補助交付要綱（制定：平

成４年２月17日鉄財第24号）

○ 地下高速鉄道整備事業費補助に関する運用方針

（制定：平成４年２月17日鉄財第25号）

⑶　説明の省略

　同省の要綱及び同機構の要領には、既に建設工事

を終え、開業している準公営事業者（いわゆる第三

セクター）の路線及び東京都営大江戸線について特

例措置が定められているが、これらについては、説

明を省く。

２．適用法令

　地下鉄の建設又は改良のための補助金は、「地下

高速鉄道整備事業費補助」の名称を付されているが、

要領及び運用方針のなかでは、単に「補助金」と略

称されている（要領第１条）。本稿では、「地下鉄補

助金」と略称する。

　前述したように、地下鉄補助金は、独立行政法人

鉄道建設・運輸施設整備支援機構法（平成14年法律

第180号）第12条第２項第１号により、国から同機

構を通じて交付されることになっている。このため、

地下鉄補助金には、同機構法及び同法施行令の適用

があり、また、同機構法が第24条において補助金等

に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年

法律第179号）中の10条を準用していることから、

この10条も同機構法の一部として適用される。従っ

て、地下鉄補助金には、同機構法及び同法施行令並

びに同機構法が準用する補助金等適正化法の規定及

びその規定に関する補助金等適正化法施行令が適用

される。要領は、これらの法令の定めを補足し、具

体化するものであり、運用方針は、要領の細目を定

めるものである（要領第１条、第２条、運用方針前

文）。

３．補助対象路線

⑴ 　地下鉄補助金の交付の対象となる路線（補助対

象路線）は、次の３要件を満たすものである（要

領第４条）。

　① 　地下高速鉄道事業者の建設する　②地下高速

鉄道であって、　③あらかじめ当該路線の許可

又は特許に際して補助対象として選定された路

線

　以下、これらの要件の定義を示す。

⑵　地下高速鉄道事業者

　要領は、第３条第２項において、地下高速鉄道事

業者を次のものと定めている。

　①　東京地下鉄株式会社（旧帝都高速度交通営団）

　②　地下高速鉄道事業を営む地方公共団体

　③ 　地下高速鉄道事業を営む準公営の事業者（い

わゆる第三セクター）であって、次のイ又はロ

に該当するもの

　　イ 　地方公共団体から出資総額の２分の１以上

の出資を受けているもの、又は

　　ロ 　開業時における地方公共団体からの出資が

出資総額の２分の１以上若しくは要領別表２

に定める出資比率以上になることが、補助金

交付時において確実であると認められるもの

⑶　地下高速鉄道

 　要領は、第３条第１項において、地下高速鉄道を

次のように定義している。

 　「都市及びその周辺において通勤通学輸送を目的

として建設される鉄道（軌道を含む。）であって、

主として地下に建設されるもの」

　ここに言う「鉄道」とは、鉄道事業法（昭和61年

法律第92号）にいう鉄道であり、「軌道」とは、軌

道法（大正10年法律第76号）にいう軌道である。

　また、「主として地下に建設されるもの」である

から、一部が地上に線路があっても全線が地下高速

鉄道となる。

　なお、鉄道・運輸機構法第12条第２項第１号は、
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補助金の交付対象を「都市鉄道」としており、同法

第４条第５号は、都市鉄道を「①東京都、大阪市及

び名古屋市並びにその周辺の地域、並びに②札幌市、

福岡市、広島市及び仙台市並びにその周辺の地域」

における旅客輸送の需要に応ずる鉄道（軌道を含

む。）」と定義している。従って、要領の「地下高速

鉄道」は、同法の「都市鉄道」の範囲内である必要

がある。（cf．同法第４条第４号、同法施行令第１条、

第２条）

⑷　事前の補助採択

　その路線について鉄道事業法による許可又は軌道

法による特許を受ける際に、あらかじめ、補助対象

として大臣から選定されている路線でなければなら

ない。つまり、許可又は特許を受けた後においては、

補助の対象とならない。

⑸　補助対象整備事業費

　補助対象路線の整備に必要な経費のうち、地下鉄

補助金の交付の対象として同機構が認める経費、即

ち、補助対象整備事業費の具体的内容については、

要領第５条第１項に定められている（次項参照）。

４．補助対象整備事業費

⑴　補助対象事業

　補助の対象となる整備事業は、補助対象路線につ

いての次の３つの事業である（要領第５条第１項）。

　①　新線建設、並びに

　②　営業開始後に行う耐震補強、及び

　③　営業開始後に行う大規模改良

 　なお、③の大規模改良は、次の３つのものに限ら

れる。

　　イ 　要領別表１に定める「輸送力増強を目的と

する大規模改良工事」

　　ロ 　要領別表１に定める「駅施設の大規模改良

工事」

　　ハ 　要領第５条第２項に定める「鉄道施設の空

間利用を高度化するための基盤施設としての

構造とするための大規模改良」

 　ただし、東京地下鉄株式会社の行う整備事業につ

いては、「駅施設の大規模改良工事」だけが補助対

象事業となる（要領第４条第２号）。

⑵　駅施設の大規模改良工事の内容

　「駅施設の大規模改良工事」は、次のいずれか該

当するものである（運用方針第４第２項）。

　① 　エレベータ、エスカレーター、階段昇降機、

車椅子対応トイレ、電光式旅客案内表示装置及

び転落防止柵の整備を目的とする大規模改良工

事

　②　ａ ．列車運行の遅延拡大の防止、輸送障害時

等における運行の早期回復を図るため、駅

構内における円滑な列車の運行に資するも

のとして行う線路の変更を目的とする大規

模改良工事、又は　

　　　ｂ ．駅における円滑な旅客の流動の確保に資

するものとして行う施設の整備を目的とす

る大規模改良工事

⑶　補助対象整備事業費の額

　補助対象整備事業費（以下「補助対象事業費」と

略する。）の額は、各事業年度（４月１日～翌年３

月31日）について、次の算式により算出した額（Ｂ）

である（要領第５条第１項）。

　① 　新線建設並びに耐震補強及び大規模改良（駅

施設の大規模改良工事に限る。）の場合

　　　Ａ＝（各事業年度に支出した事業費の合計額）

　　　　　－ （総係費 ＋ 建設仮勘定利子に相当す

る額）

　　補助対象事業費の額（Ｂ）

　　　　　＝ Ａ × 102％ × 80％ × 90％

　② 　大規模改良（駅施設の大規模改良工事を除

く。）の場合

　　補助対象事業費の額（Ｂ）

　　　＝①のＢにさらに50％を乗じて得た額

　（注） 「総係費」とは、直接的工事費ではない諸経

費である。「建設仮勘定利子に相当する額」

とは、「工事のためにする借入れの利子」で

ある。

　なお、車両の購入費は、補助対象事業費の算定基

礎となる事業費に含めない（運用方針第４第１項）。

５．補助金額

　補助金の額は、補助対象事業費の額の35％（補助

率）に相当する金額であり、工事を行った事業年度

に交付される。

　但し、同機構の補助金の額が地方公共団体から地

下鉄事業者に交付される補助金額を上回ることとな
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る場合は、地方公共団体からの補助金額の範囲内と

なる（要領第６条第１項、第２項）。

（参考）地方公共団体の補助及び出資

　国が同機構を通じて地下鉄補助金を交付する事業

には、その路線の在る地方公共団体からも補助が行

われることになっている。この補助は、補助対象事

業費、補助率とも上記の同機構の補助と同じである

が、補助対象事業費については、同機構と異なり、

最後の「×90％」はない。従って、地方公共団体の

補助額の方が10％多い。

　また、地下鉄事業者が地方公共団体である場合、

即ち公営地下鉄である場合には、補助のほかに、出

資が行われることになっている。出資の額は、上記

Ａの20％である。公営地下鉄の場合の補助及び出資

は、地方公共団体の一般会計から公営地下鉄を経営

する会計に対し行われることになる。（図２）

６．補助金の交付決定

⑴　交付の申請

　地下鉄事業者（＝地下高速鉄道事業者）は、補助

金の交付を申請するときは、年度毎に、地下高速鉄

道整備事業費補助交付申請書（要領第１号様式）に

その年度の申請金額を記載し、地下高速鉄道整備事

業費見込表（要領第２号様式）を添付して同機構に

提出しなければならない（要領第７条）。

⑵　交付決定及び通知

　同機構は、前項の交付申請書の提出があったとき

は、これを審査し、交付決定を行う。交付決定は、

交付対象事業、補助金の額、補助の条件及び補助交

付申請の取下げ期限を記載した地下高速鉄道整備事

業費補助の交付決定通知書（要領第５号様式）によ

り申請した地下鉄事業者に通知される（要領第８条

第１項）。

⑶　交付申請の取下げ

　交付決定の通知を受けた地下鉄事業者は、交付決

定の内容又は補助の条件に不服があるときは、交付

決定通知書に記載された期日までに同機構に書面を

提出することにより、補助金の交付申請を取り下げ

ることができる（要領第11条）。

⑷　交付決定の変更

　補助金の交付決定を受けた地下鉄事業者は、交付

決定の変更を受けたいときは、同機構に交付決定変

更申請書（要領第７号様式）を提出することができ

る（要領第９条）。同機構は、この変更申請書を審

査し、交付決定の変更を行い、交付決定変更通知書

（要領第８号様式）により、変更を申請した地下鉄

事業者に通知する（要領第10条）。

７．地方公共団体からの補助金との調整

　上記５の但し書のとおり、同機構の交付する補助

金の額は、地方公共団体からの補助金の額の範囲内

となる。このことを確保するため、

　イ 　同機構は、補助金の交付予定額を算出したと

きは、補助金を交付すべき地方公共団体に対し、

書面（運用方針第１号様式）によりその地方公

共団体負担分の補助金の額を通知する（同第８

前段）。

　ロ 　同機構は、６⑷の交付決定の変更、８⑶の補

助金の額の確定を行ったときにも、地方公共団

体に対し、書面（同第２号様式）により通知す

る（同第８後段）。

　ハ 　地下鉄事業者は、地方公共団体から補助金の

図２　地下鉄建設、改良費の財源（公営地下鉄の場合）
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交付を受けたときは、書面（同第３号様式）に

より同機構に報告することが求められる（同第

９）。

８．補助金の交付方法

⑴　状況報告書

　地下鉄事業者は、毎四半期の工事の施工実績を記

載した状況報告書を前四半期終了後10日以内に同機

構に提出しなければならない（要領第14条第１項、

第９号様式）。

　このほか、地下鉄事業者は、同機構から要求があっ

た場合には、いつでも状況報告書を提出しなければ

ならない（要領第14条第２項）。

⑵　概算払い

　地下鉄事業者は、各四半期の終了後、前項の状況

報告書に記載した工事実績を基に、同機構に地下高

速鉄道整備事業費補助概算払請求書（要領第14号様

式）を提出して、補助金の概算払いを受けることが

できる（要領第17条）。概算払いを受けることがで

きる額は、交付決定額の９割が上限である。

⑶　実績報告書

　地下鉄事業者は、補助金交付決定の対象事業をそ

の事業年度内に完了し、完了後１月を経過した日又

は翌年度の４月10日のうち、いずれか早い日までに

地下高速鉄道整備事業完了実績報告書（要領第10号

様式）を同機構に提出しなければならない（要領第

15条本文）。

　但し、交付決定の対象事業の全部がその事業年度

内に完了しないときには、翌年度の４月20日までに

地下高速鉄道整備事業年度終了実績報告書（要領第

12号様式）を同機構に提出しなければならない（同

条但し書）。

⑷　補助金の額の確定

　同機構は、前項本文の完了実績報告書の提出が

あったときは、これを審査し、補助事業の実施の成

果が補助金の交付決定の内容に適合すると認めたと

きは、補助金の額を確定し、その額を地下高速鉄道

整備事業費補助の額の確定通知書（要領第13号様式）

により地下鉄事業者に通知する（要領第16条）。

　なお、前項但し書の年度終了実績報告書の提出が

あったときは、補助金の額の確定は行われず、その

後に完了実績報告書の提出があった後に行われる。

但し、第４四半期までの施工実績に基づき⑵の概算

払いを行うことは、あり得る。

　その年度に未払いとなった国の補助金の財源は、

財務大臣の承認を受ければ、翌年度に繰り越される

（財政法第43条）。

⑸　補助事業の実績額の確定基準

　補助事業の実績額の確定は、当然、一般に適正と

認められる会計基準により計算されるが、地下高速

鉄道整備事業に特有の計算基準が運用方針第２に定

められおり、補助事業の実績額の確定においては、

この計算基準が優先して適用される。特有の計算基

準を例示すると、次のとおり。

　① 　あらかじめ計画に含まれていた工事費等は、

開業後に支出されたものについても実績額に算

入する。

　② 　使用済みとなった工事用の機械装置、工具類

の時価（その時点の見積もり価額）は、実績額

から控除する。

　③ 　職員宿舎の取得費、開業準備費用など地下高

速鉄道の直接的な整備費用と認められない費用

は、実績額から控除する。

　④ 　一般管理費など未開業線の建設と既開業線の

営業に区分しがたい費用は、建設費（建設利子

を除く。）と営業費（減価償却費を除く。）の比

率により実績額に按分する。

⑹　補助金に関する整理

　地下鉄事業者は、補助金について収入及び支出に

関する帳簿を備え、他の経理と区分して補助金の使

途を明らかにしておかなければならず、また、この

帳簿とともに、その内容を証する書類を整理して、

補助事業が完了した日の属する年度の末から５年間

保存しなければならない（要領第18条）。

　このように、要領には、法令に明示的根拠が無い

義務付け規定が少なからずあるが、「要領に従わな

ければならないこと」は、地下鉄補助金の交付決定

に付する条件となっており、この旨が補助金交付決

定通知書に補助条件として明記されているため、地

下鉄事業者は、これらの規定に従う義務がある（要

領第12条第１項第１号、第５号様式の記３⑴）。

９．利益の返納

　地下鉄補助金の交付を受けた地下鉄事業者は、補
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助対象路線の営業を開始した日の属する年度から10

年以内の年度に、その路線から利益が生じた場合は、

翌年度に、その利益の額の４分の１を、交付を受け

た補助金の総額に達するまで、同機構を通じて国に

返納しなければならない（要領第12条第１項第２

号）。

　この利益の有無は、単年度で計算されるので、累

積欠損があっても利益の返納が必要となるが、減価

償却費が費用に算入されるため、開業年度を含む10

年度以内に利益が生じるケースは、まれであろう。

　この利益返納を担保するため、地下鉄事業者は、

補助対象路線の営業を開始した日の属する年度の翌

年度から10年間、毎年６月10日までに、補助対象路

線毎に前年度に係る利益額計算書（要領第３号様式）

を同機構に提出しなければならない。但し、交付を

受けた補助金の総額に相当する利益を納付し終えた

年度の翌年度以降は、この限りでない（要領第12条

第１項第３号）。

　各補助対象路線の利益の額の算定基準について

は、要領第13条及び運用方針第３に定めがある。

　上記の利益返納の義務及び利益額計算書の提出の

義務は、補助の条件とされ、補助金交付決定通知書

に明記される（要領第12条第１項、第５号様式）。

なお、補助金適正化法第７条第２項は、補助事業か

ら生ずる利益の返納を補助の条件とすることを認め

ている。

　なお、上記により利益を返納しなければならない

年度に、その地下鉄事業者に地下鉄補助金を交付す

る場合には、返納に代えて、当年度の補助金から返

納すべき額を控除した額が交付される（運用方針第

１）。

10．補助金により取得した財産の処分制限

　地下鉄事業者は、補助金により取得し、又は価値

の増加した財産（注１）については、補助事業の完

了後も、同機構理事長が別に定める期間（注２）を

経過するまでは、同機構理事長の承認を受けないで、

補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、貸し

付け、又は担保に供してはならない。ただし、交付

を受けた補助金の総額に相当する金額を同機構を通

じて国に納付したときは、これらの制限は外れる（要

領第19条）。

（注１） この財産は、補助金適正化法施行令第13条

第１号から第３号までに掲げる不動産及び

これに類する財産のほか、同条第４号及び

第５号に基づき同機構理事長が定める財産

に限られるが、同機構理事長は、「処分制限

財産及び処分制限期間を定める規程（略称）

（平成22年11月18日）」により、この財産を

什器に至るまで広範囲に定めている。

（注２） 同機構理事長が定める処分制限期間は、上

記の規程において、財産の種別に応じて定

められている（運用方針第６）。例えば、軌

道の道床及び鉄筋コンクリート造りのトン

ネルは、最長の60年、鉄骨造り停車場用建

物は38年である。 
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TOPICS
MEMBERSHIP

会員だより
各事業者の情報から当協会が編集しています

　

京都市営地下鉄の看板娘『太秦　萌』の
Facebookを始めます！

京都市交通局

　この度、地下鉄５万人増客に向けたオリジナル応

援キャラクター「太秦　萌」が、世界最大のソーシャ

ルネットワーキングサービス（SNS：会員制交流

サービス）Facebookを始めますので、お知らせし

ます。

　Facebookでは、地下鉄・市バス沿線の萌ちゃん

おすすめのグルメ情報や観光スポットの紹介など、

地下鉄・市バスに乗って足を運んでもらえるように、

より身近で楽しい情報を発信します。

１．Facebook開設日

　平成25年１月18日　金曜日から

２．利用方法

　http://www.facebook.com/kikaku.jからアク

セス

３．発信内容

　地下鉄、市バス沿線のおすすめグルメ情報、観光

スポット、イベント情報など

 

氏　名　太秦　萌　（うずまさ　もえ　17歳）

身　長　158cm

体　重　47kg

性　格　元気で活発、真面目だが天然な部分もある。

　　　　頑張っている人を自然と応援してしまう。

「江戸再発見！浮世絵スタンプラリー
～富士山編～」を開催

東京地下鉄株式会社

　東京メトロでは、「江戸再発見！浮世絵スタンプ

ラリー～富士山編～」を２月23日（土）の「富士山

の日」に合わせて平成25年２月15日（金）～平成25

年３月17日（日）まで開催します。

　今回は、「東京メトロが走っている場所は、かつ

て江戸の町だった」をテーマに、浮世絵に描かれた

「かつて富士山を望めた場所」を巡り、浮世絵と現

在の姿を同時に楽しみながら東京メトロ沿線を散策

していただくスタンプラリーです。

　スタンプ設置駅は、歌川広重、葛飾北斎の作品か

ら選んだ５作品が描かれたと思われる場所の最寄り

駅である「後楽園」、「明治神宮前＜原宿＞」、「三越

前」、「水天宮前」及び「住吉」の各駅です。東京メ

トロ全駅に設置されているラックで配布されるリー

フレットに５か所すべてのスタンプを集めたお客様

には、抽選で合計223（ふじさん）名様に素敵な賞

品をプレゼントします。

　また、各駅のスタンプ台の近くには浮世絵のパネ

ルを設置し、リーフレットに紹介されている浮世絵

を楽しむことができるほか、作品の魅力をより深く

知ることができる詳しい解説をご覧いただけます。

　東京メトロに乗って浮世絵に描かれた風景に思い

を馳せながら、東京の街歩きをお楽しみください。
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▲  

大和七福八宝めぐりでお渡し
する朱印収集台紙「七福八宝
お福掛」

SUBWAY◎会員だより 77

～大和七福八宝めぐり」にお得なきっぷ～

「七福八宝めぐり満願きっぷ」を発売中

 近畿日本鉄道株式会社

　近鉄では、「おめでたづくしの福まいり」として
実施されている「大和七福八宝めぐり」に、便利で
お得にご利用いただける「七福八宝めぐり満願きっ
ぷ」を発売しています。
　「大和七福八宝めぐり」とは、奈良県内の七福神
をまつる七社寺（長谷寺、談山神社、安倍文殊院、
信貴山朝護孫子寺、当麻寺中之坊、久米寺、おふさ
観音）と、三輪明神をまつる大神神社を巡ることで、
七福八宝を授かる御朱印めぐりです。三輪明神は大
和信仰の原点であり、「七福倍増」のご利益がある
とされています。
　新たな年の始まりに、災難を取り除き福を呼ぶ「七
難即滅 七福即生」のご利益を授かる旅に、このきっ
ぷでぜひお出かけください。

「七福八宝めぐり満願きっぷ」概要
１．発 売 期 間　平成26年３月30日（日）まで
２．ご利用期間　平成26年３月31日（月）まで
３．有 効 期 間　 ご利用期間中で乗車開始日から

２日間有効
４．きっぷの内容
　・ 発駅から所定のフリー区間までの往復乗車券お

よび「フリー区間乗車券（乗降自由）」
　　※ 発駅がフリー区間内の場合は、「フリー区間

乗車券（乗降自由）」のみ。
　・ 近鉄バスや奈良交通バスの所定区間が乗り降り

自由な乗車券
　・「御朱印授与券・お財布福守引換券」
　　 対象社寺で御朱印を１回お受けいただけるほ

か、ミニ七福神や御幣が入った「お財布福守」
もいただけます。

　　※ 各社寺で、朱印収集台紙「七福八宝お福掛」
をお渡しします。

　・ 対象社寺での「拝観料金・入山料金割引券」（２枚）
５．主な発駅からの発売額

おとな こども
大阪灘波 2,420円 1,360円
京都 2,840円 1,570円

近鉄名古屋 4,900円 2,600円
※発駅がフリー区間内の場合　　おとな　2,080円
　　　　　　　　　　　　　　　こども　1,190円

※ 詳しくは、近畿日本鉄道
のHPをご覧ください。

　 七福八宝めぐり満願きっ
ぷのページURL

横浜市営地下鉄グリーンライン
開業５周年を迎えて

横浜市交通局

　急速に都市化が進んだ横浜市北部地域の基幹とな
る交通機関として、横浜市営地下鉄は平成20年３月
に県内鉄道で初めてとなる鉄輪式リニアモーター推
進方式により４両編成で運行するグリーンラインを
「中山駅～日吉駅間」（10駅13.0キロメートル）で開
業しました。
　沿線の人口増加などによりグリーンラインの乗車
人員は増加を続けており、実質開業初年度となる平
成20年度の一日当たりの乗車人員72,000人に対し
て、平成23年度には109,000人を超えるお客様にご
利用いただいています。
　特に、ラッシュ時間帯の混雑率が上昇したことで、
お客様からも混雑緩和への要望が寄せられるように
なったことを受け、ラッシュ時間帯の運転間隔を４
分20秒ヘッドから３分50秒ヘッドとするダイヤ改正
を行い輸送力の増強を図りました。
　しかしながら、沿線地域の開発状況などから今後
もしばらくの間は乗車人員の増加傾向が続くものと
考えられることから、２編成８両を増備し平成26年
春には、さらなる増発を盛り込んだダイヤ改正を行
う予定です。
　このような中、グリーンラインは今年３月30日に
おかげさまで開業５周年を迎えます。
　日頃から、グリーンラインをご利用いただいてい
る地域の皆様への感謝の気持ちをお伝えするととも
に、より一層グリーンラインに親しんでいただけま
すよう、平成25年３月30日（土）に、開業５周年記
念イベントを開催します。
　グリーンライン沿線の横浜市北部地域は、30代～
40代の子育て世代が多く在住し、例えば、センター
北駅周辺は、近年、新しい大型商業施設が続々とオー
プンしているなど、グリーンライン沿線は、街とし
てもまだまだ成長が期待できる地域です。今回のグ
リーンライン開業５周年記念イベントも、街ととも
に成長していくことをコンセプトに、未来を担う子
どもたちにスポットをあて、子どもが楽しめる催し
物を種々企画しています。

＜グリーンライン開業５周年イベント＞
日時　 平成25年３月30日（土）　
　　　午前10時から午後３時まで
会場　 横浜市営地下鉄　センター南駅（一日駅長体

験は、中山駅、日吉駅でも開催。）
内容　・ ５歳のお子さまによる一日駅長体験
　　　・駅長との写真撮影会
　　　・ ペットボトルキャップを使った巨大アート

作成
　　　・ 建設前、建設当時の写真をスライドにて放

映
※ イベント詳細は、横浜市交通局ホームページでも

ご紹介しています。

会員だより.indd   77会員だより.indd   77 2013/02/21   17:32:542013/02/21   17:32:54



78

～あなたの想いで、サクラ咲く～ 

名鉄受験生応援キャンペーン

名古屋鉄道株式会社

　名古屋鉄道株式会社では、ポッカサッポロフード＆

ビバレッジ㈱、㈱サークル Kサンクスとタイアップし

て、受験シーズン本番を控えた受験生を応援するキャ

ンペーンを2012年12月15日（土）から2013年３月31日

（日）まで各種のイベントを実施しています。（抜粋）

１．「合格祈願 サクラサクきっぷ」の発売

　縁起物のだるまをかたどったデザインで、学問の

神様・菅原道真を祀る山田天満宮（名古屋市北区）

でご祈祷を受けたもので、「サクラサク」にちなみ「桜

駅」から390円の硬券乗車券です。合格への願いを

込めて、だるまの目を入れていただけるものです。 

＜名称＞

　合格祈願 ～あなたの想いが咲きますように～ サ

クラサクきっぷ

＜発売期間＞

　2012年12月16日（日）から2013年３月31日（日）

まで

＊ 2012年12月15日（土）名古屋本線桜駅にて先行発

売を実施しました。

デザイン

２．受験生応援電車「さくらTRAIN」の運行

　受験生及び受験生を応援する皆様から募集した

メッセージで車内を満開にしたラッピングを施し各

車両２箇所に「合格祈願つり革」を配置した受験生

応援電車「さくらTRAIN」を運行しています。 

＜運行期間＞

　2013年１月11日（金）～2013年2月28日（木）

「さくらTRAIN」のご案内

　受験生を応援している地元企業と共に、常日頃ご

利用いただいている電車を通じて感謝の気持ちと合

格祈願のエールを贈ります。

　「さくらTRAIN」でのひと時を、楽しんでいただ

けたら嬉しく思います。

３．2013受験生応援キャンペーン in常滑

　受験生の応援・合

格祈願のために、常

滑線常滑駅にて「合

格招き猫」を展示し

ています。 

　「合格招き猫」の

展示（常滑焼作家に

よるイベント用招き

猫を作成）

＜展示期間＞

　2013年１月６日

（日）～2013年３月

31日（日）

　表面が滑らかな招き猫の一部（肉球）を滑らない

ザラザラに加工し、受験生に肉球を触ってもらうこ

とで、「滑らない」縁起を担ぎます。

４．お客様のお問い合わせ先

名鉄お客さまセンター

TEL 052-582-5151（平　日　８：00～19：00　

　　　　　　　　　土日祝　８：00～18：00）

おもて うら
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５社共同　相互直通運転PRラッピング 
電車を運行
各社沿線のおでかけスポットPRを展開

～2013年１月21日（月）から運行開始～

東武鉄道株式会社
西武鉄道株式会社

東京地下鉄株式会社
東京急行電鉄株式会社
横浜高速鉄道株式会社

　東武鉄道（本社：東京都墨田区）、西武鉄道（本社：

埼玉県所沢市）、東京メトロ（本社：東京都台東区）、

東急電鉄（本社：東京都渋谷区）、横浜高速鉄道（本

社：神奈川県横浜市）は、2013年３月16日（土）に

開始する東武東上線、西武池袋線・西武有楽町線、

東京メトロ副都心線、東急東横線、横浜高速みなと

みらい線の相互直通運転をお客さまに広くPRする

ため、５社共通デザインを施したラッピング電車の

運行を１月21日（月）から順次開始し、各路線で相

互直通運転の開始とそれに伴ってつながる各社沿線

のお出かけスポットのPRを実施しています。

　これにより、各社相互直通路線にお住まいの方は

もとより、各社沿線、首都圏エリアへのPRにつな

げていきます。

相互直通運転PRロゴマーク 時の鐘 秩父羊山公園の芝桜と
所沢航空記念公園

新宿御苑 渋谷ヒカリエ 氷川丸と中華街

　ラッピングは、ロゴマークの各路線が「つながる（Joint!）」イコール各エリアがつながることを

表現し、お出かけスポットをイメージしやすいデザインとなっています。相互直通運転の開始により、

広域的な鉄道ネットワークが形成され、各観光地への利便性が向上されることをPRするものとなっ

ています。
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横浜市交通局の本庁舎移転のお知らせ

 横浜市交通局

　横浜市交通局は、次のとおり新庁舎へ移転しまし

たので、お知らせいたします。

１．移転日

　平成24年12月25日（火）

２．移転先

　横浜花咲ビル（住所：西区花咲町６丁目145番地）

　詳細は、下記の地図をご確認ください。

３．交通手段

　市営地下鉄「高島町駅」下車 徒歩２分（横浜駅

から徒歩で約12分）

４．お問い合わせ先

　横浜市交通局総務課庶務係

　電話：045-326-3825

《移転先の略図》

 トンネル緊急点検 

鉄道トンネル内の重量構造物等の緊急点検結果

について

 平成24年12月28日

国土交通省報道資料

　鉄道トンネル内の重量構造物等について緊急点検

を行った結果を下記のとおりとりまとめましたので

お知らせします。 

記

１．緊急点検の対象

　 　鉄道トンネル天井部にアンカーボルト等で添架

している重量構造物等

２．点検の内容・方法

　 　アンカーボルト・ナット、継手等の部位を中心

に、近接目視及び打音・触診等により損傷や　異

常の有無を確認

３．点検の結果

　　次のとおり
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国土交通省（鉄道局）

〇平成24年10月１日付
〔新〕 〔旧〕 〔氏　　名〕

大臣官房参事官

（鉄道局担当）

鉄道局国際課国際協力室課長補佐

鉄道局施設課長補佐

鉄道局施設課鉄道防災対策室課長補佐

鉄道局技術企画課技術開発室専門官

鉄道局技術企画課専門官

一般財団法人運輸政策研究機構

国際問題研究所国際業務室主任調査役

鉄道局技術企画課長補佐

中国地方整備局港湾空港部

港湾物流企画室課長補佐

鉄道局技術企画課技術開発室専門官

鉄道局技術企画課専門官

公益財団法人鉄道総合研究所

浮上式鉄道技術研究部主任研究員

松本　　勝利

深田　　　遵

倉富　樹一郎

森　　　一臣

小池　　政美

清野　　　寛

○平成24年10月22日付
〔新〕 〔旧〕 〔氏　　名〕

出向（観光庁観光産業専門官）

総務課危機管理室専門官

総務課危機管理室専門官

関東運輸局鉄道部監理課専門官

杉田　　　敬

岡村　　久裕

○平成25年１月11日付
〔新〕 〔旧〕 〔氏　　名〕

総務課企画室長 外務省在英国日本国大使館参事官 五十嵐　徹人

国土交通省（都市局）

○平成25年１月１日付
〔新〕 〔旧〕 〔氏　　名〕

都市局都市計画課

都市計画調査室専門調査官

鉄道局総務課長補佐

総合政策局海洋政策課長

鉄道局総務課長補佐

住宅局住宅政策課法制係長

鉄道局総務課企画室長

宇佐美　智康

久保　　雅寛

村田　　茂樹

総務省（自治財政局）

○平成24年10月１日付
〔新〕 〔旧〕 〔氏　　名〕

公営企業課課長補佐 地方公務員災害補償基金補償課次長 廣瀬　　広志

〇平成24年11月16日付
〔新〕 〔旧〕 〔氏　　名〕

辞　職 公営企業課公営企業経営室課長補佐 田中　　徹也

〇平成24年11月19日付
〔新〕 〔旧〕 〔氏　　名〕

公営企業課公営企業経営室課長補佐 ニセコ町副町長 北澤　　　剛
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〇平成24年12月26日付
〔新〕 〔旧〕 〔氏　　名〕

大臣官房付

命　大臣秘書官事務取扱

公営企業課理事官 大塚　　大輔

〇平成24年12月28日付
〔新〕 〔旧〕 〔氏　　名〕

大臣官房付

命　内閣官房日本経済再生

総合事務局参事官

公営企業課準公営企業室長

公営企業課準公営企業室長

大臣官房付

松田　　浩樹

大沢　　　博

（社）日本地下鉄協会・賛助会員の紹介
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進む!!進む!!
高速インターネットサービス等への高速インターネットサービス等への

各社（局）の取組み状況各社（局）の取組み状況
  

（報道発表資料より）  （報道発表資料より）  

　地下鉄各社（局）は、“いつでも”“どこでも”“誰

にでも”必要な情報にアクセスできるユビキタス環

境を構築し、より利便性の高い地下鉄を目指してい

ます。

東京都交通局

　平成24年12月26日から大江戸線全駅の駅構内及び

トンネル内でWiMAXサービスをご利用いただけ

るようになりましたので、お知らせいたします。

　東京都交通局とUQコミュニケーションズ株式会

社は、都営地下鉄の駅構内においてWiMAX無線

設備の設置工事を進めておりましたが、大江戸線全

駅でのサービス開始に伴い、都営地下鉄全線（浅草

線・三田線・新宿線・大江戸線）においてWiMAX

サービスのご利用が可能となりました。

※ 本件工事は、平成23年５月19日にお知らせした基

本合意に基づき、都営地下鉄にWiMAXの設備

を整備し、駅構内及びトンネル内（目黒、白金台、

白金高輪、新宿線新宿駅を除く）でもWiMAX･

Wi-Fiルータ等を使って大容量・高速の通信サー

ビスを提供できるようにするものです。

　列車内の優先席付近では携帯電話の電源をお切り

になるようお願いします。

　また、優先席付近以外では、マナーモードに設定

の上、通話はご遠慮ください。 

【お問い合わせ先】

　東京都交通局　資産運用部事業開発課　

　電話：03-5320-6086 

大阪市交通局

　大阪市営地下鉄では、平成24年９月30日（日）か

ら、地下鉄中央線の九条駅から本町駅間及び堺筋本

町駅から谷町四丁目駅間で、また、10月中旬には御

堂筋線の西中島南方駅から淀屋橋駅間で、トンネル

内携帯電話サービスをご利用いただけるようになり

ます。

　当局ではこれまで、地下鉄施設内の空間を開放す

ることにより、通信事業者による携帯電話設備の設

置を進めてきており、今後もサービスエリアを順次

拡大し、平成24年度中には、御堂筋線・中央線の全

線で、また、平成25年中には地下鉄全路線で携帯電

話によるインターネット接続及びEメールの送受信

を行うことができるようになり、災害時における連

絡手段としてもご活用いただけます。

　これからも、さらなるお客さまサービスの向上に

努めます。

１．サービス開始区間

　⑴　平成24年９月30日（日）開始

　　　中央線　九条駅～本町駅間

　　　　　　　堺筋本町駅～谷町四丁目駅間

　⑵　平成24年10月中旬開始

　　　御堂筋線　西中島南方駅～淀屋橋駅間

　※ 今回のサービス拡大により、中央線では九条駅

～谷町四丁目駅間、御堂筋線では西中島南方駅

～本町駅間でご利用いただけます

２ ．利用いただける通信事業者（設置事業者）

　＜御堂筋線・中央線＞

　　 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ

　　KDDI株式会社

　　ソフトバンクモバイル株式会社

　＜御堂筋線＞

　　イー・アクセス株式会社

　※ 車内では、これまでどおり携帯電話での通話は

ご遠慮いただき、優先座席付近（堺筋線では天

神橋筋六丁目寄りの車両［８号車］）では電源

をお切りいただきますようお願いいたします。

地下鉄有線・無線
 ★地下鉄情報★

各社の情報から編集
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名古屋市交通局

◆携帯通信が可能な地下鉄区間

　名古屋市営地下鉄では、走行中の車内で携帯通信

をご利用いただけるよう、通信事業者らがトンネル

内の整備を進めており、サービスエリアを順次拡大

しております。

　携帯通信をご利用いただける区間は、以下の路線

図で着色された区間です。今後、区間の拡大に合わ

せて更新いたします。 

　なお、車内の優先席付近では、携帯電話の電源を

お切りいただきますようお願いします。

　また、優先席付近以外では、マナーモードに設定

の上、通話はご遠慮ください。

＜ご利用いただける通信事業者＞

　 　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ、KDDI株

式会社、ソフトバンクモバイル株式会社、イー・

アクセス株式会社

※ ただしイー・アクセス株式会社は、一部の区間が

異なります。

◆公衆無線LANサービスとは？ 

　地下鉄駅構内にWi-Fiアクセスポイントを設置

し、パソコンやスマートフォンなどのWi-Fi対応機

器でインターネットにアクセスできるサービスで

す。

＜サービスの概要＞

　地下鉄85駅（上小田井、上飯田を除く全駅）のコ

ンコース及びホームに設置されたWiFiアクセスポ

イントにより、「ソフトバンクWiFiスポット」、

「docomo Wi-Fi」など各社の公衆無線LANサー

ビスがご利用いただけます。アクセスポイントはエ

リアサインが目印です。 

　現在ご利用いただける無線LAN事業者（平成23

年12月） 

札幌市交通局

◆携帯電話

　 　NTTドコモ、au、ソフトバンクは、全駅の構

内（ホーム含む）と東西線及び東豊線のトンネル

内で使用可能。南北線のトンネル内は現在整備中

であり、今年度中に完了を予定。

　 　イー・アクセスは、南北線の一部の駅横内及び

南北線・東豊線の一部のトンネル内で使用不可。

◆無線LAN

　・NTT BP

　　 　全駅の構内（ホーム含む）にて使用可能、ト

ンネル内は使用不可。

　　 　ただし、南北線各駅のホームについては現在

整備中であり、今年度中に完了を予定。

　・ UQコミュニケーションズ（WiMAX）　

　　 　現在は使えないが、全駅にて使用可能となる

予定。

　　 　東西線は現在工事中であり、南北線・東豊線

は平成25年度中に完了を予定。

横浜市交通局

　市営地下鉄の駅構内・走行中の IT環境は、現時

点では以下のとおりです。

　１．Wi-Fiスポットの提供（駅構内）

　　 　平成24年７月30日から、NTT、au、ソフト

バンクともサービス提供

地
下
鉄
有
線
・
無
線

有線・無線.indd   84有線・無線.indd   84 2013/02/21   17:50:112013/02/21   17:50:11



SUBWAY◎地下鉄有線・無線 85

　　　利用可能駅（駅構内）    

　　　・ブルーライン　：全32駅   

　　　・グリーンライン：全10駅   

　２．WiMAX（駅構内・車内）

　　 　平成24年７月から、UQWiMAXから下記の

駅とその駅間でサービス提供（※一部区間を除

く）

　　　・ブルーライン　：全32駅

　　　・グリーンライン：全10駅

福岡市交通局

福岡市地下鉄無線LANサービスを

全駅に拡大！！
24.4月末にWiFi・WiMAXが全駅で

利用可能になりました！

　福岡市地下鉄では平成19年度から順次、無線

LANサービスを提供してきましたが、平成24年４

月末に、全駅（35駅）でスマートフォン、タブレッ

ト型PC等が利用できるようになりました。

　１ ．【WiFi】駅構内でインターネットが利用でき

ます。

　　　（サービス提供事業者）

　　　・ NTTドコモ（サービス名称：「docomo 

Wi-Fi」）

　　　・ ソフトバンクモバイル（サービス名称：「ソ

フトバンクWi-Fiスポット」）

　　　・ KDDI （サービス名称：「au Wi-Fi SPOT」）

　　　・ ワイヤ・アンド・ワイヤレス（サービス名

称：「Wi2 300」）

　　　・ NTT西日本（サービス名称：「フレッツ・

スポット」）

　　　・ NTTコミュニケーションズ（サービス名称：

「ホットスポット」）

　２ ．【WiMAX】駅構内と地下鉄車内でインター

ネットが利用できます。

　　 　UQコミュニケーションズが提供する

WiMAXサービスをご利用のお客様は、駅構内

および車内でインターネットにアクセスできま

す。

　　 　無線LANサービスの提供にあたっては車内

での携帯電話利用マナーの周知徹底を図ってい

ます。

仙台市交通局

∞　WiMAX（ワイマックスとは

　WiMAX対応のパソコン、スマートフォンや

WiMAX Speed Wi-Fi（Wi-Fiルーター）などを使

い、外出先や地下鉄で移動中などでも快適なイン

ターネット通信がご利用いただけるサービスです。

＜利用できる駅＞

　泉中央駅、八乙女駅、黒松駅、旭ヶ丘駅、台原駅、

北仙台駅、北四番丁駅、勾当台公園駅、広瀬通駅、

仙台駅、五橋駅、愛宕橋駅、河原町駅、長町一丁目

駅、長町駅、長町南駅、富沢駅

　ご利用に当たっては、提供会社との契約が必要と

なります。

【お問い合わせ先】

　仙台市交通局　022-224-5111

東京地下鉄株式会社

　東京メトロでは、2012年度中に全線でインター

ネット通信や携帯電話をご利用いただけるよう通信

環境の整備を進めており、サービスエリアを順次拡

大しています。

　現在トンネル内における携帯電話をご利用いただ

ける区間は、以下の路線図で着色された区間です。 

 2013年２月７日現在

【トンネル内における携帯電話ご利用可能区間】
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冬の節電対策に取り組んでいます冬の節電対策に取り組んでいます

札幌市交通局

　札幌市では、北海道電力からの節電協力要請を受

け、さまざまな節電対策を実施しており、交通局で

は、この対策の一環として、平成24年12月３日（月

曜日）～平成25年３月８日（金曜日）の期間、以下

のとおり節電の取組を実施いたします。

　今夏の節電の取組に引き続き、ご利用のお客様に

はご不便をおかけすることとなりますが、安全・安

心な運行の確保はもちろん、お客様の利便性に十分

配慮しながら取り組んでまいりますので、なにとぞ

ご理解とご協力をお願い申し上げます。

実施項目 取組内容 実施期間

車内照明・暖
房

・ 車両室内灯の間引き（１車
両２本） 

・車両室内暖房の抑制 

平成24年
12月３日

　 ～

平成25年
３月８日

駅内照明等

・ コンコースの照明の間引き
（※ホームは安全確保のた
め間引きいたしません）

・ 電照広告の一部消灯（公共
施設の広告など） 

・飲料自販機の消灯 
・ ホームの駅名標識の一部消
灯 

駅内空調設備
・換気設備風量制御 
・暖房の抑制 

エスカレータ
ー

・ 大通駅の一部エスカレータ
ーを停止。（10時00分～16
時00分） 

自動改札機・
券売機

・ 自動改札機の一部停止（10
時00分～16時00分） 

・ 券売機の一部停止（10時00
分～16時00分） 

仙台市交通局

　地下鉄南北線では駅舎内の照明の一部を消灯する

などの節電対策を行っております。今冬についても

電力需給の厳しい状況が続くと見込まれることか

ら、今後も節電の取り組みを継続してまいります。

　皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご理解と

ご協力をお願いいたします。

節電対策の内容

　１．駅舎の照明の消灯等

　　・駅舎の照明の一部を消灯します。

　整備が完了した区間では、駅構内及び駅停車中の

列車内に加え、駅間の列車内でも携帯電話によるイ

ンターネット接続及びＥメールの送受信が可能とな

り、お客様に、より便利に東京メトロをご利用いた

だけるようになります。また、事故・災害発生時な

どの非常時にトンネル内でも情報収集の手段として

ご活用いただけます（注．停電時など使用できない

場合があります。）

　なお、車内では、これまでどおり携帯電話での通

話はご遠慮いただき、優先席付近では電源をお切り

ください。お客様のご協力をお願いいたします。
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　　・案内掲示器内の照明を消灯します。

　　・内照式広告の一部を消灯します。

　　・ 自動券売機及び自動精算機の一部を停止しま

す。

　　・ 自動券売機及び自動精算機内の照明を消灯し

ます。

　　・自動販売機内の照明を消灯します。

　２．地下鉄車内暖房の設定温度等の見直し

　　・車内暖房の設定温度を約18℃に設定します。

　　・車内照明の一部を消灯します。

　※ エレベーター・エスカレーターは基本的に運転

しますが、仙台駅のホーム中央～コンコース（北

改札）のエスカレーターのうち、上りの１基（３

連の西側）については、20：00以降の閑散時に

運転を停止します。

東京都交通局

　地下鉄車両にLED照明を導入します。～ 平成24

年12月運行開始 ～

　東京都交通局では、これまで新宿線、大江戸線の

各１両にてLED照明※を導入し、その効果を確認

してきたところです。

　今回、さらに効果を確認するため、新宿線、大江

戸線の各1編成にLED照明を導入いたします。

　今後もLED照明については、省エネルギーの効果

などを検証しつつ、他の車両へも展開してまいります。

※  LED照明は従来の蛍光灯と比較して、寿命が長

いという特長があり、消費電力及びCO2排出量

を３割以上削減できます。

記

１．営業運転開始予定

　⑴　新宿線　　平成24年12月19日（水）

　⑵　大江戸線　平成25年３月予定 

２．導入編成

　⑴　新宿線　　10-300形車両

　　　　　　　　１編成８両（第42編成）

　⑵　大江戸線　12-000形車両

　　　　　　　　１編成８両（第21編成）

横浜市交通局

グリーンライン車両にも

LED照明を試験導入します。

　現在、市営地下鉄ブルーライン車両の一部で客室

灯のLED照明を試験導入していますが、グリーン

ライン車両においても同様に試験導入を行います。

　グリーンライン車両の客室灯は現在全て蛍光灯で

すが、省電力・長寿命で環境にやさしいLED照明

を試験　導入し、将来の本格導入に向けて省エネル

ギー効果や耐久性など技術的な検証を実施します。

LED照明を導入する新宿線10-300形車両

客室内に採用するLED照明（新宿線）
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１．試験開始日

　平成24年10月29日（月）

２．試験導入本数　

　１車両　全16灯　

３．導入車両　　　

　グリーンライン　第14編成

　１号車　10141号車（中山駅方面の先頭車両）

４．試験期間　　　

　１年（予定）

５．蛍光灯とLED照明の比較

神戸市交通局

　市営地下鉄では、冬の節電対策を実施いたします。

　ご迷惑をおかけしますが、お客様のご理解・ご協

力をお願いいたします。

　なお、電力供給事情により、取り組み内容を変更

する場合があります。

実施期間

　平成24年12月３日から平成25年３月29日まで。

　年末年始の12月31日～１月４日を除きます。

　平日の11時から16時を中心に実施します。

駅での取り組み

　コンコース照明の一部消灯（終日）。

　券売機、エスカレーターの一部停止。

車内での取り組み

　・ 西神・山手線の地下線内（板宿～新神戸）及び

海岸線における車内空調の抑制

　・ 省エネ運転の実施（海岸線）
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業 務 報 告

● 「平成25年度予算に係る地下鉄事業に関す

る要望」活動の実施

・ 与党及び政府（国土交通省、総務省及び環境省）

への要請

日　　時：平成24年11月15日（木）

＊ 今回の要請活動は、夏の要請活動に引き続き、国の

来年度予算編成を控え、最重点事項に絞り、当協会

として与党「民主党」並びに、国土交通省、総務省

及び環境省へ要請活動を実施いたしました。

●全国地下鉄輸送人員速報の公表

・11月22日に平成24年９月・速報値

・12月20日に平成24年10月・速報値

・１月22日に平成24年11月・速報値

をそれぞれ国土交通省記者クラブに配布し、公表し

ました。

●「乗降位置可変型ホーム柵」見学会の開催

日　　時：平成24年11月29日（木）

場　　所：東京大学生産技術研究所

　　　　　千葉実験所

内　　容： 「乗降位置可変型ホーム柵」見学会と意

見交換

＊ この「乗降位置可変型ホーム柵」見学会は、東京大

学及び㈱神戸製鋼所が国の助成を受け、共同開発を

行っているものであり、製作現場において、開発担

当者と地下鉄事業者が直接膝を交えて意見交換及び

情報交換を行うことを目的として行われたものです。

● 地下鉄施設等の保守、維持に関する「第三

回土木部会」の開催

日　　時：平成24年12月13日（木）

場　　所：協会会議室

内　　容： ８地下鉄事業者の地下鉄土木施設の管理

担当者及び（公財）鉄道総合技術研究所

の参加を得て「第三回土木部会」を開催し、

地下鉄土木構造物の劣化状況の判定、予

防保全手法の研究等について議論した。

●「平成24年度地下鉄事業現地見学会」を開催

日　　時：平成24年12月21日（金）

場　　所：仙台市

内　　容： 仙台市交通局東西線建設工事現場の視察

と意見交換会（19社（局）28名が参加）

＊ この現地見学会は、現在日本で唯一の地下鉄新線建

設中である「仙台市交通局東西線」建設現場を視察、

現場説明を受けるとともに、参加者との意見交換が

行われた。

●  LIM開発50周年記念講演会及び記念祝賀会

の開催

日　　時：平成25年２月５日（火）15時～

場　　所：スクワール麹町

内　　容： ⑴　LIM開発50周年記念講演会

　　　　　　①　「L4カーの思い出」　 関　長臣 氏

　　　　　　②　「リニアメトロの思い出」

 豊田　榮次 氏

　　　　　　③　「インバータの思い出」

 山中　忠義 氏

　　　　　　④　「HSST実用化開発の想い出」

 藤野　政明 氏

　　　　　⑵　記念祝賀会

＊ 鉄道にリニアモータ（略称「LIM」）を応用する技術

の研究開発は、1962年（昭和37年）に、旧国鉄の鉄

道技術研究所が（車輪とレールの摩擦力に頼らない）

非粘着駆動システムの実用化を目指したことに始ま

り、それが操車場における貨車仕分装置（L4カー）、

リニアメトロ、リニモなどの実用化につながりまし

た。

　 　本年は、この研究所によるLIMの研究開発の開始

から丁度50年の記念すべき年になり、記念講演会及

び記念祝賀会を催しました。
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別添 １ 別添 ２

別添 ３

＜駅貼り用ポスター＞ ＜列車内中吊ポスター①＞

＜列車内中吊ポスター②＞

○駅構内・列車内のテーマ

　目が不自由な方の転落事故を防ぐため、「ひと声マナー」はじめよう。

○列車内のテーマ

　座席の利用マナー向上のため、「ひと声マナー」はじめよう。

＜資料出所：国土交通省HPより＞
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